

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　幾いく重えにも本ほん棚だなが並ぶ、明度の少し低い部屋。

　いわゆる、図書室と呼ばれる場所──。

　室内は全体的に暗いが、窓まど際ぎわだけが明るい。

　窓から射さし込んでくる日の光が、天然のスポットライトと化している。そのおかげで、窓際で音もなく舞まっている室内の埃ほこりが、肉眼でも見える状態だ。

　無数の本が放つ、独特の匂においが蔓まん延えんするその一角で、一組の男女が息を殺しながら佇たたずんでいた。

　本棚を背にしているマリンと、彼女と向かい合っているディオス。

　マリンはいつもの服ではなく、白と青色を基調とした、丈たけの短い服に身を包んでいた。

　彼女と対面するディオスの額には、じんわりと汗あせが滲にじんでいる。

　その理由は、決して暑いからではなかった。

「……お兄ちゃん……」

　切なげにマリンがディオスを呼ぶ。

　まるで熱病にでもかかったかのように、うっすらと紅あかく色付いた彼女の唇くちびる。

　真まっ直すぐにディオスを見つめるその目は、少しだけ潤うるんでいた。

　いつもはない色いろ香かが見えるのは、ここが少し暗いせいだろうか。

　マリンはディオスの手を取ると、そっと自分の胸に持っていき、強引に当てさせた。

　ほのかに柔やわらかい感かん触しよくと共に僅わずかに伝わってくるのは、マリンの鼓こ動どう。

　馬が駆かける足音の如ごとく、速い。

　それにつられ、ディオスの鼓動も速さを増す。

　ポタリ、ポタリと、マリンの足の間から水が滴したたり落ちていく。

　緊きん張ちようと羞しゆう恥ちに襲おそわれ、思わず喉のどを鳴らしてしまった、その時だった。

「あっ……？」

　突とつ如じよ横から聞こえてきた第三者の声に、二人は同時に肩かたを震ふるわせる。

　振ふり返ったその先には、マリンと同じ格好をした一人の少女。

　数冊の本を胸に抱かかえた灰色の髪かみの少女は、目を丸くしながらディオスたちを見つめていたのだった。








一章　女の子の楽園に潜せん入にゆうしちゃいますよ？









「ディオスさん！　起きてください！　大変です！」

　ホテル『ポリテリア』の一角。

　ディオスが宿しゆく泊はくしている部屋のドアを、激しく叩たたく人物がいた。

　神サ獣マ使ナいーの少女、コーシカだ。

　いつも彼女の頭の上に乗っているアガートの姿は、今は見えない。

　コーシカはしばらくドアの前で待ち続けるが、部屋から返事は聞こえてこないし、ドアも開く気配がない。

　もう一度ディオスの名を呼ぶため、コーシカが息を大きく吸った、その時──。

「……どうしたの？」

　厚い板のようなドアがゆっくりと開き、小こ柄がらな少女が現れた。

　その瞬しゆん間かん、コーシカは視線を少し下げる。

　顔を覗のぞかせたのは、人間形態になったマリンだった。

　眠ねむそうな目をしているが、常に彼女はこのような目をしているので、本当に眠いのかそうでないのか定かではない。

「マリンさん、お休み中だったところをすみません。でも、とにかく大変なのです！　だからすぐにディオスさんを呼んで──ん？」

　コーシカが言葉を途と切ぎれさせて首を傾かしげたのは、複数の要因からだった。

　一つ。よく見るとマリンの全身が濡ぬれ、服の下の肌はだが透すけて見えていたこと。

　一つ。部屋の中からかすかに聞こえる、苦しそうな呻うめき声。

　一つ。視界の端はしに見えるベッドの上で、人間形態になったエメロードが、荒あらい吐と息いきを繰くり返していたこと。

　そして彼女の豊かな胸に、ディオスの顔が押し潰つぶされていたこと──。

「ま、また朝から破は廉れん恥ちな共鳴術テグヴエルトををををッ!?　き、禁止！　禁止ですううううううッ！」

　顔を真っ赤にして叫さけびながら、コーシカは強引に部屋に乗り込んでいく。

「……未み遂すいだ……」

　ディオスの覇は気きのない弁明の声は、残念ながらコーシカには届いていなかった。




　エメロードとマリンは、床ゆかの上で正座をさせられていた。

　彼女らの前で、眉み間けんを指で軽く揉もみながら苦い顔をしているディオス。

　その隣となりに佇むのは、両りよう腕うでを腰こしに当てて頰ほおを膨ふくらませているコーシカだ。

　レイナとルヴィは神しん獣じゆう形態のまま、ベッドの上で困こん惑わくしながらその様子を見つめていた。

　そしてコーシカの声を聞きつけ、ファルルやアガートまでもが、ディオスの部屋に集合していた。

　ファルルは疑問だらけの顔で、キョロキョロと視線を彷徨さまよわせている。

　アガートはのほほんとした顔で、いつもの定位置──コーシカの頭の上に座っていた。

　流れとしてはこうだ。

　エメロードが寝ねているディオスを蔦つたで縛しばり、興奮しながらマリンと共にディオスの上に乗って共鳴術テグヴエルトを迫せまったところ、タイミング良く（この場合は悪く）コーシカが部屋を訪おとずれてきて──そして今、この状じよう況きようというわけである。

　ちなみにレイナとルヴィは普ふ通つうに寝ていたので、この『ディオス襲しゆう撃げき』メンバーには加わっていない。

　部屋に乗り込んだコーシカは、ディオスにのしかかるエメロードを強引に剝はがし、床に正座をするように言い渡わたした。

　応対したマリンも正座の刑けいになったのは、彼女は興奮すると全身が濡れてしまうことを、コーシカも既き知ちであったからだ。

『マリンの体が濡れている＝興奮している＝破廉恥なことをしている、またはした直後』と、コーシカの脳内では既すでに式ができあがっていた。そしてその式は、極きわめて正しいと言わざるをえない。

　朝に似つかわしくない微び妙みような雰ふん囲い気きを裂さくように、コーシカは一度大きく息を吸ってから口を開いた。

「ディオスさんも大たい概がいですが、神獣さんたちもいい加減、破廉恥なことをするのはやめてくださいっ！　特に、エメロードさんとマリンさん！」

　ビシビシッと、コーシカは順に二人を指さす。

　だが二人の神獣は全く動じない。エメロードはニコニコと、マリンは眠そうな目のまま、コーシカの顔を見つめている。

「でも、ご主人様の共鳴術テグヴエルトは非常に特とく殊しゆであることは、コーシカさんもよく知っておいでですよね？」

　エメロードが首を傾げながら尋たずねると、コーシカは僅かに怯ひるんだ。

「それは確かにそうなのですがっ……！　でもっ、それでもっ！　やっぱり見過ごすわけにはいきません！　お二方とも、もっと神獣としての自覚をお持ちになってください！　神獣も神サ獣マ使ナいーも、この世界の人々の生活を支えている聖なる職業なのですよ!?」

「でも……私たちの能力を強くするには……共鳴術テグヴエルトが必要だし……」

「うぐぐっ……！」

　コーシカは拳こぶしを握にぎりながら言葉を詰つまらせる。

　神獣たちの能力を強化するためには、互たがいの絆きずなを深めることが不可欠。

　普通神サ獣マ使ナいーは、神獣形態の神獣の体に触ふれるだけで強化できるのだが、なぜかディオスに限っては、神獣たちが人間形態でないと効果が表れないのだ。

　ディオスが神獣たちの能力を強化したことによって、今まで様々な場面を切り抜ぬけてきた。

　コーシカもそれはよく知っているだけに、どうしても『指導』が曖あい昧まいなまま終わってしまう。かといって、納なつ得とくしているわけでもなく──。

　そこは複雑な乙女おとめ心ごころである。

　部屋のドアの前で成り行きを見守っていたファルルが、そこでずんっと一歩前に出た。

　まるで氷を纏まとっているかのような冷たい空気に、ディオスは一瞬息を吞のむ。

「ファルル……？」

「つまり、ディー君が神獣ちゃんたちに、えっちぃことをするのが悪いと。そういうことだよね？」

　ジト目でディオスを見つめるファルル。共鳴術テグヴエルトがどういうものか詳くわしくは知らない彼女だが、コーシカの話からおおよそのことは察したらしい。

　さすがに、黙だまったままやり過ごせる状況ではない。ディオスは額からダラダラと冷ひや汗あせを垂らし、しばらくの間おののいていたが──。

「お、俺だって、できるならやりたくないよ!?」

「本当に？」

「………………うん」

「今、ちょっと考えたよね？」

　ファルルの目付きがさらに鋭するどくなる。

　コーシカは「ファルルさん言っちゃってください」と思わぬ救きゆう援えんに活気付いた様子。

　ファルルはディオスの首にがしっと腕を回し、そのまま強く締しめ付けた。

「いでででででで!?　ファ、ファルル、ちょ、やめろって──！」

「本当のところはどうなのさディー君？　ボクに正直に言ってごらん。ホラ、ボクたち幼おさな馴な染じみでしょ？」

　ファルルの腕は、さらにギリギリとディオスの首を締め付ける。

　ディオスは「く、苦しい……」と声を絞しぼり出しながら、ファルルの肩を何度も軽く叩いた。

「お、降参？」

「いや、あの……………………胸」

「ん？　何て？」

「だから……胸……当たって──」

「──っ!?　きゃああああ!?」

「ふぐっ!?」

　部屋に響ひびく、ドンッという鈍にぶい音。

　ディオスがファルルに突つき飛ばされ、壁かべに顔面から激げき突とつしてしまったのだ。

　それまでの強気の姿勢とは一変、ファルルは顔を真っ赤に染め、胸を隠かくしながらプルプルと震ふるえている。

　どうやら指し摘てきされるまで、本気で気付いていなかったらしい。

「なるなる……。ファルるんは子供の時からの癖くせでついディオっちに密着しちゃうものの、自分の体の変化には鈍どん感かんで──ってやつだね、これは？」

　ルヴィに冷静に分ぶん析せきされ、ファルルは「あうぅ……」とさらに縮こまってしまった。

「…………いい」

　まだ律りち儀ぎに正座をしていたエメロードが、俯うつむきながらボソリと呟つぶやいた。長い髪かみに隠れ、その表情まではわからない。

「……エメロード……どうしたの……？」

　下から彼女の顔をのぞき込んだマリンは、次の瞬間目を丸くした。

　バっと顔を上げたエメロードの目が、これ以上もなくキラキラと輝かがやいていたからだ。

　その瞬間、全員が察した。「あ、ろくでもない事を考えているな」と。そもそも、彼女がまともな事を考えている時の方が少ないのだが。

「とても、とても良いものを見せていただきました……！　自分が雌めすの体付きになった事に気付かないまま、男性に密着する幼馴染み！　いい！　とてもいいですよ！」

「雌って言わないでエメロードちゃん!?　ボクは動物じゃないから！」

「あぁ！　私、興奮が止まりません！」

　もう聞いちゃいない、である。エメロードは背から蔦を出しながら勢いよく立ち上がり、ファルルの体に蔦を絡からみ付かせた。

「うわぁっ!?」

「もう一度！　もう一度お願いします！」

「嫌いやだよ!?」

「ではファルルさんを奮い立たせるために、まずは皆みんなで！　全員でいきましょう！」

「どこへ!?」

「もちろん、ご主人様のところです！　さあ、みんなでレッツ密着！」

　いつも以上にテンションの高いエメロード。皆は次々と彼女の蔦に絡め取られていく。

　そんな中、ベッドの端はしの方にいて無事だったレイナが神獣形態から人間形態になり、ゆらり……と静かに立ち上がった。

　そして──。

　ビカッッッッ！

　強力な閃せん光こうが、部屋の中を一いつ瞬しゆん白く染め上げた。

「うおおおお!?　目があッ！　目があッ！」

「眩まぶしい！　眩しいよぉ!?」

　目を押さえながら悶もん絶ぜつするディオスとファルル。

　ちなみに、二人以外はレイナの予備動作で閃光が来ると瞬時に予測していたらしく、上う手まく目を閉じて回かい避ひしていた。エメロードに至っては、どこから出したのかサングラスまでかける余よ裕ゆうぶりである。

「話が進まないから、ふざけるのもほどほどにしようよぉ？」

「レイにゃん、目が据すわってる目が据わってる」

「うふふ。ちょっとやり過ぎてレイナさんを怒おこらせてしまったようですね。ごめんなさい。でも、レイナさんの怒った顔も可愛かわいいです」

　マイペースなエメロードにレイナも毒気を抜かれたのか、ため息交じりの大きな息を一つ吐つく。そして彼女はコーシカに振ふり返った。

「それで、コーシカは元々どういう用事だったの？　大変って言っていた気がするんだけど」

　レイナの視線を受け、コーシカはハッと大きく口を開ける。

「そ、そうでした！　私としたことが大事なことを忘れてしまうなんて！　それがですね、中止になってしまったんですよ！」

「中止？　何が？」

「バハル・シエロの事前大会モナーフエスが、です！」

『ええええええええええええええええええええ!?』

　その瞬間、コーシカとアガート以外の声がハモった。

「な、何で!?　どうして!?」

「もう……やらないの……？　スリアンヴォスも……なくなるの……？」

　コーシカはルヴィとマリンに詰め寄られるが、慌あわてて両手をパタパタと振った。

「いえっ、別になくなるわけでは──」

「でも、事前大会モナーフエスが中止になるんだよね？」

「ああっ!?　すみません、少し語ご弊へいがありました。正確には中止ではなく、延期です。実は浜はま辺べで朝の散歩をしていたら、人だかりができていまして……。闘とう技ぎ場へ向かう浅あさ瀬せの前に、看板が立てられていたのです。それには闘技場が激しく損傷をしたことと、修しゆう繕ぜんに時間を要してしまうから延期にすることが書かれていました……」

「あぁ……」

　ディオスは思わず声を洩もらす。

　その原因は明確にわかっていた。レイナを攫さらおうとした『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』のウェスベルやメルアとやり合ったせいだ。

「確かに、結構な広こう範はん囲いに渡わたって抉えぐれていたような気がする……」

　あの時は暗かったこともあり、周囲の様子をそこまでじっくりと見ていない、というのが正直なところであったのだが。

　もちろん、ほとんどがウェスベルの放った魔ま法ほうのせいである。が、よくよく思い返してみると、神しん獣じゆうたちの能力も闘技場を多少傷付けていたような気もする。まぁその記き憶おくは抹まつ消しようしてしまっても、おそらく今は問題ないだろうけど。

　ちなみに人気俳優だったウェスベルが『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員であったという事実は、バハル・シエロの人々にとって「衝しよう撃げき」の一言で済むはずもなく──。あの日からポリテリア内では、その話題でもちきりだ。

「だからバハル・シエロの事前大会モナーフエスは、他ほかの場所での事前大会モナーフエスが終わった後に回されたそうです。それまでには修繕は終わるだろうと……」

「それじゃあ、次の場所の事前大会モナーフエスは早めに開かい催さいされるってこと？」

　レイナが聞くと、コーシカはそれには首を横に振った。

「いえ。バハル・シエロ以外の日程はそのままだそうです」

「つまり、次の事前大会モナーフエスまでかなり期間が空いてしまう、ってことか……」

　ディオスはうーんと唸うなりながら腕うでを組む。

　事前大会モナーフエスまであと数日だったのに、予定が完全に狂くるってしまった。

　この予定変へん更こうは、他の挑戦者ヴアンデラーたちにも大きな影えい響きようを与あたえるだろう。

　日程だけでなく、精神面についても。

　ディオスも事前大会モナーフエスに向けて、くつろぎモードから切り替かえたばかりだったのだ。

　全員が肩かたを落とし、床ゆかに向けて重い息を吐はく。しかしコーシカはすぐに顔を上げた。

「それで私、ここに来るまでに考えたのですが……。次の事前大会モナーフエスまで、『聖ジェフス学院』に行きませんか？　いえ、行きましょう」

「……え？　が、学院？」

　想像もしていなかった名めい称しようを出され、皆は目を点にした。

「あ、ボク名前だけは聞いたことがあるよ。そこって、神サ獣マ使ナいーの勉強をするところだよね？」

「はい。神サ獣マ使ナいーを基き礎そから育成するための施し設せつです。私も通っていました」

　コーシカはファルルに頷うなずきながら答えた。

「なるほど……。でも、どうしてそんな学院なんかに──」

「それは！　ディオスさんに！　清く正しい本来の神サ獣マ使ナいーの姿を！　勉強していただきたいからです！」

「──!?」

　コーシカの大きな声に、ディオスは反射的に肩を震わせる。

「男の神サ獣マ使ナいーということで、ディオスさんは色々と規格外ですが──。それを抜ぬきにしても、ディオスさんは神獣や神サ獣マ使ナいーについての知識がなさすぎます！」

「うっ……」

　コーシカの言葉は、ディオスの心にグッサリと突き刺ささった。本当にその通りであるだけに、反論の余地がない。

「あらあら。神獣についてなら、私がいつでもご主人様に教えてさしあげますよ？」

　頰ほおに手を当てるエメロードに、コーシカはクワッと目を見開いた。

「そうは言いますけれど！　結局エメロードさんは破は廉れん恥ちなことをするだけじゃないですか!?」

「あら。確かにそうですね、うふふ」

「いや、そこは否定しようよ!?」

　ディオスの声はエメロードの耳を素す通どおりするだけだ。

「神サ獣マ使ナいーは、皆みなさんの生活を陰かげながら、そして表からも支えなければならない聖なる職業です。ディオスさんも神サ獣マ使ナいーになったのなら、もっと勉強してください！」

　コーシカの𠮟しつ責せきを受け、ディオスは静かに腕を組んだ。

「確かにコーシカの言う通りかもな……。俺は神獣について、もっと知っておくべきかもしれない。俺、皆に助けられてばかりだし……」

「そんなことないよ。ルヴィたちだって、ディオっちに助けられてんじゃん」

「神獣の盾たてになる神サ獣マ使ナいーなんて、ディオスだけだろうしね……」

「でも……コーシカの言うことも一理ある……。私たちのこと……もっとお兄ちゃんに……知ってもらいたい……かも……」

　ディオスや神獣たちの反応を見て、コーシカは大きく頷く。

「では決まりですね。幸い、学院はバハル・シエロからそう遠くない場所にあります。そしてこの機会に、ディオスさんの破廉恥な部分も徹てつ底てい的に矯きよう正せいいたします！」

　ビシリ！　とディオスの鼻先に指を突つき出すコーシカ。

　時々思い出したように言ってくる、ディオスに対する『矯正』。いつもはうやむやになってしまうが、今回ばかりは彼女の目が本気だ。

　しかしディオスは、コーシカの言う破廉恥な人間ではない──と自分ではずっと思っている。コーシカとの最初の出会いは確かに最悪だったが、あれも共鳴術テグヴエルトをしていただけで。

　ディオスは目だけを左右に動かして、ポカンとしている神獣たちに「何とかしてくれ」と助けを求める。

　が──。

「あらあら。それはとても楽しそうです」

「コーちゃんみたいな子がいっぱいいる場所だよね？　めっちゃ興味湧わくし！」

「……神サ獣マ使ナいーを育成している場所……行ったことない……私も見てみたい……」

「神サ獣マ使ナいーについて勉強したら、私ももっと、強くなれるかな……？」

　ディオスの視線だけの救難信号、届かず。

　ディオスの破廉恥の矯正云うん々ぬんについては、神獣たちに強引に流されてしまった。

　皆ディオスから視線を逸そらしていたが、「それについては上手くやり過ごせ」という彼女たちの心の声が、ディオスにはとてもよく聞こえたのだった。

　どうやら神獣たちはこの説教モードになったコーシカの相手をするのが、少し面めん倒どうになってきたらしい。

　その横で、ファルルがジト目でディオスを睨にらんでくる。今まで彼女には詳くわしい説明をしていなかったのだが、もうこの件について誤ご魔ま化かせそうにない。ディオスの背中に、一筋の嫌いやな汗あせが伝った。

「まぁ、ディー君がえっちぃことをしているらしい件について本当は色々と聞きたいんだけど、ひとまず置いといて……。ボクもその学院にはとても興味があるんだけど、この間の奴やつら『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』は大だい丈じよう夫ぶなの？　何か対策をするとかさ……」

　ファルルの出した名称に、全員の瞳ひとみが僅わずかに大きくなった。

「私もそれについては考えたのですが……。彼らが動くのは、次の事前大会モナーフエスの開催地であるニ・ホティアだと思います。彼らの目的が、ガルフネーデ様に関する施設の破は壊かいのみであるならば、ですが……」

「そういえば、ウェスベルは『本来の計画を変更してレイナを攫った』ようなことを言っていた気が……」

　ディオスもはっきりとは思い出せないが、そのようなことを言っていたのは確かだ。

「その『本来の計画』が、バハル・シエロの事前大会モナーフエスでのテロ行こう為いだったのだと推察できます。彼らの理念に則のつとるなら、少しとはいえ闘技場を損壊させることはできたので、不本意ながら一応目的は達したことになりそうですが」

「んでもさー、さすがにあいつらもちょっと休きゆう憩けい期間に入るんじゃない？　今までの行動を見るに、何かあんまり人数多くなさそうだし？　ルヴィたち、割とあの組織にダメージ与えてる感じがするんだよね」

「確かに、目的の規模に対して人手不足って感じはしましたねえ。少数精せい鋭えいと言えば聞こえは良いですが」

「まぁ仮に……またレイナを……攫いに来ても……容よう赦しやしないし……」

　マリンの言葉に、ディオスたちは大きく頷く。

　しかし、レイナだけは俯うつむいた。

　攫われた理由がわからないままなので、マリンの言う通りまた鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバがやって来る可能性は高い。

「今は考えても仕方ありませんよ。マリンさんも仰おつしやったように、ご主人様や私たちでまた追い返せば良いのですから」

「そーそー。それにさぁ、計画を『変更した』って言ってたくらいだし、奴らがこっちに来ている間、他の場所は逆に安全ってのもあるんじゃ？」

「そうか……。そう考えると、私が狙ねらわれている間はテロ行為が起きない可能性が高いってことよね……」

　部屋に渡る重い沈ちん黙もく。

　突とつ然ぜん、ファルルが両手を突き上げて雄お叫たけびを発した。

「んんんんんんんもう────！　やめやめ──！　この話題はやめ！　いくら考えても、あいつらの次の行動なんてわからないんだし！」

「いや、最初に鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバについて言ったのは、ファルるんじゃん……？」

　冷静にツッコむルヴィに、ファルルはペロッと舌を出しながら両手を合わせた。

「ゴメンゴメン。みんなもゴメン。んじゃ、この話はここでスッパリ打ち切り！　終しゆう了りよう！　てわけで、コーシカちゃんの古巣に行こう！」

　皆みんなはファルルのテンションに目を丸くしていたが、ここで延々と考えても仕方がないという意見には同意であった。

「では、ディオスさん。すぐに荷物をまとめてください。聖ジェフス学院に向かいます！」

「今から？」

「今からです！」

　元気よく頷くコーシカ。

　対照的に彼女の頭の上のアガートは、いつの間にやらコックリコックリと舟ふねを漕こいでいたのだった。




　バハル・シエロの街を出たディオスたちは、コーシカを先頭に南に進路を取っていた。

　両りよう脇わきに平へい坦たんな草原が続く街道では、バハル・シエロに向かう多くの人たちとすれ違ちがう。

　事前大会モナーフエスが延期になったことを知らない人たちばかりであるが、すれ違う人全員に説明をしているとさすがに日が暮れてしまうので、それに関しては悪いと思いつつも何も言わずにおいた。

　体に四体もの神しん獣じゆうを乗せたディオスは、多くの人から好こう奇きの視線を送られたが、愛あい想そ笑いでやり過ごしていた。

　コーシカが「そう遠くない」と言っていた通り、一日も経たたずして目的地に到とう着ちやくした。

　トルバ・マディナの街と似たような高い壁かべが、平原の真ん中に突とつ如じよとして出現したのだ。

　壁の中には、白い建物の先せん端たんが見えている。

　まるでどこかの城を思わせる立派な鉄製の門の前には、帯たい剣けんし、重厚な鎧よろいを着込んだ男が二人立っていた。彼らは門番として、学院が雇やとっている傭よう兵へいだ。

　強こわ面もての門番たちは、ディオスたちが門の前に来ると当然のように進路を塞ふさぐ。

「こんにちは。私はここの卒業生、コーシカ・ブラウンと申します。今日は学院長様に用事があって参りました」

　しかし門番たちが言葉を発するより先に、コーシカが彼らに笑え顔がおで挨あい拶さつをした。

「あ……こ、こんにちは」

　ディオスに詰つめ寄る気満々だった門番たちは、コーシカの言葉に完全に虚きよを突かれたらしく、しどろもどろに返事をする。

　コーシカはさらに、服のポケットから指輪のような物を取り出して見せた。

「それは、学院の卒業生に与あたえられるリング……。どうやら本物のようだ」

「基本的にここに男を入れることができないことは、卒業生であるあなたもよく知っているはずだが──そっちの男は？」

　門番たちは戸と惑まどいながら交こう互ごに告げる。

「彼は私の友人です」

　コーシカは堂々と答えるが、門番たちは眉まゆを寄せた。

　彼らはディオスの体に乗っている神獣たちに、奇き異いの眼まな差ざしをこれでもかと注いでくる。男が神獣を連れていることが、不思議でならないといった様相だ。

　門番二人が何を考えているのか、ディオスもコーシカも瞬しゆん時じに理解していた。

「ええと、彼女たちは本物の神獣です。はい」

　彼らの視線に耐たえきれなくなったディオスがひと言説明を添そえるが、それでも門番たちの顔から疑念の色は消えない。

「見ての通り、ちょっと込こみ入った事情がありまして。彼のことについて、学院長様と相談したいのです。通して頂けますか？」

　コーシカが問うが、門番たちはしばし互たがいに苦い顔を見合わせるばかり。

　男の神サ獣マ使ナいーと言われても、冷やかしにしか聞こえなかったのだろう。

　しかも男禁制の場所にいきなり「男を入れろ」というお願いまで付ふ随ずいしている。彼らにしてみれば、不ふ審しん者以外の何者でもない。

　やり取りを見ていた神獣たちが、一いつ斉せいにディオスの体から飛び下り、人間形態へと変身する。目の前で神獣の変身を見た門番たちは、突然のことに目を点にしていた。

「ほらー、今の変身見たっしょ？　ルヴィたちは正しよう真しん正しよう銘めい、ちゃんとした神獣だよー」

「……だからお兄ちゃんは……怪あやしい人じゃない……」

「あなたたちの気持ちは、私もよくわかるわ。私だって、最初は男の神サ獣マ使ナいーだなんて信じられなかったから」

　神獣たちは、次々と門番たちに訴うつたえる。その成果があったのか、二人の表情からほんの少しだけ警けい戒かい心しんが消えた。

「うふふ。お願いです。どうか私たちをここに入れてくれませんか？」

　さらにエメロードが二人に急接近。背から蔦つたを伸のばし、門番たちの顔や腕うでをさわさわと撫なで回し始めた。

「────!?」

　コーシカが何か言いたそうに口をパクパクとしているが、エメロードは徹底的に無視している。

「お・ね・が・い・します」

　豊満な胸を強調するように体をかき抱いだき、蕩とろけそうな顔でダメの一押し。

「わ……わかりました。ど、どうぞ」

　エメロードの笑顔の裏に、何か危険な匂においでも感じ取ったのか──。門番たちは焦あせりながら、二人がかりで重そうな閂かんぬきを引き抜ぬいたのだった。

「うふふ。ありがとうございます」

　神獣たちは元の姿に戻もどり、またディオスの体に戻る。

　コーシカもため息は吐ついたものの、文句は言わなかった。結果的に中に入れたので良し、と判断したのだろう。

　門番たちに礼を言い、いよいよ一行は学院の中に入った。

「エメ姉ねえの色いろ仕じ掛かけ、強いよね……」

「あらあら。今のは色仕掛けの内に入りませんよ。蔦で触ふれただけですし」

「……門番の二人とも……顔……赤かった……」

「まぁ仕方ないよ。私もあの蔦で体を触さわられるの、恥はずかしいし……」

「それは良いことを聞きましたレイナさん。うふふ。レイナさんが恥じらうお姿って、本当に可愛かわいいですからね」

「にゃっ!?」

　神獣たちのそんなやり取りは、緊きん張ちようと不安で心がいっぱいだった今のディオスには聞こえていなかった。

　開かれた門の向こうにあったのは、白い壁に彩いろどられた巨きよ大だいな建物。

　さすがにバハル・シエロのホテル『ポリテリア』ほどの大きさではないが、それでも随ずい分ぶんな大きさだ。

　コーシカが慣れた様子で先頭を行き、ディオスとファルルはその後に付いていく。

　建物の入り口の両脇には、鷹たかの羽が生えた狼おおかみの彫ちよう像ぞうが置かれていた。ディオスはそれを見て、以前見た風景を思い出す。

「コーシカ。この像の神獣って、トルバ・マディナの教会の前にもあったよね？　何か特別な神獣なの？」

「ガルフネーデ様が最初に作った神獣が、そのような姿をしていたと伝えられています。だから『神獣』を象しよう徴ちようする存在として、各地の教会にも同じ物があるのです」

「へえー」

「でも、ボクたちの村の教会にはなかったよ？」

「あ……すみません。私も都市部の教会にしか行ったことがないので、それについては何とも……」

「まぁ、本当に俺らの村はすごく田舎いなかだからな……」

　そのような会話をしながら、いよいよ一行は学院の扉とびらを開けるのだった。

　扉の向こうに広がっていたのは、広いエントランスだった。

　エントランスの真正面。まず目に飛び込んで来るのは、大理石で造られた噴ふん水すいだ。中央には魚の頭を持った二足歩行の生物が水みず瓶がめを持ち、噴水に水を注ぎ続けている。あの謎なぞの生物像も、おそらく神獣の一種なのだろう。

　その噴水の背後には、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた大きな階段が上へと延びている。

「何だかホテルみたいだね……」

　レイナの感想に、皆も同時に頷うなずいた。

「それっぽいのはここだけですよ。まずは学院長様とお話をしないとですね」

　コーシカは学院の廊ろう下かを堂々と進む。

　ディオスは今になって、不安に心を侵しん食しよくされ始めていた。

　本当に、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

　神サ獣マ使ナいーを育成する場所。当然、女性しかいないはずだ。いくらコーシカがここの出身でも、男のディオスに授業を受けさせてくれるのだろうか。

　そんな心配を抱くディオスをよそに、コーシカはさらに無人の廊下をずんずんと進んでいく。

　誰だれともすれ違わないのは、今の時間は授業が行われているからだろう。

「コーシカちゃんの言う学院長様って、ここで一番偉えらい人のことだよね？　そんな人に会いに行くだなんて、ボク緊張してきたよ……」

　ファルルがか細い声で呟つぶやくが、彼女の言葉にディオスも同意であった。

「確かに……。いきなり訪ねても大丈夫なのかな」

「私のいた頃ころと変わっていなければ、学院長様は今の時間はお茶をしているはずです。だから問題ないはずです」

　ディオスたちに振ふり返らぬままコーシカは言う。どこからその自信が来るのかはわからないが、今は彼女だけが頼たよりだ。

　やがてコーシカは、とある扉の前で足を止めた。

　扉の両脇には腰こしほどの台座があり、その上には鮮あざやかな花が生けられた花か瓶びんが置かれている。ほのかに甘い花の香かおりが、緊張でガチガチだったディオスの体を幾いく分ぶんかやわらげてくれた。

　コーシカがノックをしてから「失礼いたします」と告げると、中から女性の声で短く「はい」と返ってきた。

　一呼吸置いてから、コーシカは静かに扉を押し開ける。

　コーシカに続いて中に入ると、髪かみを後ろで結ゆった中年女性が、大きな机の前に座っていた。

　机の上にはティーカップが置かれており、中から湯気が立ち上っている。

　コーシカの言っていた通り、本当にお茶の時間だったらしい。

「卒業生のコーシカです。お久しぶりでございます、イズグラス学院長様。覚えておいででしょうか？」

「まあまあ、コーシカさん。ええ、もちろん覚えておりますとも。あなたはとても優ゆう秀しゆうでしたから。かなり特殊なケースでもありましたしね」

「それは……。本当にご迷めい惑わくをおかけいたしました……」

「謝る必要なんてありませんよ。あなたの神しん獣じゆうの顔を見れば、現在本当に幸せなのだとよくわかりますから」

　イズグラスは柔にゆう和わな笑顔でアガートを見つめる。

　しかし当のアガートは、いつも通りのほほんとした顔でコーシカの頭の上に鎮ちん座ざしているばかり。動く気配は全くない。

　ディオスも改めてアガートの顔を見る。いつもこんな顔をしているので、ディオスにはよくわからない。が、幸せそうな顔と言われたらそうなのかもしれない。

「それで、今日はどういったご用でしょうか？」

「はい。突とつ然ぜんお訪ねしてこのようなことをお願いするのは申し訳ないのですが、しばらくの間、ここで授業を受けさせていただきたいのです」

「あら。卒業したあなたには、もうここで教えられるようなことはないと思いますけれど」

「いえ、私ではなくて」

　そこでコーシカは、ディオスの肩かたに手を置き──。

「彼──神サ獣マ使ナいーのディオスさんです」

　キッパリと、そしてハッキリと、真しん剣けんな目で言い切った。

「まあ!?」

　イズグラスは極限まで目を見開き、息を吞のんだ。

　当然の反応だよなと、ディオスは心の中で呟く。

　このような反応をされることに、かなり慣れてきた自分に思わず苦く笑しようしてしまいそうであったが。

　コーシカもイズグラスの反応は当然予想していたらしく、彼女が二の句を継つげない内に、さらに言葉を重ねていく。

「驚おどろかれるのも当然だと思います。今までに、男性の神サ獣マ使ナいーは存在していたことがありません。さらには、四体もの神獣を連れている。私も最初は信じられませんでした。ですが、その私が保証いたします。彼は間ま違ちがいなく神サ獣マ使ナいーです」

　イズグラスは、ディオスの全身を上から下まで見つめる。

　ディオスはどういう反応をしていいのかわからず、苦笑いと共に軽く会え釈しやくをした。

　神獣たちも今は何も反応せず、じっとしている。

「彼も突然神サ獣マ使ナいーになってしまったらしく、神サ獣マ使ナいーとしての知識がほとんどありません。ですから、少しでもこの学院で学ばせてあげたいのです」

「事情はわかりました。しかし、そうですね……。我が学院は女性のための施し設せつです。そこに男性が入るとなると……」

　イズグラスは顎あごに手を当て、しばしの間考え込む。

「学院長様が不安に思うのも当然だと思います。しかし、彼の神サ獣マ使ナいーとしての能力は本物です。以前トルバ・マディナで、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバがテロ行こう為いを仕し掛かけたことはご存知ですか？」

「ええ、聞き及およんでおりますよ。何でも、事前大会モナーフエスの試合中に行われたとか。それを試合に出ていた男の神サ獣マ使ナいーが阻そ止ししたと。……あ、まさか……」

「ええ、そのまさかです。その皆みんなを救った男の神サ獣マ使ナいーこそが、このディオスさんなのです。それだけではありません。先日、バハル・シエロにも鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが現れたのですが、それもディオスさんたちが見事追い返したのです！」

「まあ……！」

　イズグラスは目を丸くしながら、改めてディオスと神獣たちを見た。

　ディオスは急激に胸がくすぐったくなり、無意味に頭の後ろを搔かいた。

『追い返した』というには些いささか語ご弊へいがある気がするが、ここで正直に訂てい正せいして、コーシカの話の腰を折るほどのことでもない。

　神獣たちは得意げになったのか、そこでディオスの体から下りて人間形態へと変身した。

「あらあらあら──！」

　神獣たちの変身を目まの当たりにしたイズグラスは、口に手を当てて驚く。

「この通り、神獣たちも本物です。力は間違いなくあるのです。でも、彼には知識がありません。ですから──」

「……わかりました。コーシカさんがそこまで言うのでしたら、彼がこの学院で学ぶことを許可いたしましょう」

「──っ！　ありがとうございます、学院長様！」

　コーシカは腰を深く曲げて礼をする。ディオスも慌あわててそれに倣ならった。

「それでは、すぐに編入の手配をいたしましょう」

　ゆっくりと立ち上がるイズグラスに、今度はおずおずとしながらコーシカがさらに話しかける。

「あと、学院長様……。聖なる乙女おとめの学び舎やにディオスさんだけを放ほうり込むのは、私も少々不安に思っております。ですので、彼の授業には私も付いていきたいと考えているのですが……」

「まあ、それは頼たのもしいですね。是ぜ非ひお願いします。ディオスさんといったかしら？　ごめんなさいね。あなたを疑っているというわけではないのですけれど……。でも、その方が生徒たちも安心すると思うの」

「あ、はい。そうですね……」

　ディオスは気の抜ぬけた返しをすることしかできない。

「男なんぞ入れられるか」と頑かたくなに拒きよ否ひされるとばかり思っていたので、割とすんなりと受け入れてもらえたことに拍ひよう子し抜ぬけしているところだったのだ。

　コーシカがいなければ、間違いなくこの展開にはなっていなかっただろう。

　そこでイズグラスは何かに気付いたようにはたと動きを止め、ある人物に視線を送る。

「ところで、そちらの方は？」

　イズグラスが見ていたのはファルルだった。

　今のやり取りの間、ファルルは人形のように身動き一つせず、じっとディオスの後ろで小さくなっていたのだ。

「え、ええと……。ボクは、ただの戦士です……」

「神サ獣マ使ナいーの適性検査を受けてみますか？」

「い、いえ、大丈夫です。絶対にないと断言できますから！　お、お構いなく！」

　ファルルはパタパタと手を振って、その申し出を断る。

「そうですか……。ではどうしましょう……」

「はうぅ……。どうしましょうか……」

　ファルルは涙なみだ目めになりながらビクビクしている。

　コーシカも何かを言おうとして、また口を閉じた。

　ファルルはただディオスに付いてきただけだ。ここに居続けるための明確な目的が彼女にはない。

　だがイズグラスも、ファルルがディオスたちと一いつ緒しよにここまで来たことについてはわかっているらしい。しゅんとするファルルとディオスたちを交こう互ごに見つめながら、しばし逡しゆん巡じゆんしたあと──。

「では、そうですね……。あなたには教職員の補ほ佐さとして在ざい籍せきしていただくことにいたしましょう」

　ニッコリと、ファルルに向けて微笑ほほえんだ。

「へ？　い、いいんですか？　でも補佐なんて……。ボクが教えられることなんて、薪まき割わりの方法くらいしかないですよ？」

「もちろん、教員として生徒達に直接何かを指導していただくわけではありません。まぁ有り体ていに言えば、雑用係ということですが……」

「いえいえ、それで全ッ然問題ないです！　ありがとうございます！　雑用係、ボク頑がん張ばります！」

　拳こぶしを握にぎりながら、力いっぱい元気よく返事をするファルル。

　ファルルだけ追い返される事態にならずに済んだので、ディオスとコーシカは小さく安あん堵どの息を吐ついた。

「それでは早さつ速そく、職員たちに話を付けて参ります。しばらくお待ちくださいね」

「はい。ありがとうございます学院長様！」

　コーシカは改めて深くお辞じ儀ぎをする。イズグラスはディオスたちを近くのソファーへと誘ゆう導どうしてから、部屋を出て行った。




　待つこと十数分──。

　神獣たちは元の姿でソファーの上でじゃれ始め、ディオスとファルルの姿勢もだれ始めたところで、再び部屋の扉とびらが開いた。

　神獣たちは慌ててディオスの体に戻もどり、二人も曲がっていた背筋をシャッキリと伸のばす。

「はぁい、こんにちは～」

　しかし聞こえてきたのは、伸ばした背筋がまた曲がってしまいそうな、間延びした挨あい拶さつであった。

　部屋に入ってきたのは、二十代後半らしき女性だった。

　まるで彼女の喋しやべり方を表したような、ふわふわした金きん髪ぱつが歩く度たびに揺ゆれる。ゆったりとした服装なのに、胸部の大きさは隠かくしきれていなかった。

　つぶらな瞳ひとみの神獣形態のマリンであるが、彼女の胸を見た一いつ瞬しゆんだけ、目付きが細くなったような錯さつ覚かくをディオスは覚えた。どうもバハル・シエロの海に入って以降、巨きよ乳にゆうの女性に対する視線が鋭するどい気がする。

　コーシカは女性のゆるふわな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされることなく、すくっと立ち上がる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、テネル先生」

「コーシカさん、お久しぶりです～。お元気そうで何よりです～」

　テネルと呼ばれた女性に少し遅おくれて、イズグラスも戻ってきた。

「お待たせいたしました。ディオスさんは、テネル先生のクラスに入っていただくことになりました」

「わかりました。ありがとうございます」

　テネルはコーシカと握あく手しゆを交かわした後、ディオスへと向き直る。

「そちらの方が、男の神サ獣マ使ナいーさんと神しん獣じゆうさんたちですね～？　はじめまして～。皆みなさんのクラスの担任、テネルです～。気軽にテネちゃん先生って呼んでね～」

　テネルはそこで、ニッコリ笑って両手でピースサイン。

「…………」

「…………」

　誰だれもが言葉を発しない。

　テネルはピースをした状態で固まっている。

　イズグラスとコーシカは少し困ったように眉まゆを下げて、ただテネルを見つめているばかり。

　当然、ディオスも反応に困っていた。

　ならば、ここは何となくテネルと似た雰囲気のエメロードだ、とディオスは助けを求めて彼女を見る。が、蛇へびの姿の神獣も今はニコニコとしているだけで、ツッコんでくれる気配は微み塵じんもない。

　しばしの間、いたたまれない空気が流れ──。

「あぁ～ん、無視しないで～？　テネちゃん先生泣いちゃう～」

　テネル自らこの空気に終しゆう止し符ふを打ってくれて助かった──とディオスは思ったのだった。

「あっ、す、すみません。初めまして。これからお世話になるディオス・ソマです」

　気を取り直し、改めて挨拶をする。

「えっと、ファルル・ツェクリです。ボクは神サ獣マ使ナいーじゃないんですけれど……」

「はいは～い、学院長様からお話は聞きましたよ～。私のお手伝いをしてくれるんですよね～。最近肩かたこりが酷ひどいから教材を運ぶのも一苦労なの～。お願いいたしますね～」

「あ、はい。肩のマッサージなら得意です！　叩たたきだろうがモミモミだろうが　ボクに任せてください！」

「わ～やった～。それはとっても助かるわ～。そして～そっちのたくさんいる子たちが～、ディオスさんの神獣さんなのですね～？」

「はい。肩に乗っているのが神獣のレイナ、頭の上がルヴィ、右みぎ腕うでがマリン、左腕がエメロードです。よろしくお願いいたします、テネ………………ル先生」

「あぁ～、今呼び方に悩なやんだよね～？」

　ゆさゆさと胸部を揺らしながら、テネルはディオスに接近。しかし、コーシカがディオスの前に割り込んだ。

「テネル先生、休み時間が終わってしまいます。早速ですが教室に案内してください」

「あらぁ～、本当だ～大変～。ではではディオスさんと神獣さんたち～ファルルさんも～テネちゃん先生に付いてきてくださいね～？」

　ツアー旅行のように手を上げながら、テネルはディオスたちを先導するのだった。




　聖ジェフス学院。

　神サ獣マ使ナいーの適性があると判明した者なら、年ねん齢れいは関係なく、誰でも入ることができる学院だ。

　その適性検査も、この学院で無料で調べて貰もらえることができる。

　女性しかなれない特とく殊しゆな職業ということもあり、他ほかの職業と比べ、神サ獣マ使ナいーのなり手は少ない。だから少しでもその数を増やそうと、学院側も広く門戸を開けている。

　──ということを、教室に行く間、ディオスはテネルから説明を受けていた。

　テネルのゆるふわな喋りは、意識しないと即そく座ざに脳内から流れ出てしまいそうではあったが。

　先ほどファルルが門番の男たちに何も言われなかったのは、神サ獣マ使ナいーの適性があるのかどうか、新たに調べてもらいに来た者だと思われていたからだろう──とディオスはその説明を受けて解かい釈しやくした。

　エントランスの大きな階段を上がり、しばらく歩いた所でテネルは立ち止まった。

「ここが教室です～。ディオスさんのクラスは『星』のクラスですから～覚えておいてくださいね～」

「あ、はい。でもどうして『星』なんですか？」

「え～と、それはね～。ん～と、コーシカさんお願い～」

　テネルに振ふられたコーシカは一瞬目を丸くするものの、慣れているのかすぐに彼女の代わりに答え始める。

「はい。この学院のクラス名は、古くから伝わるカード占うらないで出てくるものが使用されているのです。他には『妖よう精せい』や『海』、『杖つえ』や『太陽』などのクラスもあるのですよ」

「へえー、そうなんだ。何か変わってて面おも白しろいね」

「……覚えるのは……ちょっと大変そうだけど……」

「別に他のクラス名まで覚える必要はないと思いますよ。自分のクラス名さえ忘れなければ」

「ではでは、『星』のクラスに入りますよ～……とその前に～」

　テネルは手にしていた教科書の束をいくつか、ファルルの腕に押し付けた。

「ファルルさん～早速お手伝いをお願いいたします～。これを持っていてください～」

「はいっ、わかりました！」

　どう見ても単なる荷物係だが、ファルルはそれでも喜んで返事をした。

「では～今度こそ入りま～す」

　テネルは宣言してから教室の扉を開けた。ディオスたちもその後に続く。

　教室の中はディオスが想像していたよりも広く、段差のある造りとなっていた。

　生徒の数はおよそ三十人。全員が白を基調とした同じ服装に身を包んでいる。

　彼女たちの肩や頭には、パートナーらしき神獣も乗っていた。

「はいは～い、注目してくださ～い。突とつ然ぜんですが、皆さんにお知らせです～。しばらくの間、このクラスに新しいお友達が増えることになりました～。ディオスさんと、卒業生のコーシカさんで～す。そして～、テネちゃん先生の臨時のお手伝いの～ファルルさん～」

　テネルが紹しよう介かいをすると、教室にいた生徒たちの視線が一いつ斉せいに三人へと集まった。

　そして数秒の静せい寂じやくの後──。

　教室の中は、蜂はちの巣をつついたかのように騒さわがしくなる。

　当然のように、ディオスと神獣たちに生徒たちの視線が集中していた。

「みんな～、静かにしてくださ～い」

　テネルが呼びかけても全く無意味だった。ざわめきが収まる気配はない。

　そんな中、一人の少女が両手で机をバン！　と叩きながら立ち上がった。

　アッシュブラウンの髪かみをツインテールにした十歳くらいの少女は、見たところクラスの中で一番若い。彼女の肩には、角の生えたモグラのような神獣が座っている。

「先生！　コーシカさんやファルルさんはともかく、どうしてこの学院に男の人が入って来ているのですか!?　しかもこのクラスに入るだなんて！　正気ですか!?」

　少女は眉をつり上げながら声を張り上げる。彼女の剣けん幕まくに、騒がしかった教室内が瞬時に静まった。

　それでも、テネルは全く動どう揺ようしていない。

「はい～、正気ですよペディエさん～。これは学院長様がお決めになったことです～。ディオスさんは男の人だけど～、神サ獣マ使ナいーになってしまったようなのですよ～」

「信じられません！　神サ獣マ使ナいーは女性しかなることのできない職業です！　授業でも『男の神サ獣マ使ナいーは今まで一人も存在していない』と教えていただいたではないですか！」

「あら～そうでした～。今日からそれについては～訂てい正せいしないといけませんね～。私も信じられないですけど～、ディオスさんが連れているのは、間ま違ちがいなく神獣ですよ～」

「でもッ……！」

　到とう底てい納なつ得とくいかないという顔でディオスを見つめる、ペディエという少女。他ほかの生徒たちも、嫌けん悪おの混じった訝いぶかしげな視線をディオスへと注いできた。

　教室の雰囲気に吞のまれてしまったのか、ディオスは硬こう直ちよくしたまま説明をすることができない。

　その時だった。

「ひゃうっ!?」

　突然一人の少女が、短い悲鳴を発しながら立ち上がる。ディオスに注がれていた視線は、一斉にその少女へと移った。

「どうしました？」

　テネルが聞くが、少女は立ったまま青い顔をして震ふるえている。そしておそるおそる床ゆかを指さした。

「ごっ、ごっ、ご──！」

　彼女の席の近くの少女たちも『それ』に気付いたのか、次々と悲鳴を上げて教室の端はしまで後ずさっていく。

　ディオスにも原因はすぐに知れた。

『黒い稲いな妻ずま』。

『冥めい界かいの黒い悪あく魔ま』。

『万物を食す黒き影かげ』。

『セント・エスピリでもっとも死に近いモノ』──等々。

　古今東西、様々な二つ名が存在している『ヤツ』が現れたのだ。

　ちなみに一いつ般ぱん家庭では、「一匹ぴき見たら三十匹、細さい胞ぼうから破は壊かいしろ」が合い言葉。結けつ晶しよう具ぐを使った殲せん滅めつ作戦が、速すみやかに遂すい行こうされる。

『ヤツ』が現れると、平和な家の中も一気に戦場へと変わってしまうのだ。

　森に囲まれていたディオスの村でも、割とよく見かけたものである。

「なんだ。ゴキブ──」

「その名を呼んではならぬっ!?」

　突とつ如じよ大きな声で言われ、ディオスは思わず肩を震わせた。

　振り返ると、怒おこっているような、笑っているような、それでいて泣きそうな、複雑な顔をしたテネルがいた。

　今のはもしかしなくても、テネルが言ったセリフだったのか。どこかの村の長老のような口調であったが、確かに声はテネルだった気がする。

　テネルはそこでハッとすると、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「もう～ディオスさん～ダメですよ～。その名前を口にするだけで～私の耳が汚よごれてしまいます～。今度その悪魔の名前を呼んだら～、容よう赦しやなくお・し・お・き、だゾ～☆？」

「…………」

　笑顔はとても柔やわらかいのに、ディオスは強い恐きよう怖ふを抱いだいてしまった。

　どうやら『ヤツ』の名前は、テネルの前では禁句らしい。一いつ瞬しゆん、自分のキャラを忘れてしまうほど苦手なのだろう。

「あわわわわ……ど、どうしよう？　ボクもあいつだけは苦手なんだけど……。って、そうだ、コーシカちゃん！　アガートちゃんって猫ねこ型の神しん獣じゆうだよね!?」

「んなっ!?　私のまんぷくちゃんに、あんな汚けがらわしい物体を食べさせろというのですかぁっ!?　ダメです！　絶ッ対ダメですっ！」

　ファルルとコーシカも、涙なみだ目めになりながらやり取りしている。名前の挙がったアガートも、今ばかりはさすがに嫌いやそうな顔をしていた。

　そして席を立ったままのペディエも、先ほどまでの剣幕はどこへやら。

「キャー!?　キャー!?　無理無理無理！　無理だから！　こっちに来ないでよぉ！」

　とすっかり怯おびえている。ペディエの肩に乗った神獣も、彼女のツインテールの中に隠かくれようと必死だ。

　誰だれもが、自分の小指よりも小さい存在に恐怖している。

　ディオスは仕方がないな……と小さく息を吐はいてから動きかけ──。

　教室内に激しい光が走ったのは、その時だった。

「────っ!?」

　全員がその光に目を眩くらませる。

　ディオスが目を開けた時には、人間形態になったレイナが、既すでに教室の窓を大きく開け放していた。

　彼女だけでなく、他の神獣たちも人間形態へと変身している。

　そしてマリンは『ヤツ』に向けて、片かた腕うでをクイッと軽く振り下ろす。瞬時に『ヤツ』は、水の球体に包まれた。

　次に、エメロードが掌てのひらから生み出した、葉形の刃やいばが水の球体に向かう。葉形の刃は、水の球体を下から掬すくうように持ち上げ、一気に窓の外へと飛んでいく。

　そこへ、ルヴィが放った火球が追つい撃げき。

　ボンッ！　と激しい音を立て、水の球体と葉形の刃ごと『ヤツ』は爆ばく発はつ、霧む散さんした。

　清すが々すがしいほど青い空に、黒い煙けむりが上っていく。

　以前、神獣たちはジェリー・バト相手にオーバーキルをぶちかましたことがあるが、これはあの時の比ではない。何せ、今回の相手は魔物ですらないのだ。

　真顔で『ヤツ』が消えた虚こ空くうを眺ながめるディオス。どういう表情をすればいいのかわからない。

　技わざを放っている時の神獣たちの顔は本気だったので、どうやら彼女たちも『ヤツ』が苦手らしい。

　神獣にここまで本気を出させてしまう『ヤツ』の存在って一体──と若じやつ干かん遠い目をしたその時、教室の中に割れんばかりの拍はく手しゆが鳴り響ひびいた。

「す、凄すごい！　凄いです！　さすがは男の神サ獣マ使ナいーです！」

「水が流れるが如ごとき華か麗れいな連れん携けいプレー……。見事としか言いようがありませんね」

「ありがとう……！　そしてありがとう……！」

　賞賛と感動に包まれる教室内。

　褒ほめられて嬉うれしいのか、神獣たちも得意げにしている。

　この機を逃のがしてはならぬと、すかさずコーシカが前に躍おどり出た。

「ディオスさんたちの神獣の力、皆みなさんも見ましたよね？　今のようにディオスさんたちは、なんと鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバのテロからも皆みんなを救ったのですよ！」

　それとゴキブリ退治を同列に語られるのは、さすがに微び妙みような気持ちになってしまうのだが──。

　だがコーシカの説明に、さらに驚おどろきと尊敬の混じった声が各所から上がった。

　それだけでなく、生徒たちのディオスを見る目はすっかり変わっていた。ディオスが彼女たちの中で、得体の知れない不ふ審しん者から英えい雄ゆうになった瞬間だった。

　しかし、先ほど抗こう議ぎしたペディエだけは苦い顔のままだ。握にぎった拳こぶしを震えさせると、彼女は面おも白しろくなさそうに小さく「ふん」と息を吐き、再び席に着いた。

「はいはい～皆さん落ち着いて～。それでは一ひと悶もん着ちやくありましたが～、ディオスさんとコーシカさんは～、一番後ろの席に座ってください～」

　テネルの指示通りに、二人は空いていた席に向かう。その間も、二人はずっと注目の視線を浴びていた。

　ディオスたちが席に着くと、テネルはわざとらしく咳せきをして改まった。

「それでは、授業を始めますよ～。もうすぐテストですから～、この時間は歴史の復習からです～。ザッといきますので～、覚えていないところはチェックしてくださいね～」

　相変わらず緩ゆるい喋しやべり方で、でも真しん剣けんな顔で。

　テネルは一度教室中を見み渡わたしてから、ファルルが持っていた教本を一冊手に取って開いた。




　神・ガルフネーデが生み出した存在、神獣。

　この世界『セントエスピリ』ではない場所──現在は『神獣界』と呼ばれる場所で、ガルフネーデは神獣をたくさん作り、彼女らの暮らしを見守ってきた。

　やがて神獣たちは神獣界を飛び出し、セントエスピリへとやって来る。

　遥はるか昔、セントエスピリは乾かわいた風が吹ふきすさぶ、荒あれた大地であったという。

　人間はおろか、動植物でさえもほとんど繁はん栄えいすることなく、ただひっそりと存在していただけ。

　神獣たちの存在は、そんなセントエスピリに大きな変革をもたらすことになる。

　まず神獣たちは、自分たちの能力を分け与あたえた存在、『精せい霊れい』を作った。その精霊たちに、セントエスピリの自然を守る役目を与え、神獣たちが管理したのだ。

　みるみるうちに、セントエスピリは緑溢あふれる豊かな大地へと変へん貌ぼうした。それに合わせるかのように、次々と繁栄する動植物たち。

　さらに月日が流れた時、繁栄した人間は『精霊』の力を借りることを覚えた。

　それが、『魔ま法ほう使つかい』の誕生であった。

　人の欲よく望ぼうと探究心は、そこで留とどまることを知らない。

　人間たちは精霊たちを束ねる『神獣』という存在を知り、ついに彼女らをセントエスピリに召しよう喚かんすることに成功する。

『神サ獣マ使ナいー』の誕生は、『魔法使い』よりも後であるのだ。

　しかし当然、力は神獣の方が上である。

　その神獣の強力な力を、人間たちはさらに上う手まく利用した。

　神獣たちに、彼女らの能力を閉じ込めた『結晶』を作らせ、それを自分たちの生活に役立てるために加工したのだ。

　こうしてできた『結晶具』と呼ばれる道具は、瞬またたく間まに世界に広がり、今の人間たちの生活を支えている。




　──と、このような内容のことをテネルがゆるふわな喋りで語り終えたところで、授業の終わりを告げる鐘かねが鳴った。

「ではでは～、この時間はここまで～」

　ディオスは深い息を吐き出した。

　以前神獣たちが話していた内容もあったが、知らないことが多く、今の時間だけでもディオスには濃こい時間であった。テネルの独特の喋り方が、気にならないくらいには。

「自分の興味のあることを学ぶと、こんなにも充じゆう実じつした気持ちになれるんだな……」

　村では週に一度、父親の営む道場で文字の読み書きを学んでいたが、それは必要に駆かられてのことだった。これからメルアを捜さがすにあたって、必要になるからだと。

　あの時はただ必死だったので、楽しいと感じる余よ裕ゆうがなかったなと、今になってディオスは思う。

　そう考えると、この学院に通う生徒たちが少し羨うらやましくもあった。

「あ、そうだ～クラス委員長のサヴラーハさ～ん。お昼休みの間～ディオスさんたちに～学院内を案内してあげてくださ～い」

　しかし、サヴラーハという少女から返事はない。

　拒きよ否ひの意思を無言で示しているのだろうか。

　不安に思いながらディオスが周囲を見回したその時、灰色の髪かみの少女の肩かたに乗っていた神獣が動いていた。

　その神獣──丸い顔のトカゲは、テネルに向けて短い前足をぶんぶんと振ふっている。

「サヴラーハは『わかりました』と言っているわ、テネル先生」

「は～い。通訳ありがとうザバルガさん～。それじゃあ～よろしくお願いしま～す」

　テネルは相変わらずのふわふわぶりを発揮しながら、ファルルを引き連れて教室を後にした。

　次の瞬間、クラスメイトたちが一いつ斉せいに立ち上がる。そしてディオスとコーシカは、あっという間にクラスメイトたちに囲まれていた。

「────!?」

「本当に何度見ても、男の神サ獣マ使ナいーだ！」

「ねえ、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバから闘とう技ぎ場の皆を救った時の話を聞かせてよ」

「神獣を四体も連れてるとか、マジでハンパないし！」

「あ、あのっ、コーシカさんの伝説は知っています！　私、とても尊敬しています！」

「すごい、プロの神サ獣マ使ナいーの神獣って、やっぱりオーラが違ちがうね」

　誰に何を返答をすれば良いのやら。

　クラスメイトたちの質問攻ぜめに、ディオスも神獣も、そしてコーシカまでもがたじたじだ。

「あの、皆さん。また後ほどゆっくりとお話いたしますから……。ディオスさん、お昼ご飯の時間です。食堂に行きましょう」

「う、うん。あの、ごめん。また後で」

「え～」という不満の声を背に受けながら、コーシカとディオスは逃にげるように教室を後にする。

　ちなみにアガートは「お昼ご飯」の言葉を聞いた瞬間、うたた寝ねから目覚めていたのだった。




　コーシカに連れられて、食堂へとやって来たディオス。

　既に多くの生徒たちが、談だん笑しようしながら食事を始めている。

　その談笑はディオスの姿を見た途と端たん、ピタリと止やむ。

　ここでも当然の如く、ディオスは注目の的となっていた。生徒だけでなく、食堂のおばちゃんたちまでもが目を丸くしている。

　気まずそうに食事を受け取ったディオスは、コーシカと共に端はしの方のテーブルに着いた。

　終始落ち着かない雰ふん囲い気きの中、早々と食事を終える二人。

　コーシカはアガートにも存分に食事を与えた後、「さて……」とおもむろに立ち上がった。

「どうしたの？」

　食堂の出入り口をチラチラと見るコーシカに、レイナが尋たずねる。

「あの……。以前お世話になった先生方に、挨あい拶さつをしたいなぁと」

　少しソワソワとしながら答えるコーシカ。

　久々に母校に来ることができて、やはり嬉しいのだろう。

「俺のことは構わないから、行ってきなよ」

「でも、ディオスさんを一人残して行くのはやっぱり不安で──」

「あらあらコーシカさん。ご主人様一人ではありませんよ？」

「ルヴィたちがついてるし！」

　それが逆に不安でもあるのですが──と言いたげなコーシカだったが、その言葉は吞のみ込んだらしい。悩なやましげな顔をしながらも頷うなずいた。

「それでは、お言葉に甘えさせていただきます。私がいない間、くれぐれも問題を起こさないようにしてくださいよ？」

「善処します……」

　ディオスとしては、当然目立つ行動を起こすつもりはない。できれば教室の隅すみで静かに過ごしたいのだが、はたして周囲がそれを許してくれるかどうか──。

（難しいだろうなぁ……）

　心の中で呟つぶやいたところで、コーシカはアガートと共に食堂を出て行った。

「ご主人様、ここには長居せず私たちも参りましょう──と言いたいところですが……」

「……さっきから……凄く……睨にらまれている気がする……」

　マリンの言う通り、ディオスも彼女の視線には結構前から気付いていた。が、あえて気付かない振りをしていたのだ。

　しかし、神しん獣じゆうたちに指し摘てきされては無視を続けるわけにもいかない。

　ディオスは仕方なく、そちらへと振り返る。

　予想通り、肩にモグラ型の神獣を乗せたツインテールの少女──ペディエがディオスの方をジッと見つめていた。

　まだ彼女は食事を終わらせていない。野菜スープを一口飲んだ後、流れるような所作でパンをひと齧かじり。その間も、彼女の視線はディオスから逸それることはない。

　残りのパンを口に詰つめ込み、ごっくんと大きく喉のどを動かしたところで、ペディエはツカツカとディオスの前に移動してきた。

　口の横にパンのかけらが付いていたが、すかさずモグラ型の神獣が爪つま先さきでサッと払はらい落とす。メイドの如ごとき良い動きだった。

　それにしても彼女の食事の様子を見つめていないで、さっさと逃げた方が良かったかもしれない。

　とディオスは少し後こう悔かいするが、当然ながら時既すでに遅おそし。

「先ほどの授業、えらく感心しながら聞いていたようだけど。あなた、本当に何も知らないのね」

　開口一番、ペディエは嫌いや味みたらしい言葉をディオスに投げた。

　まだ幼いのでディオスを見上げながらの台詞せりふではあったが、完全に上からだ。

「え？　まぁ……うん」

「むっ。ディオっちは知らないことを知るためにここに来たんだから、そんな言い方はないじゃん？」

　ルヴィが言っても、ペディエは小さく鼻を鳴らすだけだった。

「男なのに神サ獣マ使ナいーになってしまったことには少し同情するわ。ほんの少しね。でも、わざわざこの学院に入ってくることはないじゃない？」

　ディオスは返答に困り、ただ頭の後ろを搔かくことしかできない。

　うら若き乙女おとめしかいない場所に入ってしまったことに対しては、ディオスも罪悪感を抱いだいている。
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　だからといって、ここまで動いてくれたコーシカの厚意を無む碍げにするわけにもいかない。

　ギスギスした雰囲気が漂ただよい始めるが、エメロードだけはいつも通りニコニコとペディエを見つめていた。

「それにしても、あなたはこの学院の中でもかなりお若い方ですね。お姉さんたちに混じって頑がん張ばる小さなお嬢じようさん……なかなか微笑ほほえましい光景ですよね。私、興奮します」

「なっ──!?　小さいって言わないでよ!?　わ、私だって能力だけなら大人にだって負けないんだから！」

　ペディエは犬歯をむき出しにしながら大きな声を上げるが、エメロードは全く表情を崩くずさない。

　見かねたのか、それまで静観を保っていたモグラ型の神獣が初めて口を開く。

「お言葉ですが先せん輩ぱい。ペディエの家のハウルダード一族は、これまでに多くの神サ獣マ使ナいーを生み出してきた名家ですのよ。彼女もまだ幼いですが、『星』のクラスの中でも成績は上位ですわ」

「あらあら、先輩だなんて」

「私わたくしにしてみれば、紛まぎれもなく先輩ですわ。……そういえば、ご挨拶が遅おくれましたわね。私は土の神獣のエンスタと申します。今はペディエの神獣として一いつ緒しよに過ごしておりますわ」

「今は？」

　ディオスが聞き返すと、エンスタは先ほどのペディエのように鼻を小さく鳴らした。

　主人と性格がよく似ているなと、ディオスはぼんやりと思った。

「学院の神獣たちは、生徒たちが卒業するまでの間だけお手伝いするという、『学院と契けい約やく』している特とく殊しゆな神獣なのですわ」

　エンスタの説明に、ディオスと神獣たちは感心の声を洩もらした。

「初めて知った……。そんな契約の……神獣がいたなんて……」

「まぁ、神獣界もなかなかに広いですからねえ」

「そうなんだ……。じゃあこの学院の神獣として召しよう喚かんされていたら、私ももっと違ったのかな……」

「んでも、レイにゃんはディオっちに共鳴術テグヴエルトをしてもらったからこそ、強くなれたんだと思うよ？」

「……うん、そうだね」

　レイナはルヴィにはにかんでみせた。

　エンスタは皆みんなに一通り視線を這はわせてから続ける。

「とにかく、学院外で召喚されたあなたたちは、私にとって先輩です。神獣の立場を覆くつがえそうということは、さすがに私も考えてはいません。でも、子供だからとペディエを馬ば鹿かにするようなことだけは許しませんわ。彼女は、私が今までに見てきたどの学生たちよりも優ゆう秀しゆうですもの」

　自信たっぷりに告げるエンスタ。ペディエも冷静さを取り戻もどしたのか、顎あごを少し上げて得意げにしている。

「そういうこと。私はハウルダード家の者として、立派な神サ獣マ使ナいーになることが義務なの。だからこそ──」

　ペディエはそこで、ディオスをきつく睨んだ。

「私は、男の神サ獣マ使ナいーなんて認めないんだから。乙女の領域に土足で入り込んでくるなんて、許せない」

　吐はき捨てるように言ってから、ペディエは食堂を後にする。

　彼女の後ろ姿が完全に見えなくなってから、それまで固まっていた神獣たちは一いつ斉せいに動いた。

「何あれー。子供とはいえヤな感じぃ」

「お兄ちゃん……随ずい分ぶんと……嫌きらわれてるね……」

「まぁ仕方がないよ。俺の存在が異質なのは本当のことだし……。レイナだって最初は似たような反応だったもんな」

「わ、私はあそこまで露ろ骨こつな嫌味は言っていないわよ!?」

「男性が苦手だっただけですものね。そういえば、もう平気になったのですか？」

「にゃっ!?　べ、別に平気ってわけでは……。その、ディオスだけは少し慣れたけど……」

「うふふ。つまりご主人様は特別というわけですね？」

「そ、そんなの！　神獣にとって神サ獣マ使ナいーは特別なのは当たり前でしょ！　みんなだってそうでしょ!?」

「レイにゃん、顔真っ赤でマジカワ」

「でも……レイナの言う通り……お兄ちゃんは……特別……」

　ワイワイする神獣たちを目を細めながらディオスは見つめていたが、突とつ然ぜん視界の端に別の少女が映り込んだ。

　そちらを見ると、丸いトカゲ型の神獣を肩かたに乗せた、灰色の髪かみの少女がおどおどしながら立っていた。

　確か、テネルがサヴラーハと呼んでいた少女だ。

　ディオスが見ていることに気付いたサヴラーハは、「ひゃ……!?」と小さな声をあげてから肩を竦すくめる。その肩に乗っていたトカゲ型の神獣が「ほら、しっかりしなさい」とサヴラーハに声をかけた。

　サヴラーハは生まれたての子こ鹿じかのようにプルプルしながら、少しずつディオスに近付いてくる。

　先ほど嫌味な言葉をかけられたペディエよりも、サヴラーハの方が明らかに年ねん齢れいは上だ。だがこの萎い縮しゆく具合を見るに、彼女の方が年下に見えてしまう。

「食事は終わったかしら？　さっきテネル先生が言っていた通り、これからクラス委員長として学院内を案内したいのだけれど」

　先ほどと同じく、少女ではなく肩に乗った神獣が喋しやべる。

「あ、はい。よろしくお願いします。ええと……」

「こっちの無口な子はサヴラーハ。ちなみに私はザバルガ。風の神獣よ」

「ディオスです。よろしく、サヴラーハにザバルガ」

「ところで……どうして……サヴラーハは……喋らないの……？」

　つぶらな瞳ひとみでマリンが見つめると、おどおどしていたサヴラーハが少しだけ笑顔になる。

　そして非常に小さな声でマリンに向けて「かわいい……」と呟いた。

「サヴラーハは神獣はとても好きなんだけど、人間はちょっと苦手でね……。だから私が彼女の代わりに会話をしてあげてるってわけ」

　ザバルガの説明に、サヴラーハは頰ほおを真っ赤にしながら肩を竦める。

　ちょっとどころか、かなり人間が苦手そうだが──。

　ペディエの傲ごう慢まんさを、少しだけ彼女に分けてあげたいとディオスは思うのだった。

「でも、根は良い子なのよ。みんながやりたがらなかった、クラス委員長を引き受けてあげるくらいにはね。まぁ私からしてみれば『どうして引き受けた？』って感じなんだけど。そういうわけだから、反応が薄うすくてもあまり悪く思わないでね？」

「だいじょーぶ。ディオっちと初めて会った時のレイにゃんの方が、ずっと冷たい態度だったし？」

「だ、だからそれは仕方がなかったというか!?　んもう！　この話は蒸し返さないでよ！」

　慌あわてるレイナに、みんなはクスクスと笑う。

「よし。では早さつ速そく行くから付いてきてね。昼休みもそんなに長くないから」

　こうしてディオスたちは、サヴラーハとザバルガに付いて行くこととなったのだった。




　サヴラーハの──というよりはザバルガの案内の元、ディオスたちは学院内を歩いて回っていた。

　歩いている内に把は握あくしたが、この学院は芝しば生ふの校庭を囲むように、四棟とうの校舎が建てられている、ということだ。上から見ると、おそらく校庭は正方形になっているだろう。

　その内の一棟は丸々寮りようとして利用されているので、実質の学び舎やは三棟である。

　ザバルガが言うには、各校舎に入っているクラスは、元になったカードの意味によって分けられているらしい。

　そういえばコーシカは、古くから伝わるカード占うらないに出てくる名めい称しようをクラス名として使用していると言っていた。数が多そうなので、ディオスは端はなから覚えることは放ほう棄きしていたが。

　各教室を除けば、職員室や実験室、図書室や談話室などが特殊なだけで、施し設せつ自体はあまり多くなかった。広さはかなりあるが、何回か歩けばすぐに覚えられるだろう。

　滞とどこおりなく案内は続いていたが、とある廊ろう下かの一角を歩いていた時、ディオスの動きが突然止まる。

　彼らの前方から、ペディエがツカツカとこちらに向かってきていたからだ。

　さっきのさっきなので、ついディオスや神しん獣じゆうたちは身構えてしまったのだが──。

　彼女はディオスたちの方を見向きもせず、隣となりのサヴラーハの前に立った。

「ねえサヴラーハ。いくら先生に言われたからといって、無理してそいつを案内することはないのよ？」

「……ペディエちゃん……」

　サヴラーハは眉まゆを下げる。そよ風に流されてしまいそうな声量ではあったが、初めて彼女の声がハッキリと聞こえた。

「あなたは特に危なっかしいんだから。身の危険を感じたら、すぐそいつの顔面に風の塊かたまりをぶつけなさい」

　本人を前にズケズケと言い放つペディエに、神獣たちの雰ふん囲い気きが刺とげ々とげしくなる。だが、ここで何か反応を返しても彼女には届かないとわかっているのか、ただ黙だまっているのだった。

「ふふっ。私がついているから大だい丈じよう夫ぶよ」

　ザバルガが答えると、ペディエは「お願いね」と言ってからまたツカツカと去っていく。

　呆ほうけるディオスたちに、ザバルガは小さく苦く笑しようしてみせた。

「ごめんなさい。ペディエはサヴラーハの唯ゆい一いつの友達でもあるの。あなたにサヴラーハを取られちゃって、ちょっと嫉しつ妬としているのかもね」

「そうだったのか。それは悪いことをしたな……」

「気にしないで。あの子もそのうち慣れてくれると思うわ」

「そうだったらいいけどな……。そういえば、サヴラーハは俺のことは平気なのか？」

　サヴラーハはピクッと肩を震ふるわせ、深く俯うつむく。

「まぁ、この子は男とか女とか以前に人間自体が苦手だから……」

　ザバルガの返答にディオスは苦笑いを洩らす。

　せめて軽い挨あい拶さつくらいは交かわせるようになれたら──と思うのであった。




　校庭に接した校舎の一階を歩いていた時、不意にザバルガが声のトーンを落とした。

「そうそう、大事なことなんだけど。この東の棟の端はしの教室だけには、絶対に近付いてはいけないわ。ほら、あそこ」

　ザバルガは短い足で前方を指さす。

「何かあるの？」

　レイナが聞くと、ザバルガは気難しい顔をしながら続ける。

「それがね……。昔、あの教室で生徒が行方ゆくえ不明になったことがあるらしいの」

「ええっ、何だそれ？　危険なものでもあるの？」

　ディオスが聞くが、ザバルガは首を横に振ふる。

「それが、わからないの。確かなのは、昔あそこの教室は『林りん檎ご』のクラスとして使われていたってことだけね。当然、今は使われていないわ」

「おぉ……。もしかして怪かい談だん的なヤツ？」

「ええ。『開かずの教室』って呼ばれている、この学院の七不思議の一つよ。誤って近付いたら先生方にも注意されちゃうくらいだから、くれぐれも気をつけてね」

「わかった……」

　ディオスは頷うなずきながら、改めて廊下の先に視線を送る。

　よく見ると、その教室の前だけにロープが張られている。何となく、ディオスは不ふ穏おんな空気を感じたのだった。

「さて、もう大体案内は終わったかな。そういえばあなた、寮はどうするの？」

「寮って？」

「えっ、聞いてないの？　ここの学院って全ぜん寮りよう制せいなんだけど。基本的には共同部屋だから、あなたの部屋はどうするのかなって……」

「それについてはまだ何も聞いていなかったな……」

「でも、コーシカが何とか話を付けてくれるんじゃない？」

　確かに今までの彼女の世話っぷりを見ると、その可能性は極きわめて高いだろう。

「まぁどうにもならなそうだったら、校庭の隅すみの方で寝ねるよ。毛布さえ貸してもらえたら何とかなるだろうし」

「ご主人様って、割とそういうところは大ざっぱですよね……」

「田舎いなか育ちだからね。開き直ってるだけだよ」

　ディオスは苦笑する。

「そういえば話は変わるんだけどさー、ここのみんな、同じ服を着ているじゃん？　あれ、チョー可愛かわいいよねー」

「制服のことですか？　確かに、私も可愛いと思うわ」

　ルヴィとザバルガはサヴラーハの全身を見つめる。サヴラーハは照れてしまったのか、深く俯いてしまった。

「うふふ。とても可愛らしいと思います。私も着てみたいですねえ」

「だよねエメ姉ねえ！　ルヴィも着てみたい！　ねぇザバルガ、何とかならない？」

　突然のお願いに、元々丸いザバルガの目がさらに丸くなる。

「そうねえ……。女子生徒用の制服ならたくさんあるだろうし……。あなたたちの主人は男性だから制服は無理だろうけど、神獣が制服を着ていれば、多少はクラスの中で浮うかなくなるかもしれないわね」

「おおっ!?」

「……一理……ある……」

「そうか？　さらに目立つような気もするんだけど……」

　ディオスは冷静にツッコむが、既すでにその気になってしまった神獣たちには効果がない。

「テネル先生に言えば用意してくれそうだし、ちょっと聞いてみるわね」

　サヴラーハとザバルガは、そう言うと踵きびすを返して行ってしまった。

　後に残されたディオスと神獣たちも、教室に戻もどるべく移動を始める。そろそろ昼休みも終わるはずだ。

「えへへ、制服チョー楽しみ。許可が下りたらいいなぁ」

「その場合、あの、私も着るの？」

「うふふ。当然ですよレイナさん。制服のスカートの裾すそから覗のぞく尻尾しつぽ……見えそうで見えない乙女おとめの秘境……考えるだけでたまりませんね……」

「……エメロード……よだれ……」

　神獣たちのやり取りを、苦笑混じりに聞きながら歩いていた、その時。

「私のクラスまで噂うわさは聞こえてきたけれど──。まさか、こんな所で会えるなんてね」

　不意に背後から聞こえてきた少女の声に、ディオスは反射的に振り返る。

　──この声、どこかで聞いたことがあるような。

　刹せつ那なの間に、そのようなことを考え。

　そしてディオスは少女の姿を見て、ただ絶句する。

　そこには、金色の毛並みの狼おおかみを脇わきに連れた、少女──。

　制服姿で微笑ほほえむ、メルアの姿があった。
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二章　女子寮りようでイケないことは禁止ですよ？









　これは夢か、幻まぼろしか、それとも何かの罠わななのか。

　ディオスは瞬まばたきするのも忘れ、眼前で微笑み続ける少女の顔を見つめる。

　やはり人ひと違ちがいではない。つい先日、バハル・シエロの闘とう技ぎ場で見た時と同じ人物であった。

　しかし不思議なことに、今のメルアから敵意は感じられない。それでもディオスは、知らず知らず一歩下がっていた。

「もう、そんなに警けい戒かいしないでよ兄さん」

　見た目だけがそっくりな別人か──という疑念は、その呼びかけにより霧む散さんした。

「……どうしてここにいる」

「そんなの、制服を見ればわかるでしょ？　私がここの生徒だからよ」

　当然のようにメルアは答えるが、ディオスにしてみれば到とう底てい納なつ得とくできるものではない。

「もしかして『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』から抜ぬけてきたのか？」

「いいえ。今もあの組織の一員よ。でも安心して。今ここでどうこうするつもりはないから。私だって、神サ獣マ使ナいー見習いの女の子たちと一いつ緒しよに、普ふ通つうに青春を送りたいんだってば」

　そのように言われても信用することなどできない。

　何か目的があるからこそ、彼女はここにいるのだろう。

　ディオスはメルアに疑いの眼まな差ざしを送り続ける。

「……どうやったのかは知らないが、お前はこの間、魔ま物ものを召しよう喚かんしたはずだ。あれは神サ獣マ使ナいーの能力じゃない。ここは、神サ獣マ使ナいーの素質がある者しか入れないはずだ」

「『お前』って、そんなふうに呼ばれるのは悲しいよ。昔みたいに、また名前で呼んで、兄さん」

「話を逸そらさないでくれ」

　真まっ直すぐに見つめるディオスに、メルアは降参といった様子で片手を上げてから嘆たん息そくした。

「仕方ないわね、兄さんには特別に教えてあげる。あれは、私が組織に入ってから生み出したオリジナルの力。でも、ここにはインチキをして入ったわけではない。ちゃんと神サ獣マ使ナいーでもあるわよ。兄さんみたいに、ね？」

　含ふくみのある笑みを作るメルア。ディオスの目元がピクリと動く。

「生み出した」とメルアはサラリと言ってのけたが、そのようなこと、簡単にできるはずがない。

　ディオスは、ウェスベルと対たい峙じした時のことを思い出す。

　彼は「組織で魔力量を底上げしている」と言っていた。事実、ウェスベルは凄すさまじい数の魔法を連発していた。つまり、メルアの力もそういうことだろう。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに対する謎なぞと不信感がさらに増したところで、メルアは隣となりに佇たたずむ金色の狼を見た。

「私が神サ獣マ使ナいーである証しよう拠こにほら、ちゃんと神しん獣じゆうだって連れているでしょ？　彼女は月の神獣、レアンロアよ」

　メルアに紹しよう介かいされた金色の狼は、しかし静かに瞬きをするだけであった。言葉を発することなく、彫ちよう像ぞうのようにメルアの側そばに佇んでいるばかりだ。

「ごめんなさい。ちょっと彼女、無骨というか……。まぁ要するに無口なの」

　苦笑しながらメルアは肩かたを竦すくめる。

「……デカいよね」

　ルヴィがポツリと呟つぶやく。

　確かにレアンロアは、今まで見てきたどの神獣よりも大きい。普通の狼ほどの大きさはある。

　この学院にいる神獣たちは学院が契けい約やくした特とく殊しゆな神獣らしいが、彼女もそうなのだろうか。

　レアンロアから漂ただようのは強者の風格。月の神獣の頂点に君臨する存在だと言われたら、誰だれもが納得するほどのものだ。

　レアンロアに視線を注ぎ続けるディオスたちを、メルアは一いち瞥べつした後──。

　笑顔のまま、風の如ごとき速さでディオスに急接近。

　そしてすかさず、ディオスを真正面から抱だきしめた。

「なっ──!?」

　ディオスも神獣たちも、メルアの突とつ然ぜんの奇き行こうにただ口を開くことしかできない。

　このまま体を持ち上げて投げるつもりなのか。それとも力任せに締しめてくるのか。

　様々な憶おく測そくが一いつ瞬しゆんでディオスの頭を駆かけ巡めぐる。衝しよう撃げきに備え、強こわ張ばる体。

　神獣たちは一いつ斉せいにディオスの体から飛び下り、人間形態へと変身。

　そして緊きん張ちようした面おも持もちでメルアを取り囲む。

　だが、メルアが動く気配はない。

　メルアはディオスの胸に顔を埋うずめたまま、回していた腕うでにさらに力を込こめた。

「私、本当に嬉うれしい。こうしてまた、兄さんと会えたことが」

　ディオスは戸と惑まどう。

　愛らしい声から伝わってきたのは、言葉通りの感情だったからだ。

「あ……もしかして兄さん、私に会いにこの学院まで来てくれたの？」

　ディオスを見上げる顔は、どこまでも無む邪じや気きだった。双ふた子ごなので当然メルアはディオスと同じ年ねん齢れいだが、少し下だと思えてしまうほどには。

　闘技場で相対した時の態度と、今の彼女の態度が、ディオスの中でどうしても結びつかない。混乱は増す一方だった。

「……この間と同じ人物だとは思えない」

　思わず本音が洩もれる。そして彼女を取り囲む神獣たちもまた、同意見であった。

「あぁ……まぁそう思うよね……。せっかくここで会ったわけだし、ちゃんと話しとく。あの時の私は演技。ウェスベルは役者だったけど、私も似たようなものなのよ。組織の中も色々とあってね。ああいう強そうな態度をとっていないと、すぐに舐なめられちゃうってわけ。なかなか大変なのよ？　そういうわけで、今の方が素すの私。それは兄さんの方がよくわかっているんじゃない？」

　確かにディオスの記き憶おくの中にいるメルアは、少し勝気で自由奔ほん放ぽうな性格だった。

　今の、彼女のように。

「……いつまで、ディオスにくっついているの」

　静かに、それでいて確かな怒いかりを含んだ声は、レイナが発したものだった。

　彼女は他ほかの誰よりも、メルアを鋭するどく睨にらんでいた。

　一度攫さらわれたレイナにしてみれば、当然の反応だろう。

「あら光の神獣。兄妹きようだいの感動的な再会中なんだから、そんなに怒おこらないでよ。あれから調子はどう？」

「絶好調よ。おかげさまでね」

「別に挑ちよう発はつしているわけじゃないんだけど。でもまぁ、謝る気もないけどね」

　メルアの視界から遮さえぎるように、ルヴィとマリン、エメロードがレイナの前に立つ。

　全員が少し腰こしを落とし、いつでも戦える体勢になっていた。

「あーもう。だからここで、あなたたちとやり合う気はないんだってば」

「じゃあ教えてよ。どうしてあんたたちの組織は、レイにゃんを攫ったの？」

「それは、頭領の命令だったから」

「……それだけじゃ……納得……できない……」

　マリンの眠ねむそうな目が、さらに細くなる。

「ん～、じゃあ特別大サービス。神獣の力があのような武器の形になって表れたのは、今までに一度もないことだったの。というか、それは神獣であるあなたたちの方がよくわかっているでしょ？　だから彼女の体を調べたうえで、組織の力にしようと思ったみたいね、頭領は」

「調べるって……。まさかレイナさんに、あんなことやそんなことやこんなことまでするつもりだったと？」

「いや、どうやって調べるつもりだったのかまでは知らないけど……。まぁ、能力が存分に発揮できる、人間形態での調査が主だったでしょうね」

　メルアの返答に、エメロードは全身をワナワナと震ふるわせる。

「レイナさんが悪の組織に捕とらわれて、イケナイ取り調べを受ける姿を想像すると少し──いえ、かなり興奮いたしますが……。やはり許せません。それは私の役割ですッ！」

「何に対してキレているのよ!?」

　この場面でもマイペースぶりを発揮するエメロードに、場の緊張感が一気に弛し緩かんした。

　メルアでさえも目を白黒させている。

「……兄さんの神獣って、個性的で面白いね」

「…………」

　この場合、何と答えるのが正解なのだろう。

　様変わりする状じよう況きようと雰ふん囲い気きに、ディオスの思考は完全に置いて行かれている。ただ、ちょっと恥はずかしいということだけはわかる。

「ところでメルア。光の神獣の言う通り、いい加減その男から離はなれたらどうだ。そろそろ昼休みも終わる頃ころだ」

　緩ゆるみかけた空気を割る淡たん々たんとした声は、それまで沈ちん黙もくを保っていたレアンロアだった。

　いきなり喋しやべったレアンロアに、ディオスも神獣たちもただ驚おどろく。

　だが彼女は、それ以上口を開く気配はない。

『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の話題に全く反応を示さないことから察するに、どうやらレアンロアは、メルアが組織の一員ということを承知したうえで行動を共にしているらしい。

　メルアはレアンロアに「はいはい」とだるそうに返事をしてから、さらにディオスへと顔を近付けた。

　互たがいの唇くちびるが触ふれそうになるほどの距きよ離り──。

　だが、しっかりと背中に腕が回されているので、ディオスは動くことができない。

「うええっ!?　ディオっちに何を!?」

「……お兄ちゃんっ……！」

「あらあらまあまあ！　実の兄妹ですのに」

「や、やめっ──!?」

　神獣たちが悲鳴を上げた、その時。

　メルアは動きを止め、ディオスの目を真っ直ぐに射い貫ぬく。

「さっきも言ったけれど、私は普通に学院の生徒として過ごしている。だから私が『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員ということは、誰にも言わないでね？　もし、仮に誰か一人でもその事を話したら──」

　メルアは妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

　先ほどの無邪気な笑顔とは違ちがう、冷れい酷こくさを含みながら。

「学院の生徒の誰かが、いなくなっちゃうかもね？」

「────っ!?」

　目を見開くディオス。

　この脅おどしは、冗じよう談だんでもハッタリでもない。ディオスは瞬時に察した。

　メルアは青春を謳おう歌かするためだけにここにいる──と言ったが、その言葉が真実である可能性はおそらく低い。

　つまり、学院の生徒たちが人質に取られてしまったということだ。何を企たくらんでいるのかは知らないが、ディオス一人で対処することを決定づけられてしまった。

　奥歯をギリ、と鳴らすディオスの顔を至近距離で堪たん能のうしてから、メルアはようやく彼から離れた。

「それじゃあ、またね兄さん」

　メルアはまた無邪気な笑顔を作り、手を振ふりながらレアンロアを引き連れて去って行く。

　ディオスと神獣たちは、しばらくの間その場に立ち尽つくしていたのだった。




　もやもやとしたものを内に抱かかえながら、教室まで戻もどったディオスたち。授業を受けるため神獣たちは元の姿に戻り、再びディオスの上に乗っていた。

　既すでにコーシカも戻っていたらしく、後こう輩はいたちから何やら質問攻ぜめに合っている。

「あっ、ディオスさんも戻ってきた」

　すぐにディオスも数人のクラスメイトに囲まれた。ぎこちない笑顔で応対するディオス。やはりどうにもこういうのは慣れない。

　ふと視界の端はしに、ちょうどペディエが映り込んだ。

　ペディエはクラスメイトの数人と談だん笑しようしながら、時おり笑顔を覗のぞかせている。先ほどディオスに見せた鋭い眼光は微み塵じんもない。

　──あんな顔もできるんだな。

　年相応の少女の顔に、幾いく分ぶんか安あん堵どしたその時。

　ザバルガを肩かたに乗せたサヴラーハが、教室に戻ってきた。

　ディオスと一瞬目が合うが、すぐに彼女は下を向く。ザバルガが「ほら、しっかりしなさい」と彼女の頭をペチペチと叩たたくと、サヴラーハは一歩だけディオスの方に足を踏ふみ出した。

　だが、それ以上動く気配がない。どうやらディオスの許もとに向かいたいようだが、クラスメイトたちが囲んでいるので躊ちゆう躇ちよしているらしい。

　ディオスは「ちょっとごめん」と言い置き、オドオドしているサヴラーハの所まで移動する。集団から抜け出す口実ができたので、内心彼女に感謝していた。

「さっきは案内してくれてありがとう」

　ディオスが話しかけると、サヴラーハはビクリと肩を震わせてからふるふると頭を振った。ザバルガはそんな彼女を見て小さく微笑んでから、サヴラーハの代わりに口を開く。

「いえいえ。それよりどうしたのよディオス。さっきより顔色が良くないみたいだけど、もしかして調子が悪いの？　お腹なかが痛くなったとか？」

　どうやら、メルアとの件がまだ尾おを引いているらしい。目ざとく指し摘てきするザバルガに少し焦あせりつつ、ディオスは首を横に振る。

　この件に関しては、彼女たちに気取られてはいけない。

「いや……何でもない。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「本当に？　まぁ我が慢まんできなくなったら、すぐにサヴラーハに言ってね。保健室に連れて行ってあげるから」

　サヴラーハはモジモジしながらもコクンと頷うなずき、ザバルガの言葉を肯こう定ていした。

「うん……。ありがとう二人とも」

「ところで、さっきの制服の件だけれど。テネル先生から許可が出たわよ」

「え、本当!?　やったぁ！」

　ディオスの頭の上でルヴィが跳とび跳はねた。エメロードとマリンも目を輝かがやかせている。レイナだけは困こん惑わくしていたが、絶対に嫌いやという雰囲気ではなさそうだ。

「明日の朝に部屋まで持っていくわ」

「わかった。ありがとうザバルん！」

「ザバルん？」

「あ、ごめん。ルヴィは勝手にあだ名をつけるんだよ……」

「別にイイじゃーん、カワイイんだしぃ？　んーと、じゃあサヴラーハはサヴららね」

　サヴラーハは不思議そうに首を傾かしげながらも、頰ほおは少し紅潮していた。

　だがあだ名をつけられて嬉しいというよりは、ディオスの頭の上でパタパタと跳び跳ねるルヴィそのものに惹ひかれているらしい。非常に小さな声ではあるが「かわいい……」と彼女の口から聞こえてきた。

　人間は極きよく端たんに苦手なのに、神しん獣じゆうは本当に好きなのだなと、ディオスは思わず微笑んでしまう。

　そのタイミングで、教室の扉とびらが開いた。

「はいは～い。皆みなさん～お昼休みは終わりで～す。授業の時間ですよ～」

　テネルが教室に入ってくると、皆みんなは一いつ斉せいに自分の席に戻っていく。少し遅おくれてからディオスも席に着いた。

　テネルの後ろには、教材を抱えたファルルもいた。昼休みの間は見かけなかったが、おそらくテネルと一いつ緒しよに昼食を取ったのだろう。

「それでは～午後の授業は～共鳴術テグヴエルトをやってもらいま～す」

（うえッ!?）

　ディオスは心の中で悲鳴を上げた。

　共鳴術テグヴエルト──。

　普ふ通つうの神サ獣マ使ナいーとディオスのそれとは、効果が出る方法が違う。

　とてもではないが、無む垢くな少女たちにあれは見せられない。

「神サ獣マ使ナいーにとって～神獣との絆きずなを深めることは～とても大切で～す。学院の神獣と仲良くなれない人は～、卒業してもとても苦労する羽目になりますよ～。神サ獣マ使ナいーには～調和の心も必要ということを～、よ～く覚えておいてくださいね～」

『はい！』

　キビキビとしたクラスメイトたちの声が重なる。

　そんな中、ディオスは小声で神獣たちに話しかけていた。

「お前たち。頼たのむからここはみんなと同じように『普通の共鳴術テグヴエルト』が効いた振りをしてくれないか？」

「……つまり……神獣形態のままってこと……？」

「そうだ。さすがにあれを授業中にやると、即そく退学になるかもしれないし……」

　横目でチラリとコーシカを見ると、彼女は露ろ骨こつに目を細めていた。言葉はないが「破は廉れん恥ちな行動ダメ、絶対」と言っているのが嫌でもよくわかる。

　コーシカの顔を見て神獣たちも完全に察したのか、ディオスの言葉に頷いてみせた。

「りょ。とりま演技すればいいってことだね」

「が、頑がん張ばってみる」

　レイナが緊きん張ちようした面おも持もちで返事をしたその時、テネルが「それでは～、各自始めてくださ～い」と開始の号令をかけた。

　クラスメイトたちの肩や頭の上に乗っていた神獣たちが、それぞれ机の上に移動する。そして自分の主あるじと向かい合った。

　クラスメイトたちは慣れた様子で、神獣たちに手を伸のばし、その体を撫なで始めた。

　全員が穏おだやかな笑みを浮うかべ、それぞれの神獣の体を撫でる様子は、さながら集団でセラピーをしているかのよう。

　能力が高まるごとに神獣たちの体が淡あわく光るので、教室の中はより一層ほわわんとした幸福感に包まれ始めた。

　ディオスの神獣たちもズラリと机の上に並び、彼と向かい合っていた。ただ、ディオスとは普通の共鳴術テグヴエルトをやったことがないせいか、いつもより少し不安そうだ。

　ひとまずディオスは、フォルム的にもやりやすいレイナの頭を撫で始める。頭だけでなく、耳の付け根や顔の横、首の下なども忘れない。

「どうだレイナ？」

　ディオスの手付きは、完全に猫ねこを慈いつくしむ時のそれだった。

　レイナは目を細め、ただされるがまま。いつもの共鳴術テグヴエルトとはまったく違う感覚が、レイナの全身を走り抜けていた。

（いや、だから私は猫じゃないし!?　でもちょっとこれ、気持ち良いかも……。猫の気持ちがわかるというか──って、いやいやいや!?　じ、自分で認めてどうするのよ！　ううぅぅ……くっ──悔くやしいッ）

　レイナが心の中で葛かつ藤とうしているとは露つゆ知しらず、ディオスの手はレイナの胸に移動。

　モフモフの胸むな毛げをさぁ堪能しよう──と思った、その時だった。

「な、何すんのよエッチ!?」

「────!?」

　レイナが悲鳴を上げ、猫パンチならぬ虎とらパンチを一発キメてから、後ろへ大きく飛び退のいた。

　その声に驚おどろいたのは、ディオスだけではなかった。

　クラス中の生徒が目を丸くして、レイナを注視している。レイナはハッとすると、「な、何でもないです」とぽしょっと呟つぶやいてから、すごすごとディオスの前に戻った。

　クラスメイトたちは少しざわつきながらも、またそれぞれの共鳴術テグヴエルトを続行する。

「い、いきなり胸を触さわんないでよ！　ビックリしたじゃない！」

　小声で牙きばを剝むき出すレイナに、ディオスは眉まゆを下げた。

「いや、胸って……。そもそも猫の胸って、お腹側にあるんじゃないの？」

「何回言わせるのよ!?　私は猫じゃないってば！」

「いや、構造的には同じじゃん。というか、触った時に人間形態の時と同じような感覚だということを、俺は初めて知ったぞ……。これから神獣形態の時も触りにくくなるんだけど……」

「うぐっ!?　確かに人間形態の時とは触ふれられた時の感かん触しよくは全然違ちがうけど……。き、気持ち！　気持ちの問題よ！」

　小声でやり取りする二人。様子のおかしい二人に、周囲のクラスメイトたちがチラチラと視線を送っている。

　コーシカが「んっ、んんっ」とわざとらしく咳せきをしたところで、ようやくディオスとレイナは周囲の目が自分たちに向いていることに気付き、口を閉じた。

　ちなみにコーシカも他ほかの皆と同じように、今はアガートの体をモフモフとしているだけだ。いつものように食べ物を与あたえる気配はない。クラスメイトたちに気を遣つかっているのだろう。

　とはいえ、コーシカはアガートを見つめながら満面の笑えみを浮かべていた。アガートの艶つやの良い毛並みは確かに気持ち良さそう──とディオスも以前から思っていたので、彼女の表情はさもありなんである。

　当のアガートはいつも通り、のほほんとした顔で座り続けている。他の神獣たちのように、コーシカに触られても能力が高まっている様子は見られない。やはり彼女たちの共鳴術テグヴエルトも、かなり特とく殊しゆということだろう。

「ええと……じゃあ次はルヴィとマリン、頼む」

　気を取り直し、ディオスは二体の神獣に同時に手を伸ばす。

　ルヴィの頭は小さいので指先で、マリンの頭はつるんとしているので玉を持つように優やさしく、それぞれ静かに撫で始める。

「あっ、ディオっち。もうちょい指を首元に──うん、そこ。そこチョーいい……。肩こりに効くって感じぃ？」

　ルヴィの体のどこが肩なのだろう──と疑問を抱いだきつつも、とりあえず本人が満足そうにしているのでディオスはそのまま続ける。

　対照的に、マリンの反応が一いつ切さいない。つぶらな瞳ひとみはディオスを見つめ続けているが、表情が全く読めないので少し不安になる。

「マリン……？」

　呼びかけてみると、突とつ然ぜんマリンの触しよく手しゆの先せん端たんがぼんやりと青く光りだした。

　透とう明めい度の高い青い光は、疑ぎ似じ餌えで獲え物ものをおびき寄せる魚の一種を彷ほう彿ふつとさせた。

　マリンの触手に光る機能が付いていたことに、ディオスは驚きを隠かくせない。

「マリン、それは……」

「……光った方が……能力が高くなっていることを……演出できるかなと思って……。細部にまで拘こだわる……それがプロ……」

「いや、何の職人だよ……」

　クラスメイトたちを欺あざむくための努力を惜おしまないマリンに、感心するやら呆あきれるやら。

　ともかく、共鳴術テグヴエルトをちゃんとしています、というアピールはこれで何とかできているだろう。

「ご主人様。そろそろ私もお願いいたします」

　待ち続けていたエメロードが、ソワソワとしながら催さい促そくしてきた。

　──大丈夫だろうか。

　これまでの彼女の過激な行動が脳のう裏りを過よぎり、急激に不安に襲おそわれる。だがエメロードだけ触れないというのも不自然だ。

　まあ、さすがにエメロードもこの状じよう況きようでは自重してくれるだろう。

　根こん拠きよのない希望を抱きながら、ディオスはルヴィとマリンから手を離はなす。そしておそるおそるエメロードの細い体に手を伸ばし、ひんやりとした鱗うろこを指でなぞっていく。

　エメロードは目を閉じたまま動かない。ディオスの指の感触を、しっかりと堪たん能のうしている様子だ。

　これなら大だい丈じよう夫ぶか、と安あん堵どしたその時だった。

「あぁんっ!?　ご主人様の指の動きが……私の体の奥底にまで届いて……はぁんっ！　熱い、熱いです！」

　突然エメロードは艶やかな声を上げ、身じろぎを始めたのだ。

「案の定！」

　うん、わかっていた。わかっていたが、奇き跡せきに賭かけてしまった以上、ディオスの負けだ。

　後こう悔かいしても、既すでに教室中にエメロードの声は響ひびいてしまっている。

　ディオスはエメロードの口を慌あわてて塞ふさぐ。そして不ふ審しんな目を向けてくるクラスメイトたちに、引きつった笑みを向けた。

「あはは……。ちょっとこいつ、持病の腰よう痛つうが口から飛び出ちゃったみたいで。あははは……いやあ、参ったなぁ」

「ご主人様。私は蛇へびですので腰こしはないもごごっ!?」

　何とか喋しやべろうとするエメロードの口を、ディオスはさらに強く塞ぐ。

　今までにない強引なディオスの態度に、エメロードは「あっ……いい……」と新たな扉を開いてしまったみたいだが、今は無視。

　クラスメイトたちはディオスたちに訝いぶかしげな視線を送りつつも、共鳴術テグヴエルトを中断してまで追つい及きゆうしてくる気配はない。

　テネルも目を丸くしながら「まぁ～、それは大変ですね～」と呟くばかりで、何ら疑問に思っていない様子。適当すぎる誤ご魔ま化かしをアッサリと信じてしまったことについては、ちょっとばかり胸が痛かったり痛くなかったり。

　ふと、ペディエとエンスタと目が合った。彼女たちは声こそ上げなかったが、その顔は「何あれ」と明らかにディオスを小こ馬ば鹿かにしたものだった。

　まあ、これは仕方がない。

　とはいえ、ディオスも人の子だ。出会った時から一いつ貫かんしてあからさまな嫌けん悪おの感情を向け続けられるのも、やはりちょっと苦しい。たとえ相手が子供であろうとも。

　学院を去るまでには、ペディエたちとも仲良くなれるだろうか──。

　そんなことを考えている間に、午後の授業の終しゆう了りようを告げる鐘かねが鳴り響いた。

　クラスメイトたちはそれぞれの神しん獣じゆうたちから手を離し、笑顔で見つめ合っている。
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　ディオスは大きく安堵の息を吐つきながら、神獣たちの方を見た。

「……お疲つかれ」

「ディオスもね……」

　苦く笑しようするレイナの頭をひと撫ですると、なぜか彼女は顔を赤くしながらクルリと背を向けた。

「ご主人様。私もマリンさんのように能力が高まっている演技をしたのですが、ダメだったですか？」

「演技だったのかよあれ……。次は年とし頃ごろの少女たちに見られても問題ない感じで頼たのむ……」

　エメロードの言葉には、思わず脱だつ力りよくしてしまった。相変わらず彼女には翻ほん弄ろうされっぱなしだ。

　ともあれ、何とかやり過ごすことはできた。成功かどうかは別として。

　テネルは生徒たちに「お疲れさまでした～。今日の宿題は～共鳴術テグヴエルトの続きで～す。少しでも良いので触れ合って～、神獣と絆きずなを深めましょうね～」と告げてから、ファルルと共に教室を後にする。

「先生……ボク何もしてないんだけど……」

　とファルルが去り際ぎわに呟いていたが、残念ながらその声は誰だれにも拾われることはなかったのだった。




　授業が終わった後は、コーシカの案内で寮りように移動した。

　ディオスの寮の部屋に関しては、やはりコーシカが先生たちに掛かけ合ってくれていたらしい。

　神獣たちには外で平気だとは言ったものの、野宿にならなくて済んだことに、ディオスは心から安堵したのだった。

　地面で寝ねるかベッドで寝るか。どちらが良いかは比べるまでもない。

　寮の一階、一番奥の部屋。

　半ば倉庫として利用されていた空き部屋が、ディオスに割り当てられた部屋だった。

　部屋の中は二段ベッドの他に、勉強用の机と本ほん棚だなが、壁かべに沿うようにして置かれている。

　ちなみにこの部屋の整理にはファルルが活かつ躍やくしていたのだが、残念ながらそれはディオスたちにはまだ知らされていない。

「お風ふ呂ろは共同なのですが、さすがにディオスさんは、みんなと一いつ緒しよに入るのは無理です」

「いや、それは当たり前だろ……」

「本当ですか？　実は残念だと思っているのではないですか？」

「思ってないよ!?」

「うふふ。私たちがご主人様と一緒に入りますから。ねえご主人様？」

「へー……ほー……ふーん……」

　エメロードの言葉を受けて、コーシカがディオスのことをガン見してくる。

　彼女はディオスと神獣たちが、一緒に風呂にまで入っているとは知らない。ゆえに、エメロードの言葉の真しん偽ぎを確かめるべく、ディオスの反応を窺うかがっているのだ。

　ディオスは蠟ろう人にん形ぎようのような、無の顔でやり過ごすことにした。とはいえ、額からはダラダラと嫌いやな汗あせが流れている。

　しばしディオスを見つめていたコーシカだが、とりあえず今は深く追及するのを諦あきらめたらしい。代わりに、エメロードに真ま面じ目めな顔を向けた。

「エメロードさん。ディオスさんの今後の学院での生活を考えるのなら、絶対に一緒に入浴はしないでください。というか、共鳴術テグヴエルトをするのも控ひかえてください」

「あらあら、そんな。どうしてですか？」

「ディオスさんの共鳴術テグヴエルトが普ふ通つうの方法ではないと、皆みんな知らないでしょう？　そんな中、人間形態の神獣とディオスさんがお風呂に入ったり、あまつさえあんな……あんな……人間形態でイチャイチャしている場面を目もく撃げきされたりでもしたら……。間違いなく、即そく退学ですよ!?」

「……そうなの……？」

「そうなのですよマリンさん！」

「んでもさぁ、テネちゃん先生は共鳴術テグヴエルトをしとけって言ったじゃん？」

「確かに言われましたが、あの宿題は他ほかの生徒さんたちに対してです。そもそもあなたたちは、神獣として既に十分な力を得ているではないですか！　私、レイナさんの『光縲アクテイニ虎爪・ヴオリア』、ちょっと羨うらやましいと思ってるんですからね!?」

「え、そうなの？　えぇと、なんかありがとう……」

　レイナは面食らった顔のまま礼を言う。

　直後、コーシカの頭の上のアガートが「にゅ……」と少し控えめに鳴いた。

「あぁっ!?　違ちがうんですまんぷくちゃん！　決してあなたの能力が足りないと言っているわけではなく……！」

　アガートはコーシカの頭の上から飛び下りると、人間形態へと変身した。黒のゴスロリの衣い装しように身を包んだ彼女は、涙なみだ目めになっている。

「あの、私も、コーシカのためにもっと強くなりたいです……。だ、だから、あの、もっとたくさん、ご飯をください……！」

「──っ！　わかりましたまんぷくちゃん！　先ほどの授業ではご飯をあげられなかったですもんね……。では、すぐに部屋に帰りましょう。たくさん食べてモリモリ強くなってください！」

「やった……！　ありがとうございます、コーシカ！」

　そこでなぜか、がしっと強く抱だき合う二人。

「…………」

　至って真しん剣けんな顔でやり取りする二人を、困こん惑わくしながらジッと見つめるディオスたち。皆の視線に気付いた二人は、些いささか気まずそうに離れた。

　アガートは元の姿に戻もどり、いそいそとコーシカの頭の上に戻る。コーシカはわざとらしく咳せき払ばらいをしてから、クワッと目を見開いた。

「つ、つまりですね！　ここは聖なる乙女おとめの学び舎や！　男女がイチャつく場所ではないということです！　だからいかがわしい行こう為いはやめてください！　わかりましたか!?　わかりましたね!?」

『……はい』

　有う無むを言わさぬコーシカの迫はく力りよくに押され、神獣たちの声がハモる。珍めずらしく、エメロードも素す直なおに返事をしていた。ディオスが即退学になることは、やはり避さけたいらしい。

「ディオスさんの入浴時間は最後になると思います。その時にまた呼びに参りますので、待機していてください」

　パタン、と扉とびらを閉めてコーシカは部屋から出て行く。

　が、数秒もせずに「はわわぁ!?」と悲鳴を上げながら、慌てて部屋の中に戻ってきた。

「ん、どしたのコーちゃん？」

「顔……青い……。具合……悪い……？」

「違います……。ちょっと私、舐なめてました……」

「何を？」

「ディオスさんに興味を持っている生徒が、ここまでいるなんて……」

　その直後。

「キャ────ッ！」

「見えた！　今ちょっと見えた！」

「あーん！　私も見たい！」

　黄色い声が、一いつ斉せいに扉の外から聞こえてきた。

「な、何事!?」

「ディオスさんを一目見ようと、生徒たちが集まっているんです！」

「ええええええ!?」

　ディオスは思わず後ずさりしてしまった。言われてみれば確かに、部屋の外から尋じん常じようでない圧を感じるような。

「どうしよう……。これでは部屋に戻れません……。さっきも押し戻されてしまいましたし。かといって、後こう輩はいに神獣の力を使うわけには……」

「みゅ……」

　アガートの腹がきゅうと可愛かわいく鳴く。これからご飯を食べようとしていたところでこの状じよう況きようなので、余計に腹に響ひびいてしまったのだろう。

「そうだ。窓から逃にげるっていうのはどうだろう」

　言いながら窓に近付いたディオスは、カーテンを静かに開ける。

　しかしそこにも、目を爛らん々らんと輝かがやかせた生徒たちが大量に集まっていたのだった。

　ディオスは引きつった顔で、シャッとカーテンを閉めた。

　窓の外では、再び黄色い声がこだまする。

「この部屋、外からも包囲されてるんだけど……」

　一階ということが仇あだになってしまったのか。ここまでくると、もはや恐きよう怖ふである。

　自分が特とく殊しゆな存在ということを良い意味で忘れかけていたのだが、強制的に思い出さずにはいられなかった。

「仕方ないですね……。ここは私が一ひと肌はだ脱ぬぎましょう」

　人間形態へと変身したエメロードが、やる気満々に腕うでを捲まくる仕草をした。ちなみに、彼女の服に袖そではない。

「ちょっと待て。先に言っておくけど、本当に脱ぐってのはダメだからな!?」

「あらご主人様。私は別に、露ろ出しゆつが趣しゆ味みというわけではないですよ？」

「……その割には……水着は……とても凄すごかったけど……」

　マリンに言われてあの時の光景を思い出してしまったが、ディオスはすぐに脳内から追い払はらった。

「うふふ、大だい丈じよう夫ぶですよご主人様。生徒さんたちを傷つけるようなことはしません。とにかく行ってきますね」

「体は傷つかなくても、あの子らの心は傷つきそうトカ思っちゃったり。まぁエメ姉ねえ、手加減したげてね……」

「はい、もちろんです。さすがに私だって、少女たちの初めてを奪うばうようなことまではしませんよ？」

　彼女のセリフに不安を覚えずにはいられなかったが、かといってこのまま部屋の外に群がられた状態も嫌なわけで。

　ディオスは先に心の中で少女たちに懺ざん悔げしつつも、エメロードを見送ったのだった。

　扉を開けた瞬しゆん間かん、エメロードは黄色い声に迎むかえられた。

「わ！　出てきた！」

「まさか、これがディオスさんの神しん獣じゆう!?」

「綺き麗れい！　髪かみサラッサラ！」

「エロ可愛い！」

「あらあら、ありがとうございます」

　率直に褒ほめられ、エメロードは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ねえ、ディオスさんは？　今は何をしてるんですか？」

「見たいです。私たち別のクラスだから、まだディオスさんを見てないんです。一目だけでもお願いします！」

「それなのですが……興味を持っていただけるのは嬉しいのですけれど、ご主人様のプライベートなお時間は潰つぶさないで欲しいのです。明日また、教室ではだめですか？」

「えーそれじゃ見れなーい」と一斉に不満の声が上がる。なかなかに彼女たちの意思は固いらしい。

「それでしたら私も、神サ獣マ使ナいーの見習いの方を見るのは今日が初めてなのです。だから、皆みなさんの体にとても興味がありまして──」

　エメロードの背中からシュルシュルと蔦つたが伸のびた。

　蔦はウネウネと動きながら、生徒たちの体の表面をそっとひと撫なでしていく。

「ひゃ!?」

「な、なにこれ!?」

「やぁんっ!?　ス、スカートの中に蔦が……！」

「うふふ。いつもより蔦を増量しております。それにしても、少女たちの絹のように滑なめらかで柔やわらかいお肌はだと、恥はじらうお顔というのは、いつ見ても良いものですね……」

　恍こう惚こつの表情を浮うかべるエメロードに、少女たちはドン引きしている。

　やがて一人、二人と一歩ずつ後ずさり始め──。

　ついには全員が、彼女に背を向けて逃げ出していくのだった。

「あらあら。ちょっと触さわっただけでこれとは。うふふ、初う心ぶですねえ」

　ニコニコと笑いながら生徒たちを見送るエメロードだが、その声は少し残念そうだ。

「まぁ、普通は逃げるよね、的な……」

「……みんな正常な反応で……良かった……」

「た、確かに。あれでもさらに居座り続けるつもりだったら、次は絶対に脱がせにかかっていただろうし……」

　扉の隙すき間まからその様子を覗のぞいていた神獣たちは、桃もも色いろな光景が繰くり広げられなかったことに心から安あん堵どする。

「うぅ……。とても助かりましたが、後輩にセクハラをされた私としては素直に喜べないです……」

　コーシカは肩かたを落としながら、アガートと共にディオスの部屋を後にした。

「それでは、次は窓の外で待っている方たちですね」

　余よ裕ゆうの顔で部屋に戻ってきたエメロードに、ディオスは頼たのもしいようなやっぱり恥ずかしいような、複雑な気持ちになる。

　そしてエメロードは宣言通り、窓の外にいた生徒たちにも先ほどと同じことをして──。

　ようやく、ディオスの部屋には平へい穏おんが訪おとずれたのだった。




　鎌かまを彷ほう彿ふつとさせる鋭するどい月が、空高く昇のぼった深夜。

　ディオスは周囲を警けい戒かいしながら、部屋からそっと抜ぬけ出していた。

　あの後またコーシカが訪れたのだが、「お風ふ呂ろは、皆みんなの就しゆう寝しん時間が過ぎてからにしてほしいそうです……。その、もしかしたら覗かれるかもしれないので……」と言いにくそうに告げたのだ。

　どうやら先ほどの騒そう動どうを受けての措そ置ちらしい。

　就寝時間を過ぎると、生徒たちは各部屋から出ることは禁止されているらしいので、その時間ならディオスも安全だろう、と。

　ということで、ようやく風呂に入りに行くところだったのだ。

「男の風呂なんて、覗いても仕方がないと思うけどな……」

　ポツリと独り言を洩もらすディオスの体には、神獣たちも乗っていない。彼女たちもおとなしく、部屋で留守番をしているのだ。

　ほどなくして脱だつ衣い所に到とう着ちやくしたディオスは、テキパキと服を脱ぎ始める。早く終わらせて部屋に帰りたかったのだ。

　だが浴室の扉を開いた瞬間、その気持ちが一気に吹ふき飛んだ。

「うわ、めちゃくちゃ広いな。泳げるじゃんこれ！」

　石造りの浴よく槽そうは、五十人程度なら余裕で入ることができる大きさだ。

　壁かべには鹿しかの剝はく製せいのようなモニュメントがあり、その口から浴槽にドバドバと湯が注ぎ続けられている。

　不覚にも、少しワクワクしてしまった。

「誰だれもいないし──って、ダメだろ。子供じゃないんだから。自制自制……」

　なみなみと張られた湯を前に、湧わき上がった衝しよう動どうを何とか抑おさえ込む。

　ふと、少し前まで、ここで多くの女子生徒たちが入浴をしていた──という事が頭の中を過よぎってしまった。ディオスは慌あわてて頭をふるふると振ふった。

　それについては深く考えてはいけない、気がする。その事実は頭の中から追い出そう。

「……さっさと入って出よう」

　大きな浴槽を前に全ぜん裸らで佇たたずんでいるだけというのも、よく考えたら変だ。ディオスはタオルを握にぎりしめながら、ようやく浴槽に脚あしを入れた。

「ふー……」

　湯船に浸つかると、自然と声が出た。

　神獣たちと行動を共にし始めてから色々なことがあったが、特に今日は濃こい一日だった。

　まさか自分が、学院生活を送ることになろうとは。しかも女子ばかりの所で。

「でも、意外と勉強って楽しいんだな。俺ってもしかして、拳けん闘とう士しよりも学者とかの方が向いていたのかなあ……」

　今さら考えても仕方がないことではある。そもそも村にいた頃ころは、そのような人生の選せん択たく肢しなどなかったのだから。

　しばらく、立ち上る湯気と天てん井じようを見上げていたディオス。

「……ん？」

　だが、ふと湯船の一角が気になり、そちらに目を凝こらす。

　見えるのは、ただの透とう明めいな湯。聞こえるのは、ダバダバと浴槽に流れ続ける湯の音。それだけだ。

　でも、何かの気配がする。

　ディオスは、気になったその一角に近付いてみる。

　やはり、何もない。

　気のせいか──と先ほどの位置に戻もどろうとした、その時だった。

「……見つかっちゃった……」

「うわああああああッ!?」

　誰もいない場所から声がして、ディオスは思わず後ろに飛び退のいてしまった。

　ほどなくして、声がした場所に全裸のマリンの姿が現れる。

「────ッ！」

　ディオスは慌てて目を逸そらす。

　これまでに何度か神獣たちと入浴はしているが、どうしても女性の裸体というものには慣れない。

　マリンの膨ふくらみかけたなだらかな丘おかはまだまだ『女性』と呼ぶには程ほど遠いが、だからといって、じっくりと見て良いものではない。

「……お兄ちゃん……初めてじゃないんだし……そろそろ慣れて……？」

「いや、それは無理だって！　それよりもマリン……。また姿を消して後を付けてきたのか？」

「……ピン……ポーン……正解です……」

　ここまで覇は気きがなくて嬉しさも感じない『正解音』は、たぶん今後の人生の中で聞くことはないだろう。

　頭を抱かかえたくなる衝動を抑えながら、ディオスはタオルを腰こしに巻き付けながら再び湯船の中に沈しずんだ。

　しかしマリンは、そんなディオスに接近、のち密着。

「おわあッ!?」

　ディオスの横にピタリと付けたマリンは、いつもの眠ねむそうな目でディオスを見上げた。

「お兄ちゃん……今ここでなら……共鳴術テグヴエルトやっても……怒おこられない……」

「今は怒られないかもしれないけど、後でバレたらめちゃくちゃ怒られるだろ。ていうか、マリンが部屋からいなくなってることに、他ほかのみんなも気付いてるんじゃないのか？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶ……。水で作った神獣形態の私の分身を……置いてきた……。今は……寝ねたふりをしているはず……」

「前から思ってたけど、その分身能力凄すごすぎない!?」

　神獣たちの中で、一番能力が多た彩さいなのがマリンだ。彼女の水の能力に、今まで何度助けられたかわからない。

　マリンは褒められて嬉しかったのか、口の端はしが上がっている。

「……でも……もっと凄くなりたい……。だから……やってほしいの……」

「いや、でも──」

「この間……ウェスベルと戦った時……思ったの……。お兄ちゃんに……怪け我がをさせないくらい……もっと強くなりたいって……」

　マリンはディオスの腕うでをキュッと抱だきしめる。

　ルヴィを庇かばった時に激しく負傷した、左腕を。

「マリン……」

「お兄ちゃんは……私たちを……身を挺ていして守ってくれる……。でも私たち神獣は……やっぱり神サ獣マ使ナいーが傷付くと……すごく悲しいし……悔くやしい……」

　そう言うとマリンは、しゅんと俯うつむいてしまった。

「そうか……。悲しい思いをさせてしまってごめんな」

「だから……強くして……」

　結局そこに帰結してしまうわけか。

　ここで共鳴術テグヴエルトをすることは好ましくないが、マリンの想おもいをこのまま無む碍げにするのも気が引ける。ディオスはしばし目を閉じ、逡しゆん巡じゆんしていたが──。

（仕方がない、早く終わらせるか……）

　結局、なんやかんやで神獣たちの言動に流されてしまう自分に対し、ディオスは小さく肩を竦すくめる。

　その時だった。

　風ふ呂ろ場ばの扉とびらが、突とつ然ぜん勢いよく開いたのだ。

「なああああっ!?　す、すみません！　まだ入ってますッ!?」

　時刻は既すでに深夜。清せい掃そう員いんが片付けに来たのだと思ったディオスは、慌てて声を張り上げる。

　しかし入ってきた人物を見た瞬しゆん間かん、ディオスは言葉を失った。

　そこには、一糸まとわぬ姿のメルアがいたのだ。

　これにはディオスだけでなく、マリンも驚きよう愕がくしていた。いつもの眠そうな目が、極限まで開かれている。

「こんばんは兄さん。背中を流してあげる」

　メルアは静かに微笑ほほえんだ。裸はだかを見られているというのに、全く動じていない。

　小こ柄がらな体に合った小こ振ぶりな胸は、美術品かと思うような綺き麗れいな形をしていた。

　メルアはスラリとした脚を湯船に浸けると、未いまだ口を半開きにしているディオスの側そばまで寄る。そしてディオスの背後に回り、ピッタリと密着した。

「ななななななななななな!?」

　驚愕と羞しゆう恥ちのあまり、ディオスは一文字しか発することができない。みるみるうちに体温が上じよう昇しようしていく。

「懐なつかしいね。昔はこうやって一いつ緒しよにお風呂に入っていたもんね。時々ファルルも一緒に」

　顔を真っ赤にさせたディオスに構うことなく、メルアは静かな声こわ音ねで言う。

　ディオスの背にダイレクトに伝わってくる感かん触しよくは、とても控ひかえめだ。控えめだけど、確かな柔やわらかさは伴ともなっていて──。

　いや、実の妹に何を考えているのだ。

　でも、こんなことをされたら嫌いやでも考えてしまうし。

　ディオスの頭の中は様々な考えが混ざり合い、渦うず潮しおのようにグルグルとしている。

「もう、何か喋しやべってよ」

「いや……そんなこと言われても……」

「今さら照れることないでしょ？　兄妹きようだいなんだから」

「確かにそうだけどさ……。でも……」

「私の体が子供の頃とは違ちがうから？　兄さんも成長したんでしょ。ホラ、タオルを取ってよく見せてよ」

「嫌だよ!?」

「あ、やっとこっちを向いてくれた」

　メルアの顔は、昔のように無む邪じや気きなまま。

　そもそも、メルアは何が目的でやって来たのだろうか。本当にわけがわからない。

「大丈夫だって、本当に何もしないから。兄さんのお風呂の時間を狙ねらって、部屋からこっそり抜ぬけ出してきただけだし」

　だから、どうして風呂を狙って来たのか、それがわからないのだが。

　困こん惑わくするディオスの横では、腕にくっついたままのマリンがメルアを睨にらんでいた。

「……お兄ちゃんから……離はなれて……」

「いや、何言ってんの。私の兄さんなんだけど」

「……お兄ちゃんは……私の大事なご主人様……。だから……私のお兄ちゃん……」

「その理り屈くつはおかしいでしょ。絶対に私のよ。血の繫つながった唯ゆい一いつの兄妹なんだから！」

「私だって……お兄ちゃんに召しよう喚かんしてもらったし……！」

「私の兄さん！」

「私のお兄ちゃん……！」

　ガルルル、と猛もう獣じゆうの如ごとく睨み合うメルアとマリン。

　このまま接せつ吻ぷんしてしまうのではと心配してしまうほど、互たがいに顔を近付けている。

（え、何？　本当に何なんだこの状じよう況きよう？）

　突然言い争いを始めてしまった二人に、ディオスは目め眩まいを覚えずにはいられない。

　メルアは確かに、血の繫がった妹だ。鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員ということもあり、未だ彼女に抱いだく感情は複雑だ。それでも、ディオスの双ふた子ごの妹という事実だけは一生変わることはない。

　マリンは神しん獣じゆうだが、召喚した直後からディオスのことを「お兄ちゃん」と呼んで慕したってくれている。彼女を本当の妹のように感じたことも、一度や二度ではない。

「ええと……二人とも……」

「だったら、どちらが兄さんの妹に相応ふさわしいのか勝負よ！　血の繫がった妹を舐なめないでよね!?　吠ほえ面づらかかせてやるんだから！」

「……望む……ところ……！」

　二人は拳こぶしを握にぎりながら立ち上がる。

　どうしてそういう話になるのだろうか。

「どうしてそういう話になるんだ」

　心の声が即そく座ざに口から出てしまうほどには、ディオスは困惑していた。

　勝負も何も、メルアはディオスの双子の妹で、マリンは妹のように思っている神獣。

　それでいいではないか。

　だが、彼女たちはそれでよくないらしい。

「それじゃあ、兄さんの体を洗ってどちらが気持ち良くさせることができるか、勝負よ！」

「……問題……ない……！」

「問題大アリですが!?」

　自分の体を使われるとは思わなかったディオスは、すぐに抗こう議ぎする。

　そもそも、どうやって勝負を判定するのだろう。謎なぞすぎる。

　しかしヒートアップしてしまった彼女たちは、それに疑問を抱く様子が微み塵じんもない。

「早さつ速そく始めるわよ！　兄さん、そこに座って！」

「いや、体くらい自分で洗──」

「座って！」

　真まっ直すぐに浴よく槽そうの外を指さすメルア。有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きに、ディオスはすごすごと湯船から上がらざるをえなかった。

「椅い子すに座る！　そして私に背中を向ける！」

「……はい」

　年月は経たとうとも、体に染しみついた条件反射には抗あらがえない。子供の頃ころと同じように、ディオスは素す直なおに彼女の言うことに従ってしまった。

　メルアは石せつ鹼けんをたっぷりと泡あわ立だてたタオルを、ディオスの背に静かに乗せた。そして背骨に沿って、タオルを優やさしく動かす。

「強く擦こすると皮ひ膚ふに良くないからね。どう、兄さん？」

「えっと……そうだな。それ、結構いいな……」

　背の中央部分は、どうしても手が届きにくい部分である。加えて背骨に合わせて動かしてくれているのが、かなり気持ちが良い。

「こうやってると、父さんのことを思い出しちゃうな……」

　郷きよう愁しゆうにかられたその声を聞いた瞬間、ディオスの中で今まで抱いていた疑問が一気に噴ふき出した。

　あの日、彼女の身に何があったのか。

　今まで、どのようにして過ごしてきたのか。

　そしてメルアが、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員であり続ける理由は──。

「なぁ、メルア。お前は──」

「はい、終わったよ。背中流すね」

　ディオスの声に、メルアが言葉を被かぶせてきた。

　背中越ごしに感じるのは、拒きよ絶ぜつの感情。

　ディオスが何を問おうとしたのか、メルアは察したのだろう。これ以上問うても、今は話してくれそうにない。

　裸のつき合いならもしかして本音も──という淡あわい期待は、湯と共に流れていく泡と共に消えたのだった。

「兄さん、どうだった？」

　ディオスは一度目を閉じてから、努めて普ふ通つうに答える。

「うん……とても気持ちが良かったよ。ありがとう」

　メルアは弾はじけんばかりの笑顔になる。背中を向けているのでディオスにはその笑顔は見えなかったのだが、彼女の放つ嬉うれしそうなオーラで何となく表情を察した。

「ふふーん」

　マリンに向けて、得意げにふんぞり返るメルア。そしてすかさず、先ほどのようにディオスの背中に密着した。

「わあっ!?　だ、だからくっつくのはやめろって！」

　さっきは感じなかった、ツンとした硬かたい感触がディオスの背に当たっている。

（考えるな考えるな考えるな考えるな。メルアは妹妹妹妹妹妹──）

　呪じゆ文もんのように頭の中で繰くり返すディオスの全身は、茹ゆでられたように真っ赤に染まっていく。

「……むー……」

　湯船の中で待機していたマリンは小さく口を尖とがらせ、ザバッと勢いよく立ち上がる。

「私は……お兄ちゃんの頭を……洗う……！　そこ、どいて……！」

　メルアを強引にどかして入れ替かわったマリンは、対たい抗こうするが如くピタリとディオスの背中に密着した。

　ディオスの背中に、マリンの色々な部分が当たっている。先ほどのメルア同様、やはり控えめな感触。若じやつ干かん、メルアの方が大きいか。そしてまた、ツンと硬い感触が──。

（だからマリンは神獣マリンは神獣マリンは神獣──）

　五感から伝わってくる彼女の体の感触を、必死で脳内でかき消そうと試みる。正直に言うと少し、いや、だいぶツライ。彼女たちはこの機会に、ディオスに精神的な修しゆ行ぎようも課そうとしているのだろうか。

「ちょっと！　くっつく必要はなくない!?」

「この方が……やりやすいもん……！」

　マリンはシャンプーを手に馴な染じませてから、ディオスの頭を洗い始める。

　他人に頭を洗ってもらうのはそれこそ幼少期以来であったが、存外気持ちが良いものだなとディオスは思った。

　まだ始めたばかりであるというのに、眠ねむ気けすら誘さそわれる。

　密着しているマリンの体の感触が気にならなくなるほどに、心ここ地ち良さを感じていた。

　マリンの指は優しくディオスの頭を押し続ける。

　頭部マッサージも兼かねた洗せん髪ぱつであった。

「人間の頭には……ツボというのが……色々とあるみたいだから……」
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　ディオスの様子を見ながら、マリンがぼそりと呟つぶやいた。

　なるほどなあと心の中で感心しながら、ディオスはマリンにされるがままじっとしている。

　ほどなくしてマリンはディオスの頭を洗い流し、洗髪は終しゆう了りようした。

「はい、終わり……。お兄ちゃん……どう？」

　ディオスは頭を軽く振ふり、肩かたを軽く上下させた。

「何か頭が軽くなった気がする。肩の凝こりも感じない。うわ、ちょっと感動した。凄すごいなマリン。こんなこともできたのか」

「……えへへ……」

「ぐぬぬ……」

　褒ほめられて喜ぶマリンと、嫉しつ妬との炎ほのおに身を焦こがすメルア。

　ディオスはそんな二人に改めて振り返る。ただし、視線は少し横に逸そらせたまま。

「メルアもマリンもありがとう。自分でやるよりスッキリしたよ」

「それで、勝負の判定は？」

「うーん……。いや、これは難しいな……。ハッキリ言って決められない。そもそも二人とも違ちがうことをしたから、単純に比べられないというか……」

「い、言われてみれば確かにそうね……」

「……それは盲もう点てん……だった……」

　そこはやる前に気付いて欲しかった。しかも、どちらも気付いていなかったとか。

　ディオスとしてはリフレッシュできたので、別に良いのだが。

「今回はそうだな。引き分け、かなあ」

「むむぅ……」

「……むぅ……」

　同じような声を出しながら、不服そうな顔をする二人。

　人間と神獣という違いはあれど、案外二人は似ているなぁとディオスは思った。

　まぁ体形も似ているし──と言うとさすがに痛い目に遭あいそうだったので、それは言わずにおいたけれど。

「勝負はつかなかったけど……私は神獣だけど……神獣だからこそ……お兄ちゃんのことをあなたより想おもってる……！」

　マリンが再びディオスの腕うでにギュッと絡からみ付く。負けじと、メルアもマリンとは逆の腕に絡み付いた。

「そんなことない！　私の方が兄さんのことを想ってる！」

「……私、召しよう喚かんされてからずっと一いつ緒しよだもん……！」

「私だって、離はなれてる間もずっと想ってた！」

「……私のお兄ちゃん……！」

「私の兄さんだもん！」

「いででででで!?　二人とも腕を引っ張るな！　ちぎれる！」

　マリンとメルアはキシャーッと互たがいに威い嚇かくしたまま、ディオスの腕を引っ張り続ける。

「俺のことを想ってるなら、もっと大事にして!?」

　必死に懇こん願がんするディオスの声は、今は二人には届いていないらしい。

　しばしの間、無む慈じ悲ひな綱つな引ひきは続き──。

　突とつ然ぜん、バシャーンと大きな音を立て、湯船から大きな飛沫しぶきが上がった。

　二人の引力から何とかして抜ぬけ出そうとしたディオスが、勢い余って湯船に突つっ込んでしまったのだ。

「兄さん!?」

「……お兄ちゃん……！」

　二人は慌あわててディオスの体を引っ張り上げる。

　ディオスは無言のまま、額を押さえて悶もん絶ぜつしている。顔面から勢いよく入ってしまったので、浴槽の縁ふちで強打してしまったらしい。

「兄さん……」

「……お兄ちゃん……ごめん……」

「二人とも、とにかく落ち着こう。な？」

　少し涙なみだ目めになりがら、ディオスは二人を静かに諭さとす。その姿が効いたのか、メルアは大きく嘆たん息そくしてからディオスから離れた。

「……今日のところは、これで引き上げてあげる。でも忘れないで。私は組織に入ってから今日までずっと、兄さんのことを想って生きてきたっていうのは噓うそじゃない」

　メルアは真しん剣けんな目で言うと、踵きびすを返し浴室から出て行った。

　後に残されたディオスとマリンは、彼女の後ろ姿をただ見つめることしかできなかったのだった。








三章　学院の秘密を探さぐっちゃいますよ？









　翌朝。

「おっはよー」

　とザバルガの元気な声がディオスの部屋に響ひびく。

「………………す……」

　続けて、サヴラーハが何かを言いながら部屋に入ってきた。消える寸前の蜃しん気き楼ろうのような声だったので聞き取れなかったが、おそらくザバルガ同様に朝の挨あい拶さつをしたのだろう。

　サヴラーハは両手いっぱいに、畳たたまれた服を大事そうに抱かかえている。

「おはよう二人とも。サヴラーハ、それってもしかして……」

　ディオスの視線を受け、サヴラーハは恥はずかしそうにしながらコクンと頷うなずいた。

　昨日言っていた学院の制服を、持ってきてくれたのだ。

「やったー！　ザバルんもサヴららもありがとー！」

　真っ先にルヴィが飛びつき、早さつ速そく人間形態に変身して制服に袖そでを通す。エメロードとマリンもその後に続き、レイナもルヴィに強引に押し付けられながら着き替がえる。

　目のやり場に困ったディオスは、しばらくの間動くこともままならず、ひたすら壁かべを見つめていたのだった。

「できたよー。ディオっちお待たせ！」

　ルヴィの声で、ディオスはようやく振り返る。

　白を基調とした学院の制服に身を包んだ神しん獣じゆうたちは、キラキラとした目で互いの姿を見合っていた。

「うんうん。やっぱ可愛かわいい服を着ると超ちようテンアゲだね！」

　そう言うルヴィのネクタイはゆるっと緩ゆるめられ、スカートの長さもお尻しりが見えそうなほど短い。早速、自分の好みに制服を着き崩くずしていた。

「……ちょっと……大きい……。でも……ヒラヒラしてるの……とても好き……。クラゲみたいで……気に入った……」

　全体的にダボッとしているマリン。手のほとんどが袖に隠かくれてしまっており、指先しか出ていない。彼女に合うサイズが残っていなかったらしいが、それでも本人は満足そうだ。

「うふふ。マリンさんらしい意見ですね。しかしこうやって脚あしを見せるのは、なかなかに勇気がいりますねえ」

　エメロードは胸むな元もとを少し開けており、鎖さ骨こつと胸の谷間がチラリと覗のぞいている。ルヴィよりは幾いく分ぶんか長いスカート丈たけだが、それでもほどよい肉付きの太ふと腿ももは隠れきれていない。

「本気で言ってるのか、それ？」

　ディオスは思わずエメロードをジト目で見てしまった。人間形態の彼女も、かなり大だい胆たんに脚を露ろ出しゆつしているというのに。

「みんなお揃そろいの格好というのも、悪くないかも……」

　一人だけキッチリと制服を着ているレイナ。白い髪かみに白い制服がなかなかに映はえている。その顔を見るに、彼女もまんざらではなさそうだ。

「お。レイにゃんの反応もイイ感じじゃん！」

「確かに、神獣がお揃いの服を着ることなんてないですからねえ。とても新しん鮮せんな気分です」

「やっぱり神獣形態と人間形態では、みんな雰ふん囲い気きが違うんだね。ちょっとビックリした」

　様子を見守っていたザバルガが言うと、サヴラーハも控ひかえめに頷く。

「ザバルんも着てみたら？　ってか人間形態が見てみたいなー」

「私は遠えん慮りよしておくわ。この学院の神獣として模も範はん的に過ごさないと。サヴラーハのためにもね」

　凜りんとした声で答えるザバルガに、ディオスは思わず感心してしまった。
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「真ま面じ目めだなぁ。お前たちも少しはザバルガを見習ってくれよ」

「えー。ルヴィたちもちゃんと真面目だしぃ？」

「私たちは、ご主人様が制服を着られないから代わりに着ているのですよ。それとも、ご主人様も着てみます？　私としてはそれも全然問題ないというか、むしろ大だい歓かん迎げいですけれど……」

「絶対に嫌いやなので、どうかそのままのお前たちでいてください！」

　深々とディオスが頭を下げると、皆みんなはクスクスと笑う。

　そのタイミングで、また部屋の扉とびらがノックされた。

「ディー君おはよー！　寮りようで隔かく離りされたって聞いたから来たよー！」

「皆みなさんおはようございます」

　潑はつ剌らつとした挨拶で現れたのは、ファルルと、頭にアガートを乗せたコーシカだ。

「別に隔離されたわけじゃ……。いや、でもやっぱり隔離なのかな……」

　他ほかの生徒たちの部屋は二階より上。しかしディオスの部屋だけ一階だし、周囲にも用具室などが並んでいるばかりだ。でもこの方がディオスもこれ以上気を遣つかわなくていいので、それはそれで納なつ得とくしている。

　コーシカは部屋の中を流し見てから、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ところで何ですか、この状じよう況きようは？」

「……制服……着た……」

「マリンさん、それは見ればわかります。どうして神獣さんたちが制服を着ているのかと聞いているのです」

「それはねー……」

　ザバルガが昨日の昼休みのことから一通り説明をすると、コーシカはさらに眉まゆを下げた。

「テネル先生、私には制服のことは何も仰おつしやっていませんでしたが……」

「まぁ、言う必要がなかったからじゃないかな……」

　レイナの冷静な指し摘てきに、コーシカは「確かにそれはそうですが……」とうな垂れる。

「ついでだし、コーちゃんも着てみれば？　まだ予備があるよ？」

「んなっ!?　何を言うんですかルヴィさん！　私は既すでに卒業した身です！」

「えー、別にいいじゃん。まだまだコーちゃんも若いんだしさー。ねえねえ、ディオっちもコーちゃんの制服姿見たいよね？」

「水着以来の……コーシカの生足を拝むチャンスだよ……お兄ちゃん……」

「その言い方は誤解を生むから!?　俺が常に生足を見たがってるみたいじゃないか！」

　まぁ「見たいか？」と聞かれたら、控えめに首を縦に振ふる程度には男子である。かといって、大勢の女性に囲まれながら、しかも本人に直接言えることではない。

　というかよくよく考えると、神獣たちの人間形態は揃いも揃って生足を露出しているわけだが──それについては今は忘れよう。

「えぇと、俺は、その……」

「ほら、この通り。ご主人様もソワソワしています」

「コーシカ、お願い。私と道連れになって」

　スカートの裾すそから覗く尻尾しつぽを押さえながらレイナが懇願すると、いよいよコーシカは真っ赤になった。

「えっ……あ、あのっ……私は、そんな──」

「ていっ」

　そんなコーシカの背中を、ファルルが両手でどんっとひと突き。

　コーシカはたたらを踏ふみながら、たちまち神獣たちの輪の中へ。

「なっ、何を!?」

　コーシカが振り返ると、ファルルはとても良い笑え顔がおでサムズアップをしていた。

「もう、四の五の言ってないで着ちゃいなよコーシカちゃん」

「ナイスアシストです、ファルルさん！」

「よっし！　獲え物ものが来たよー！　みんな剝むけー！」

「ぴゃああああああああああああああッ!?」

　神獣たちに囲まれたコーシカは、あれよあれよと衣服を剝はぎ取られてしまう。アガートは慌あわててコーシカから離はなれ、ファルルの頭の上に避ひ難なんした。

「結構非情なことをするのな、お前……」

　ディオスは、涼すずしい顔で佇たたずみ続けるファルルの隣となりにそっと移動する。

「そう？　ボクには踏ん切りがつかないだけで、着たがっているように見えたよ？」

「ファルルは着ないのか？」

「ボクはテネル先生のお手伝いだからね。ボクが制服を着ちゃったら、他の生徒たちに変な誤解をされそうだし。やめておくよ」

「そうか……」

「ひょっとしてディー君、ボクの制服姿を見ることができなくて、ちょっと残念だと思った？」

「べ、別にそんなことはない！」

「本当ー？」

　ニヤニヤと顔をのぞき込んでくるファルル。ディオスはふいと顔を逸そらし、彼女の追つい及きゆうから無理やり逃のがれる。

　が、「こっちを見ないでください、ディオスさん！」と下着姿のコーシカが投げた服が顔面に直ちよく撃げき──したかと思えば、「あぁっ!?　コーシカちゃんの体温が残った服を顔で受けるなんて！　ディー君のえっち！」とファルルが憤ふん慨がいし、さらには「その脱ぬぎたての服は私が貰もらいます！」とエメロードが蔦つたを伸のばすなどして、場はさらに混こん沌とんと化した。

「……何だか、現役の私たち以上に青春してるわね……」

　騒さわがしい部屋の中でザバルガがポツリと呟つぶやくと、サヴラーハも無言で頷くのだった。




　部屋を出て教室に行く間、ディオスの後ろには、いつの間にか大勢の生徒たちがぞろぞろと付いてきていた。

　俗ぞくに言う、出待ちというやつである。ディオスのことが学院中に広まっていることは、もはや疑いようがない。

　しかし制服姿の神しん獣じゆうたちに囲まれているおかげか、直接声をかけてくる生徒は一人もいなかった。ただでさえ目立つ男の神サ獣マ使ナいーの神獣が、制服まで着ている。ということで、近寄りがたいオーラが出ているのかもしれない。

　彼女たちはディオスが教室に着いたところで、自然と解散していた。授業開始時間に遅おくれないためだと思われる。

　そこはやはり神サ獣マ使ナいーの見習い。基本的に、学院の生徒たちは真面目なのだ。

　しかし教室に入った瞬しゆん間かん、今度はクラスメイトたちが黄色い声を上げてディオスたちを取り囲んだ。皆みな、神獣たちとコーシカの制服姿に反応したのだ。

「こんなにスカートを短くしてる人、初めて見た！」

「袖そでから覗のぞいた指先が可愛い……」

「胸元を開けられるほどスタイルが良くて羨うらやましい！」

　ルヴィ、マリン、エメロードは注目を浴びてご満まん悦えつな様子。対照的に、レイナとコーシカは終始恥はずかしそうにしていた。そんな彼女たちの周囲にも、クラスメイトたちは集まっていたのだが──。

　すぐにテネルがやって来て、強制的に集まりは解散。今日の授業が始まるのであった。




　滞とどこおりなく授業は進み、昼休み──。

　ディオスたちは図書室へやって来ていた。

　コーシカが言うには、この学院の図書室には、神獣に関する本が豊富に取り揃えられているらしい。

「一ヶ月程度の授業では、学べる範はん囲いも限られていますからね。本で補完するのが一番だと思います」

　という彼女の助言を元に、早さつ速そくやって来たというわけだ。

　静かに扉を開けるが、中には誰だれもいなかった。規則正しく並んだ長テーブルからは、少し哀あい愁しゆうを感じる。

「あら、あなたたち」

　聞き覚えのある声に振り返ると、ザバルガを肩かたに乗せたサヴラーハが立っていた。

　今の声はザバルガのものだ。サヴラーハは本を手にしたまま、少し驚おどろいた顔をしている。

「二人とも、ここにいたんだ」

「……人がいないね」

　室内を見回しながらレイナが言うと、ザバルガはフフッと小さく笑った。

「昼休みは短いからね。みんなお喋しやべりに夢中なのよ。まぁおかげで、サヴラーハにはとても過ごしやすい環かん境きようみたいだけど」

「いつもはここで過ごしているのか？」

　ディオスが聞くと、サヴラーハは恥はずかしそうにしながらも首を縦に振って肯こう定ていする。

「そうか。俺も本を読んでいいかな？　邪じや魔まはしないからさ」

「もちろん。ここは学院の生徒なら誰でも利用して良い場所だもの」

　答えたのはいつも通りザバルガだが、サヴラーハも嫌な顔はしていないので答えは是ぜなのだろう。

　ディオスは早速本ほん棚だなを眺ながめ、読む本の物色を始める。

　神しん獣じゆうたちも各おの々おの散らばり、図書室内を回り始めた。

「ほえー。これ全部本なんだよね？　なぁんか見てるだけでルヴィ、頭がクラクラする」

「ふふふ。私たち神獣には読書という習慣はありませんからねえ」

「まず、文字を覚えないといけないもんね。簡単な字なら私たちでも読めるけど」

　三人の神獣たちが感心している中、一人その輪を抜ぬけていたマリンは、とある本をパラパラとめくっていた。

　それは、動物図ず鑑かん。緻ち密みつで大きな絵が、全ページに渡わたって掲けい載さいされているものだ。

　興きよう味み津しん々しんにページを捲めくり続けるマリンに、サヴラーハがそっと近付いていく。彼女の気配に気付いたマリンが顔を上げると、サヴラーハはモジモジとしながらも、ほとんど開くことのない口を動かした。

「あっ、あの──、そ、その本……き、気に入った……？」

　しばし、サヴラーハと図鑑を交こう互ごに見比べるマリン。無口な彼女に話しかけられて驚いたのだ。

　ザバルガは何も言わず、ニコニコとしながらサヴラーハの肩に座り続けている。完全にこの状況を見守る態勢になっていた。

「……うん……。生き物の絵が……いっぱいで……とても……興味深い……」

　マリンが答えると、下がりかけていたサヴラーハの眉が僅わずかに跳はねた。

「あっ、あの、ね。そ、そういう本……ほ、他にもたくさん、ある、の……」

「……本当……？　見たい……」

　マリンが答えると、サヴラーハの口の端はしが上がった。「こっち」とマリンの手を引きながら移動する。

「あ、あのね……。図書室の本は、えっと、持ち出しが禁止されている、の……」

「……そうなんだ……。後でお兄ちゃんにも……教えてあげないと……」

　サヴラーハが言うには、ここには世界中から集めた、神獣に関する貴重な本がたくさんあるらしい。持ち出し禁止は、それゆえだと。

　だから本を読むには、昼休みや放課後の時間を充あてるしかない。でも皆みんなは日々の勉強や遊びに夢中で、ここを利用する生徒は極きよく端たんに少ない──。

　マリンは感心しながら、懸けん命めいに話しかけてくるサヴラーハの言葉に耳を傾かたむけるのだった。
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　いつの間にか仲良くなっている二人を見たディオスたちは、遠巻きにその様子を眺めていた。

　極端に人間が苦手なサヴラーハだが、神獣であるマリンには話しかけることができるらしい。二人は少し雰ふん囲い気きが似ているというのも、割と大きな一因かもしれないが。

「うふふ。何だか微笑ほほえましい光景ですね」

「そうだな。俺が行くとまた無口になるだろうけど……」

「サヴららが喋ってるからか、ザバルんも何か嬉うれしそうだね」

「でも、もうすぐ昼休みが終わっちゃうよ？」

　レイナの言葉に、ディオスは「もうそんな時間か」と手にしていた本を元に戻もどす。

「結局何も読めなかったな。というか、何を読めばいいのかサッパリだ」

「それこそ、サヴラーハに聞いてみればいいんじゃない？」

「……答えてくれるかなぁ」

「そこでマリぴっぴの出番じゃん？　とりま、続きは放課後だねー」

　ディオスたちがそんな会話を交かわしているとは知らず、マリンとサヴラーハの二人は、控ひかえめな笑顔を互たがいに向けていたのだった。




　教室に戻ると、ちょうど昼休みが終わったところだった。

　テネルは時間通りにやって来た。

「さてさて～、今日の午後の授業は～実技ですよ～。皆みなさ～ん、校庭に集合してくださいね～」

　教室の中に入ることなくテネルが説明をすると、すぐに移動を始めるクラスメイトたち。

　ディオスたちも、彼女たちの後に続くのだった。




　芝しば生ふの校庭の一角に、『星』クラスの生徒たちは整列して並んでいた。

　テネルの横にはファルルもいるが、今は手ぶらの状態だ。

「では～宿題の共鳴術テグヴエルトの成果を～見せてもらいま～す。まずは神獣の皆さ～ん。人間形態になってくださ～い」

　テネルの指示通り、クラスの神獣たちが一いつ斉せいに人間形態へと変身する。

　女子成分が倍になったので、賑にぎやかさと華はなやかさが一気に増ぞう幅ふくした。

　今朝は「見たい」と言ってもそれとなく拒きよ否ひされてしまったザバルガも、テネルの指示ということで、ちゃんと人間形態に変身している。

　彼女の人間形態は、露ろ出しゆつ度どが高めの衣服を身に纏まとった、しっかりしていそうなお姉さんだった。神獣形態の体の色と同じ、爽さわやかな緑色の服が目を惹ひく。

　ディオスは、チラリと横目でペディエの方を見やる。昨日あのような態度を取られたこともあり、つい気になってしまうのだ。

　ペディエの神獣エンスタは、口調と違たがわぬ、お嬢じよう様さまっぽい雰囲気の少女の姿だった。神獣形態で生えていた角は、人間形態になっても残っている。

　ディオスの視線に気付いたのか、ペディエとエンスタは、同時に目付きを鋭するどくしてからそっぽを向いた。相変わらず、好かれてはいないようである。

　アガートも人間形態になり、コーシカの横にピッタリと付いていた。

　彼女の黒のゴスロリ衣い装しようは、他ほかの神獣たちと並んでも特に目立っている。それでもコーシカが制服を着ているおかげか、すっかりクラスに馴な染じんでいた。

　当のコーシカはまだ制服姿が恥ずかしいのか、いつもよりソワソワとしているみたいだが。

「神獣の皆さんは～当然それぞれできることが違いますから～、技わざの威い力りよくを競きそうわけではありません～。あくまで～、個々の能力の上じよう昇しよう具合を見せてもらいます～」

　テネルはそう言うと、ある場所を指さす。

　少し離はなれた場所に、鉄のような素材でできた、手足のない人形が何体か並んでいた。どれも子供ほどの大きさはある。

「先ほどファルルさんに～設置を手伝ってもらいました～。攻こう撃げき能力を持つ神獣さんは～あの人形に向けて～技を放ってくださ～い。魔ま法ほうで強度を上げているので～、そう簡単には傷つきませんよ～。ではそうですね～。まずは～ペディエさんたちに～お手本をみせてもらいましょう～」

　名を呼ばれたペディエとエンスタは、自信満々な顔で前に出る。

「さぁエンスタ。実技は久々だけど大だい丈じよう夫ぶ？」

　問うペディエの顔は、微み塵じんも不安そうではない。単なるパフォーマンスだろう。

「何の問題もありませんわ」

「よし。じゃあエンスタ！　地爆弾岩ジオ・ブレイクよ！」

「承知いたしました！　ですわ！」

　エンスタは人形に向けて、力強く両りよう腕うでを突つき出した。エンスタの体が土色に淡あわく光り出す。

「いっけええええええ！　ですわ！」

　掛かけ声と同時に、エンスタの足あし下もとの地面がボコボコと波打った。氷にヒビが入るかのように、波打った地面は凄すさまじい速度で藁わら人にん形ぎようへと向かう。

　そして──。

　人形の下側から無数の岩が飛び出し、激しい音と共に破は裂れつ。

　人形はその衝しよう撃げきで空を舞まった。

「わあ!?　凄すごい威力！」

「さすがはペディエね！」

　クラスメイトたちの感かん嘆たんの声がこだまする。

「これで良かったですか？　テネル先生」

　得意げな顔でペディエが尋たずねると、テネルは手を合わせながら満面の笑みを作った。

「はい～素晴らしいです～。というわけで～、皆さんも今のように～、惜おしみなく力を見せてくださいね～」

「はい！」

　生徒たちは返事をすると、順番に神しん獣じゆうの能力を放っていく。

　ディオスは列の一番後ろに並んでいるので、順番は最後になる。しばらくはクラスメイトたちの神獣を、一心に見つめていたのだった。

　次々と能力を披ひ露ろうしていく全員が、真しん剣けんな顔だ。立派な神サ獣マ使ナいーになるという目標に向かい、ただ真まっ直すぐに進む彼女たちの姿が、ディオスには眩まぶしく映る。

　順調に順番は進み、ディオスの出番まであと少しとなった、その時。

　突とつ然ぜん「はい、テネル先生」と挙手する生徒がいた。ペディエだ。

「どうしました～？　ペディエさん～」

「ディオスさんは無理にやってもらう必要はないのでは？　それにもう、彼の神獣たちの能力は一度教室で見てますよね？　今さら同じものを見る必要はないかと」

　明らかに小こ馬ば鹿かにした発言であったが、ディオスは逆にペディエのことが心配になってしまった。神獣たちの表情が、目に見えて硬かたくなったからだ。

「ペディエ……。さすがに神獣を挑ちよう発はつするようなことは控えた方が……」

　小声で諫いさめるエンスタにも、ペディエは「ふん」と小さく鼻を鳴らすばかりだ。

　ディオスは苦く笑しようを洩もらしつつ、神獣たちの方を向く。

　ペディエに挑発されたことで、益ます々ます彼女たちはやる気になっていた。無言だが、事前大会モナーフエス寸前のような気き迫はくを感じる。

「えっと、じゃあみんな、頼たのむ」

「では、私からいきますね」

　最初に名乗り出たのはエメロードだ。彼女の掌てのひらの上では、既すでに数枚の葉がクルクルと踊おどるように舞まっている。

　エメロードは狙ねらいを定めてから、軽く手首にスナップを利きかす。

　次の瞬しゆん間かん、人形の一体がザン、と音を立てながらバラバラになり、芝生の上に転がった。

「……え？」

　クラスメイトたちは目を点にしている。

　簡単に壊こわれないはずの人形が、あっさりと細切れになってしまった。さらにはエメロードの放った葉形の刃やいばのスピードが速すぎて、視し認にんできなかったのだ。

　クラスメイトたちには、人形がいきなりバラバラになったようにしか見えなかったのだろう。

「あらあら、早さつ速そく壊してしまいました」

「わあ～凄いですねエメロードさん～。テネちゃん先生にも見えませんでした～。スッパリとした切り口が～、技の威力を物語ってますね～。でも人形はまだまだいっぱいありますので～、そこは心配しないでくださいね～」

「……じゃあ、次は私……」

　マリンが前に出て、特大の水流を放つ。

「ルヴィもー！」

　続けてルヴィも炎ほのおの玉を投げ、校庭に赤い花火を咲さかせる。

　神獣たちの能力を連続で受けた人形たちは、哀あわれなほど木こっ端ぱ微み塵じんになってしまった。

　レイナだけは「どうしよう……」とオロオロとしていたが、そのタイミングでテネルがパンパンと手を叩たたいた。どうやら披露の時間は終しゆう了りようらしい。レイナは誰だれにも気付かれないよう、ホッと胸をなで下ろした。

「わあ～。さすがは現役の神サ獣マ使ナいーと～その神獣さんですね～！」

「す、凄いです……」

「しかも、昨日見たのとは違う能力でしたよね？」

「あの人形、私は今まで一度も傷付けることができなかったのに……」

「ディオスさん、どうやったら神獣をあそこまで強くできるのですか？　共鳴術テグヴエルトのコツを教えてください！」

「私にも教えて！」

「私も！」

「え、ええ……？」

　一斉にディオスに群がってくる、クラスメイトとその神獣たち。

　中でも、神獣たちのディオスに対する興味が特に強かった。なんと神獣たちは、ディオスの体をさわさわと触さわり始めたのだ。

「男の神サ獣マ使ナいーって凄いんだねー」

「やっぱり男の人に共鳴術テグヴエルトをしてもらうと色気？　それとも艶つや？　みたいなのが出るのかしら」

「わー、ドキドキするー。私も触ってほしいかもー」

「いや、俺の体に触っても意味ないから!?」

　遠えん慮りよなくベタベタと触ふれてくる神獣たちに、ディオスは堪たまらず絶ぜつ叫きようする。

　さすがに見かねたのか、クラスメイトたちがそれぞれの神獣を呼び戻もどしてくれた。

　それでも、事態はまだ収束していない。

　クラスメイトたちは、『共鳴術テグヴエルトのコツ』とやらをどうしても聞きたいらしく、期待の眼まな差ざしでディオスの言葉を待ち続けているのだ。

　困った。ここはどう返答するべきか。

　もちろん、ディオスの共鳴術テグヴエルトのやり方を話すつもりは毛頭ない。

　見守っていたコーシカの顔が「後こう輩はいに変なことを言ったらコロス」と如によ実じつに語っているが、その点に関してはもう少し信用してほしいかな、と思う程度には喋しやべるつもりはないわけで。

　ディオスは神獣たち──特にエメロード──にも、「いらんことは言うな」とアイコンタクトを取ってから、意を決して口を開く。

「その……えっと……共鳴術テグヴエルトは、積み重ねが大事だと俺は思う。毎日の積み重ねがあるからこそ、神獣たちとの絆きずなは強くなっていくから。だから俺から言えることは、焦あせりは禁物……ってことかな？」

　自信があまり感じられない、当たり障さわりのないディオスの返答であったが、それでもクラスメイトたちは感じることがあったらしい。それぞれの神獣たちを撫なでたり、慈じ愛あいの微笑ほほえみを向けたりしている。

　ひとまず、小さな危機は脱だつすることができたらしい。ディオスは胸をなで下ろした。

「はい～、ディオスさんの言う通りです～。神獣との絆を深めていくと～、今のように～とても強力な能力に成長させることもできま～す。皆みなさんも～頑がん張ばりましょうね～」

『はい！』

　威い勢せいの良い返事をするクラスメイトたち。

　しかしペディエだけは、いつまでも悔くやしそうに眉み間けんに皺しわを刻んでいたのだった。




　攻撃系の能力を扱あつかえる神獣たちの技の披露が、一通り終わった。

　ディオスが見た中では、最初に手本を見せたエンスタの土の能力と、風の力を使ったザバルガの攻撃が、特に記き憶おくに残っている。クラスメイトの中では、あの神獣たちの能力はトップクラスだろう。

　サヴラーハは人間が苦手みたいだが、神獣のザバルガとはしっかり共鳴術テグヴエルトで絆を深めていることを実感したし、ペディエも自分で言うだけの実力はあるのだなと、改めてディオスは思ったのだった。

「では～終わった人たちは～自習です～。各自～神獣と相談するなり～、人形を活用するなりしててくださいね～」

　そう告げると、テネルは残っていたクラスメイトたちを自分の周囲に集めた。

　残っているのはレイナのように、攻こう撃げき以外の能力を持つ神獣たちだ。

「一人ずつ見ていくので～、呼ぶまで待機していてくださ～い」

　テネルの目の前にいた女生徒以外は、散会して校庭内に散っていく。

　クラスメイトの多くは、コーシカとアガートの周囲に集まっていた。どうやらつい先ほどアガートが能力を披露したようで、一気に注目の的となったらしい。

　小こ柄がらなのに胸むな元もとだけが大きいアガートのアンバランスさも、クラスメイトたちの視線を集める一因となっているようだ。「ちっちゃいのにめちゃくちゃ大きい……」といった意味深な声が聞こえるので、思春期の女子的にもそこは気になる部分らしい。

　そんな中、一人の生徒が挙手しながらコーシカに話しかけた。

「コーシカ先せん輩ぱい、実は昨日からずっと聞きたかったことがあります。あの伝説は本当なのですか？」

「ほへ？　伝説って何ですか？」

　不意打ちで少し間の抜ぬけた声を発してしまったコーシカだが、生徒は意に介かいすることなく続ける。

「コーシカ先輩は、卒業式の日に神獣との『別れの儀ぎ』を行うことを拒きよ否ひして、学院の神獣を連れたまま卒業したという伝説です！」

「ええっ!?　そ、そんな伝説になっているのですか!?」

「はい！　なんでも卒業時に新たな神獣を召しよう喚かんしなかった生徒は、コーシカ先輩が初めてだったと。それは事実ですか？」

「え、ええと……それはその…………。は、はい……」

　コーシカはモジモジとしながら、蚊かの鳴くような声で答えた。

　クラスメイトたちは「やっぱり！」「凄いです！」と一いつ斉せいに声を上げてはしゃぐ。

「なんだコーシカ。いつものようにもっと堂々と答えればいいじゃん。恥はずかしいことじゃないんだしさ」

「それが……そうでもなくて……」

「────？」

　コーシカは顔を真っ赤にしながら目を泳がせている。

「あの……ここの生徒たちが学院生活を共にする神しん獣じゆうは、学院側が召喚契けい約やくをしている、特とく殊しゆな神獣たちでして……」

「あぁ。確か昨日、そんなことを聞いたな」

「だから卒業時に、自分で新たな神獣を召喚することで、初めて神サ獣マ使ナいーとして一人前になるのです。でも私は、どうしても……どうしてもまんぷくちゃんと離はなれるのが嫌いやで……」

「え？　つまりアガートは──」

「はい、そうです……。元々は、ここの学院の神獣だったのです。でも私、まんぷくちゃん以外の神獣なんて、本当に全然考えられなくて……。そのせいで卒業時には、たくさんの方にご迷めい惑わくをおかけしてしまいました……」

「そうだったのか」

　イズグラスが昨日コーシカに対して言っていた「特殊だった」とは、そういう意味であったのか。

　言わば、学院の神獣たちは『学院の私物』に相当する。それを学院外に持ち出すために様々な手続きが取られたということは、想像に難かたくない。

「で、でも、私はあの時コーシカが一いつ緒しよにいたいと言ってくれて、とっても嬉うれしかったです。私のことを思ったあんな共鳴術テグヴエルトをしてくれたのは、コーシカだけでしたし……！」

　アガートは拳こぶしを握にぎり、コーシカに必死に訴うつたえる。

　コーシカとアガートの絆の深め方はかなり独特だ。むしろディオス並にオンリーワンなのでは……と思ったこともあるが、どうやらその考えは間ま違ちがいではなかったらしい。

　コーシカはアガートの小さな体をキュッと抱だきしめてから、再びクラスメイトたちに向く。

「でも、皆さんは安易に私の真ま似ねはしないでください……。前例がないからといって、必ずしもそれが『偉えらくて凄すごい』ことだとは限りません。この学院の神獣さんたちは、未来の神サ獣マ使ナいーの育成のためにも、とても大切な存在です」

　クラスメイトたちは、各おの々おのの神獣の顔を見る。どの神獣たちも、生徒たちに優やさしい笑みを浮うかべていた。彼女たちは誰よりも、己おのれの役割を理解しているのだ。

「……私は卒業時にご迷惑をおかけしてしまった分、立派な神サ獣マ使ナいーとして務めることを、より一層心に誓ちかいました」

　ディオスは、今までのコーシカの振ふる舞まいを思い出す。

　彼女は事あるごとに、神サ獣マ使ナいーとして責任を果たそうと動いていた。それは単に彼女が真ま面じ目めだからと思っていたのだが、ようやく本当の理由がわかった気がしたのだった。

「私、コーシカ先輩とアガートさんのお話がもっと聞きたいです」

「私もです！　お願いします！」

「私でよろしければ、いくらでもお話いたしますよ。皆さんが不安に思っていることを私が少しでも解消できるのなら、卒業生として嬉しいことはありません」

　コーシカの語りかけに真しん剣けんな顔で聞き入っていたクラスメイトたちが、次々と彼女の周囲に集まっていく。

　ディオスは邪じや魔まをしたら悪いと、静かにコーシカたちから距きよ離りを取った。

「ん……？」

　ふと顔を上げたディオスは、眉まゆを寄せる。

　校庭から離れ、校舎の一角にコソコソと近付いていく少女を発見したからだ。

　ツインテールの、小柄な少女──。

（あれは、ペディエ？）

　人間形態のエンスタもその後に付いて行っているが、あまり乗り気ではないのか、ペディエとは少し距離があいている。

（どうしたんだろう？　サボりたくなったのか？）

　それとも、先ほどの件でふててしまったのだろうか。

　しかしディオスは、ペディエが向かっている場所を見てハッとする。

　あそこは確か、近付いてはいけない教室がある校舎ではなかったか。

　ディオスは校庭を振り返る。

　テネルはまだ神獣たちの能力を見るのに付きっきりだし、コーシカもクラスメイトたちに囲まれている。レイナたちやファルルは、人形に向けて鍛たん錬れんを続ける神獣たちに励はげましの声をかけ続けている状じよう況きようだ。

　ペディエに気付いているのは、今は自分だけ。

　彼女には嫌きらわれているが、見てしまったからにはこのまま放ほうっておくわけにもいかない。ディオスはそっと彼女の後を追いかけることにした。

　ザバルガの説明では、あの『林りん檎ご』の教室で、行方ゆくえ不明になった生徒がいると聞いた。

　だが、教室で生徒が行方不明になる──という状況がディオスにはよく理解できない。

　ザバルガも七不思議の一つだと言っていたので、おそらく何らかの事実が歪ゆがんで伝えられ、そのような噂うわさになってしまったのではないか──と、ペディエを追いかけながら推測していた、その時。

「……お兄ちゃん……」

「ぅお!?」

　突とつ如じよ虚こ空くうから聞こえてきたマリンの声に驚おどろき、思わずディオスは声を洩もらしてしまった。

　慌あわてて口を押さえるが、前を行くペディエには幸いにも聞こえていなかったらしい。ペースを落とすことなく進み続けている。

「マリン……そこにいるのか？」

「お兄ちゃんが……面おも白しろい動きをしていたから……付いてきた……」

　声のした方に小声で話しかけるとマリンの声が返ってきたが、姿はまだ見えない。

「どうして姿を消したままなんだ？」

「見つかったら……先生に怒おこられそうな気がするから……。それに……あの子には良く思われてないみたい……だし……」

　どうやらマリンも、ディオスと同じ考えのようだ。

「……お兄ちゃんも……隠かくれる？」

「できるなら、頼たのむ」

「……ん」

　直後、ディオスの左手にひんやりとした感かん触しよくが広がる。マリンが手を繫つないできたらしい。まだ彼女の姿は見えないままだが。

「お兄ちゃんの周囲にも……水の膜まくを張ったから……もう大だい丈じよう夫ぶ……」

　自分では変化がわからないが、マリンの言うことを信じ、再び追つい跡せきを再開する。

　ペディエたちは既すでに『林檎』の教室の裏まで着いていた。警けい戒かいしながら周囲をキョロキョロと見み渡わたすが、ディオスたちに気付いた様子はない。

　そしてペディエは、背せ伸のびをして窓から教室の中を覗のぞいた。

　しかし窓には厚いカーテンがかけられているので、外から中の様子を確かく認にんすることはできない。

　それでもペディエは諦あきらめる様子はなく、どこかにカーテンの隙すき間まが空いていないか、頭を上下左右に動かして探している。エンスタはその後ろで、困こん惑わくしながらただ彼女を眺ながめているばかりだった。

（何か必死だな。そんなにあの中が気になるのか？）

（子供は……あぁいう得体の知れない噂が大好きだから……）

（マリンが言うと説得力があるな……）

　気付かれないよう、小声でぽしょぽしょと会話をする二人。

（でも、そろそろペディエに声をかけて戻もどらせた方がいいかもな。授業中だし）

（そうだった……。忘れてた……）

（よし。じゃあもう少し近付いてから解除してくれ）

　ディオスの要求通り、ペディエに近付いてからマリンは水の膜を消しよう滅めつさせる。

　いきなり近くに現れた二人に、ペディエとエンスタは「ひゃっ!?」と小さな悲鳴を上げて互たがいに抱き合った。

「ここは校庭じゃないだろ？　自主練をやっているわけじゃなさそうだし、戻ろうか」

　あえて『林檎』の教室のことには触ふれず、ディオスはペディエに促うながす。

　ペディエは苦々しい顔でしばしディオスを見つめていたが──。

「あ～～～！　いけませんよペディエさ～ん！　ディオスさ～ん！」

　突とつ然ぜん聞こえたテネルの大声に、全員がビクリと肩かたを震ふるわせた。

　テネルは大きな胸を揺ゆらしながら、ディオスたちに向かって走ってくる。校庭からこの校舎までそこまで離れていないので、やはり見つかってしまったらしい。

「そこは～、立ち入り禁止の教室の前ですよ～。近付いてはいけません～。ましてや今は授業中ですよ～。勝手な行動は慎つつしんでください～！」

「……はい。すみませんでした」

　何か反論するかと思われたペディエだが、おとなしく一礼してからテネルの言うことに従い、エンスタと共に芝しば生ふの校庭へと戻っていく。

　ディオスもその後に続こうとした時、テネルに肩を摑つかまれた。

「なっ、何か？」

「ディオスさんたちも～、あそこには近付かないでくださいね～」

「どうしてですか？」

　ディオスは率直に聞いて見る。もしかしたらテネルなら何か答えてくれるかもしれない、と思ったからだ。しかし──。

「私もよくわからないのですけど～悪いジンクスみたいなものですね～。あそこに近付くと～、なぜか良くないことが起こっちゃうというか～」

「そうなのですか……」

　返事をしながら、ディオスは激しい違い和わ感かんを覚えた。

　確かにザバルガは「先生にも注意される」とは言っていたが、ただの噂を教員がそこまで気にするものだろうか。しかも、今の説明もオカルトじみた曖あい昧まいなものだった。

　そもそも、どうして教室が立ち入り禁止になっているのだろうか。

　疑問は尽つきないが、今はこれ以上聞いても無意味だろう。ディオスとマリンは、皆みんなの所へ戻るしかなかった。

「う～ん、これは困りましたね～……」

　一方、テネルは戻っていく彼らの後ろ姿を見つめながら、眉み間けんに皺しわを寄せるのだった。




　全すべての授業を終えた、放課後。

　昨日と同じように、ディオスはクラスメイトたちに囲まれていた。

　話題はやはり、神獣たちの制服についてだ。朝はほとんど時間がなかったので、どうやら皆、この時までじっくりと聞く機会を窺うかがっていたらしい。

「ルヴィさん、制服が似合っているのでめちゃめちゃ溶とけ込んでますよね。神獣だと言わなかったら、普ふ通つうにここの生徒に見えます」

「えへへ。ありがとー」

「マリンさんもです！　後こう輩はいのようでとってもトキメキます！」

「…………嬉しい……」

「エメロードさんはもう……全てが反則ですよね」

「あらあら。うふふ」

「レイナさんの尻尾しつぽがたまらんです……。モフらせてください！」

「ええっ!?　いや、尻尾はちょっと──ひゃぁん!?」

　と、非常に賑にぎやかだ。

　神獣たちが楽しそうにしていると、やはりディオスも嬉しい。

　和気あいあいとした様子をしばらく眺めていたが、ディオスはふとあることを思い出した。

「あ、そうだ。ちょっとみんなに聞きたいことがあるんだけど。別のクラスにメルアって名前の子がいると思うんだけど、どういう子？」

「メルアさん？」

　ディオスの唐とう突とつな質問に、神獣たちと触れ合っていたクラスメイトたちは一いつ斉せいに静かになる。

「私知ってる。『杖つえ』のクラスの子だよ」

「『杖』のクラスって別校舎だよね。だからあまり見ないよね」

「それで、その子がどうしたんですか？」

　うっ、とディオスは言葉を詰つまらせる。いくら何でもストレートに聞きすぎた。レイナがディオスだけに聞こえる声で「焦あせりすぎ」と呟つぶやくが、まったくもってその通りだ。

「いや、昨日の昼休みにちょっと話をしてさ……」

「えっ、それってまさか…………。一ひと目め惚ぼれってやつですか!?」

　キャーッと一斉に甲かん高だかい声が上がる。

　さすが十代の女子たち。この手の話題の食いつき方が凄すごい。

「べ、別にそういうわけでは──」

　むしろ、血の繫がった双ふた子ごの兄妹きようだいなのだが──とはさすがに言えなかった。それはそれで、また別ベクトルに盛り上がってしまう気がする。

「そういえばディオスさんは、メルアさんと同じ髪かみ色ですよね。やっぱり自分の髪色と同じ人が好みなのですか？」

「髪色とか、気にしたことないよ」

「じゃあやっぱり、顔が好みだったとか？　それとも性格？」

「だから、好みとかじゃなくて──」

「あ、よく見たら、メルアさんとディオスさん、ちょっと似てるかも？」

　鋭するどい。ディオスの背に冷たい汗あせが伝う。

　同性の双子ではないので瓜うり二ふたつ、ということはない。子供の頃ころはもう少し似ていたと思うのだが、今は体形からして全然違ちがう。それでも、顔の一部分や雰ふん囲い気きは、どうしても似ている部分があるのだろう。

　ここでメルアと兄妹だということがバレると、後々面めん倒どうなことになるのは確実だ。何とかして誤ご魔ま化かさないと。

「えっと、その、単純にどんな人かなーと気になっただけで……」

　ディオスは、自分の噓うその下手さに泣きたくなった。これでは何も誤魔化せていない。

　それでも純じゆん粋すいなクラスメイトたちは、自分の脳に蓄ちく積せきされているほんの少しのメルア情報を、懸けん命めいに思いだそうとしてくれている。

　ディオスは初めて、少女たちの無む垢くさに感謝した。

「そうねえ。クラスが違うからよく知らないんだけど。割と頻ひん繁ぱんにウロウロしてるよね」

「あ、確かにそうかも。別の校舎の子は教室を移動する時くらいにしか見ないんだけど、あの人は昼休みにこっちの校舎でも見かけることが結構ある」

「連れている神しん獣じゆうが大きいから目立つんだよね。あの狼おおかみ型の神獣、凄くモフモフしてみたい……」

「私もそれ思った。あれはモフりたいよね。顔を埋うずめてみたい」

「うーん……。私たちが知っているのはこれくらいかな。いっそのこと、直接お話してみたらどうですか？」

「そうですよ。まずはお話しないと恋こいは始まりません！」

　きゃあきゃあと、そこで勝手に盛り上がるクラスメイトたち。どうやら完全に誤解されてしまったようである。だがここで訂てい正せいをするとボロが出そうなので、ディオスはあえて黙だまっておくのだった。

「ええと……。また機会があれば声をかけてみるよ。ありがとう」

　ディオスは礼を言ってから、神獣たちと共にそそくさと教室を後にした。あのまま恋れん愛あいの話を続けられるのは、さすがにたまらなかったのだ。

　部屋へと戻る道すがら、一つだけ得られたメルアに関する情報を思い返す。

「学校中をウロウロしている、か……」

「やはり、何か目的があるのでしょうか……」

「さあな……」

　難しい顔でディオスは小さく呟いた。




　ディオスに群がってくるクラスメイトたちを振ふり切り、図書室へとやって来た一行。

　昼休みの時と同じように図書室の中はがらんとしており、生徒の姿は見えない。

「何でここまで人がいないんだろうな。静かだし、勉強もはかどりそうなのに」

　ズラリと並ぶ本を前にディオスが呟くと、神獣たちも首を捻ひねった。

「確かに、昼の時もサヴららたちしかいなかったね」

「皆みなさん忙いそがしいから、とは仰おつしやっておりましたが、神サ獣マ使ナいーとして役立つ知識が全く得られない──というわけではないでしょうしねえ……」

「関係あるかはわからないけど、ちょっと寒気がするのよね、ここ。それに暗いし……」

　レイナは自分の体を抱だき、ブルッと体を震わせる。

「もしかしてレイにゃん怖こわいの？　って言いたいところだけどマジそれな。涼すずしいを通り越こして寒いし。気温的なものじゃなくて、何ていうか、悪お寒かん？　的な？」

「やっぱり、ルヴィも同じように感じてたんだ」

「……でも……この湿しつ度どと暗さ……私はちょっと……落ち着く……」

「そういえば、この図書室はあの『林りん檎ご』の教室の真上に位置していますよね。何か関係があるのでしょうか」

　エメロードの言葉に、ディオスや神獣たちの顔が若じやつ干かんこわばる。

　生徒が行方ゆくえ不明になったという噂うわさがある、開かずの教室──。

「もしかして、『林檎』の教室の真上にあるこの図書室に行くと呪のろわれる──とか？」

　レイナが呟くと、神獣たちは息を吞のんだ。神獣といえども、そういう話はちょっと苦手らしい。

「いやいや、みんな考えすぎだって。俺は特に何も感じないし。ちょっと暗いとは思うけれど」

「それは、ディオっちが鈍にぶいからじゃ……？」

　その直後だった。

　突然、図書室の扉とびらがバン、と音を立て、勢いよく開いたのだ。

「ひいっ!?」

　神獣たちは思わず小さな悲鳴を上げる。

　──が、そこに立っていたのは、肩かたで息をするファルルだった。

　一斉に脱だつ力りよくする一行。

　ファルルははディオスの姿を確かく認にんすると、ぱあっと笑え顔がおになった。

「いたいた！　捜さがしたんだよディー君！」

「ファルル！　お、驚おどろかせないでよ！」

「んっ？　どしたの？」

　きょとんとするファルル。神獣たちは一から説明するのも面倒だったのか、小さくため息を吐つくばかり。それについては流すことにしたらしい。

「……よくわかんないけど、まぁいいや。それよりもディー君、ちょっと手を借りてもいいかな？」

「どうした？」

「先生たちが倉庫から教材を運ぼうとしているらしいんだけどさ、異様に重たいから手伝ってもらえたらなって」

「それは構わないけど──」

　しかしディオスの前に、エメロードが立ち塞ふさがった。

「それなら、私が代わりに行きます。私の蔦つたなら重い物でも楽勝ですよ？　ご主人様はここにいてください」

「え？　でも──」

　エメロードは、ディオスの唇くちびるに指を一本押し当てながら続ける。

「ご主人様がこの学院にいられる時間は限られています。ご主人様は今、この図書室で少しでも神サ獣マ使ナいーについての知識を得ようとしているのでしょう？　だから、ちょっとでも時間を無む駄だにしてほしくないのです」

「エメロード……」

「そういうことなら、ルヴィも行って手伝うよ。役に立つかわかんないけど」

「わ、私も」

　ルヴィとレイナも名乗り出る。マリンもそれに続こうとしたところで、しかしルヴィがマリンの頭にポンッと手を置いた。

「マリぴっぴは留守番シクヨロー」

「……え？」

「だってー、神獣全員がディオっちから離はなれることになるじゃん？　まぁまず何もないと思うけど、万が一ってこともあるし」

「それに、マリンもここの本を気に入っていたみたいだしね。私は全然ダメ。人間の文字も読めないことはないんだけど、たくさん並んでいると眺ながめてるだけで頭が痛くなっちゃう」

「……レイナ……」

　みんな、ここにあまりいたくないから──という理由も八割くらいは占しめていそうだが、ディオスはあえて追つい及きゆうしなかった。たぶん言っても無駄だろうから。

「うふふ、そういうわけで、ファルルさんには私たち三人がお供します。それで良いですよねご主人様？　ファルルさん？」

「あ、あぁ」

「確かに非力なディー君より、エメロードちゃんたちの方が頼たよりになるかもね……」

　その言い方はちょっぴり傷ついてしまうが、事実なだけに反論できない。

「じゃあディー君、ちょっとばかりみんなを借りるねー」

　マリンを除く神獣たちは、ファルルと共に図書室から出て行くのだった。

　後に残されたディオスとマリンは、顔を見合わせる。

「何だかマリンに体ていよく押し付けた気もするんだが──大だい丈じよう夫ぶか？」

「……うん……私は……平気……。それに……本を読みたいし……」

　ひとまず、ディオスの時間を無駄にしたくない、という神獣たちの厚意は本物だろう。

　ならば、やるべきことは一つ。

「よし、読書を始めるか。マリンは昨日、動物図ず鑑かんを見ていたよな。今日も見るか？」

「……うん……」

　二人は本ほん棚だなの一角に移動する。

「えっと確か──あった、図鑑コーナーはこの辺か。しかし、マリンが本が好きだなんて意外だったな」

「難しい字は読めないけど……なんとなくわかるから……。絵が付いていると……見ているだけで楽しいし……」

「そうか。だったら学院を出た後、何か本を買ってあげるよ。絵本ならマリンでも簡単に読めるだろうからさ」

「え……本当？　ありがとう……お兄ちゃん……！」

　マリンは満面の笑みをディオスに向ける。

　滅めつ多たに見ることができないマリンの笑顔に、ディオスは思わず彼女の頭を撫なでてしまうのだった。

　気を取り直し、ディオスは再び本棚へと向く。改めて背表紙を一通り眺めたディオスは、知らず感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらしていた。

「植物図鑑に人体図鑑──こっちには魔ま物もの図鑑まであるのか。わ、神獣図鑑もある」

　思わず神獣図鑑を手に取り、パラパラと捲めくってみる。

　これまでに現存していたと想おもわれる神獣が、絵と解説と共に掲けい載さいされていた。属性ごとに分けられているが、ディオスの神獣たちと同じ姿のものはいない。神獣たちの姿は実に様々なのだなと、その僅わずかな間に思うのだった。

「……お兄ちゃん……」

　マリンの呼びかけにディオスはハッと我に返る。マリンのことはそっちのけで、思わず見入ってしまった。慌あわてて図鑑を本棚に戻もどす。

「あ、ごめん。それでマリンは動物図鑑だったな。ええと──」
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　再び本棚に手を伸のばす。が、突とつ然ぜんマリンがディオスの手首をがしりと摑つかんだ。

「ん、どうした？　やっぱり違ちがうのにする？」

「……お兄ちゃんは……私のこと……どう思ってる……の？」

「──────へ？」

　唐とう突とつすぎる質問に、ディオスは咄とつ嗟さに答えることができない。

　マリンはディオスの顔をジッと見つめ続けている。いつもの眠ねむそうな目に、真しん剣けんさを湛たたえて。

「大切な、俺の神しん獣じゆうだよ」

　質問の意図はよくわからないが、ディオスも努めて真剣に答えた。

　しかし、なぜかマリンはその返答に満足しなかったらしい。小首を傾かしげながら続ける。

「……それだけ……？」

「ううんと、それだけ──じゃないな。とても感謝してる。マリンの能力には本当に何度も助けられているから。あとは……神獣だけど、既すでに家族の一員みたいというか」

　ディオスは包み隠かくさず、素す直なおに想いを告げる。同時にそこまで言ってから、ふとある疑問が頭を掠かすめた。

「今さらだけど……。どうしてマリンは俺のことを『お兄ちゃん』って呼ぶんだ？」

　思えば召しよう喚かんした直後から、彼女はディオスのことをそう呼んできた。

　マリンは、口の端はしに小さな笑みを浮うかべるだけ。

　答えたくないのだろうか。それとも、特に意味はないのだろうか。

　大きな反応を示さないマリンに、少し困こん惑わくしながら首筋を搔かいた直後。

「……求めてるように……見えたから……」

　マリンの発した言葉に、ディオスは思わず硬こう直ちよくしてしまった。

「────え？」

「瞳ひとみの奥に……神獣わたしたちじゃない……誰だれかがいるように見えたから……求めているように……見えたから……」

「………………」

　マリンの返答に、ディオスは言葉を失ってしまった。

　それは、自分でもまったく無自覚だったこと。

　しかし、言われて気付いた。彼女の言葉は、正せい鵠こくを射ていた。

「そう、か……。失ったと思っていたメルアの姿と、幼いマリンの姿を、俺は自分でも知らない内に重ねていた……のか……」

　肌はだに感じるのは、硝子ガラスのように冷たい空気。

　ディオスが長年抱いだいてきた『メルアに会いたい』という願望は、ダムの水のように溜たまっていて──。スリアンヴォスが開かい催さいされるこの年に、願望という名の水位は危険水域を越こえてしまっていた。

　そして知らず洩れていたその想いを、マリンは敏びん感かんに察知していたのだ。

　マリンはメルアではない。

　そのようなこと、当然のようにわかっている。

　それでも心の奥底に抱いた想いには逆らえず、身近に『妹』に近い存在を求めていた。

　おそらく共に過ごすことで、『あの時』のことを許されたかったから──。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたディオスの顔を、マリンはいつもの無表情で下から覗のぞきこむ。

「……それで……妹が生きていることがわかって……今はどう思ってるの……？」

　改めて問うマリン。ようやく、彼女の質問の意図が理解できた。

「そう、だな……。それでも、マリンが俺の大切な神獣だということは変わらないよ。マリン、今まで気付かなくてごめんな……。そして、本当にありがとう……」

　ディオスはマリンの手を両手で包むと、祈いのるように顔の前まで持ってくる。

「謝る必要は……ないよ……」

「こんな情けない俺だけど、これからも神獣として力になってくれるか？」

「……そんなの……当たり前……。それに……お兄ちゃんは……情けなくない……格好良い……」

「ははっ。そんなことを言ってくれるのはマリンだけだよ。ファルルなんてすぐに俺のこと『弱っちい』って言うんだもんな。俺だって、子供の頃ころよりは強くなってるんだけど」

「……お兄ちゃん……私たちを召喚してからも……強くなってるよ……」

「だろ？　今度ファルルに言ってやってくれよ」

　ようやく、いつもの調子が戻ってきた。マリンも小さく笑っていたが、ふとその顔から笑えみが消える。

「マリン？」

「……お兄ちゃん……あのね……私は……」

　そう言うとマリンは、ディオスの目を真まっ直すぐに見つめる。

　無言のまま見つめ合う二人。

　何だか、マリンの雰ふん囲い気きが変わった。少し、大人びて見える。

　マリンはディオスの手を取ると、今度は自分の胸に当てさせた。

「──ッ!?」

「……お兄ちゃん……」

　ポタポタと、マリンの足あし下もとに水が滴したたり落ちていく。

　ディオスの掌てのひらから伝わってくるのは、ほのかな柔やわらかさと速い鼓こ動どう。

「いや、マリン……あの──」

　さすがにディオスもわかった。これは、共鳴術テグヴエルトを誘さそってきている。

「………………好き……」

「────!?」

　それは、神獣としてという意味だろうか。家族のような存在としてという意味だろうか。

　それとも──。

　ディオスが頰ほおを赤く染め、さらに困惑を顔に滲にじませた時だった。

「あっ……？」

　突とつ如じよ横から聞こえてきた第三者の声に、二人は同時に肩かたを震ふるわせる。

　振ふり返ったその先には、数冊の本を胸に抱かかえたサヴラーハがいた。

　ディオスの顔から、瞬しゆん時じに血の気が引く。

　脳のう裏りに浮かぶのは「学院内で共鳴術テグヴエルトは禁止です！」と眉まゆを吊つり上げたコーシカの顔。

　もしかしなくても、これは最悪な状じよう況きようというやつなのではなかろうか──。

「えっと……その……どうやらお邪じや魔まだったみたい？」

　ザバルガが困惑しながら言うと、サヴラーハは顔を真っ赤に染め、本棚の死角にサッと身を隠した。

「いや、何か誤解しているみたいだけど違う！　違うから！」

　ディオスは慌てて二人の後を追いかける。

「…………誤解じゃない……のに……」

　その場に佇たたずむマリンは、寂さびしそうにポツリと呟つぶやくのだった。




「いやあ、驚おどろいた驚いた」

　テーブルに移動した一行。ザバルガはサヴラーハの肩からのそのそと下りながら、些いささか陽気に呟いた。

　二人には「あれは本を取ろうとしたディオスの手が、タイミング良く振り返ったマリンの胸に当たった」というちょっと苦しい言い訳をしたのだが、それでも二人は信じてくれたようだ。

　まあ、人間と神獣がいかがわしい関係になる──という考えが、彼女たちの頭の中にはそもそも存在していないのだろう。

　マリンもディオスが問題行動を起こすとマズいことはわかっているのか、特に反論もせずにディオスの言い訳を肯こう定ていして、ひとまずこの話題は収束した。

「ところでサヴラーハは、ここで何か勉強しようとしているのか？」

「うーんと、そんなところね。この子、とにかく神獣のことについては片かたっ端ぱしから知りたいみたいだし」

「勉強熱心だよなぁ。俺も見習わないと」

　ザバルガとディオスが会話する横で、サヴラーハは俯うつむいている。しかしそれは、褒ほめられて照れくさそうな雰囲気ではない。

「……どうしたの……？　何か、言いたいことが……あるの？」

「……マリンちゃん……あ、あの……私……し、調べていることがあって──」

　そのタイミングで、また図書室の扉とびらが開いた。

　神獣たちが戻ってきたのか──と思ったディオスだが、扉の前に立つ人物を見て目を丸くしてしまった。

「あ、ペディエ……」

　驚いたのはペディエも同じだったらしい。

　ペディエはしばらく固まったまま、ディオスとサヴラーハを交こう互ごに見比べていた。

「──っ！　サヴラーハ！　どうしてこの男と一いつ緒しよにいるのよ!?」

　ようやく我に返ったペディエは、小さな肩をいからせながらサヴラーハの前に移動する。

「……ペディエちゃん……あの──」

「ディオスとは、たまたまここで会ったのよ」

　ザバルガが言うと、ペディエはディオスに振り返り、キッと睨にらんだ。

「……一緒にいたくない。帰るわ。サヴラーハ、あなたも今後はこの男に近付かないようにして」

　そう言い捨てると、ペディエは足早に図書室から去って行く。

　そういえば、サヴラーハとペディエの二人は友達だと言っていたか。

　隣となりのサヴラーハを見ると、いつにも増してしょんぼりとしている。

　もしかしなくても、これから二人で共に過ごす予定だったのだろう。それを思うと、少し悪いことをしてしまった気がする。

　とにかく、ペディエにはさらに嫌きらわれてしまったようである。

　ディオスは痒かゆくもない頭を搔き、開かれたままの扉を見つめるのだった。




　その日以降、放課後になるとディオスは図書室に通った。

　しかしマリン以外の神獣は、暇ひまを持て余すからと、その間だけはファルルやコーシカの許もとに行って時間を潰つぶしていたが。

　ディオスはとにかく、目に付いた本を手に取っては読む、という行こう為いを繰くり返していた。

　多いのは、神サ獣マ使ナいーと神獣との日々を綴つづった伝記である。色々と読んでみたが、ディオスのように人間形態になった神獣と絆きずなを深めていた者は、未いまだ見つけられていない。

　ディオスが熱心に本を読んでいる間、マリンは、サヴラーハの隣で本を読んでいた。

　マリンがサヴラーハとさらに親密になっていく一方、あれからペディエが図書室に現れることはなかった。教室でも会話を交かわしている様子はない。

「……そういえば……サヴラーハは……ここで何を調べていたの……？」

　ふと、思い出したようにマリンが呟く。

　サヴラーハは一瞬目を丸くすると、ザバルガの顔を見た。

「私たち学院の神しん獣じゆうは、生徒たちの人間関係にまで口を出さない。そういう契けい約やくだから」

　何やら意味深なことをザバルガが言うと、サヴラーハは小さく頷うなずいてから再びマリンを見た。

「……あの、私、疑問に思っていることが……あって」

　そう言うとサヴラーハは席を立ち、本ほん棚だなから一冊の本を手にして戻もどってくる。

「え、えっと……この本は、学院の歴史を綴った本の内の、一冊なのだけど……」

　パラパラと本を捲めくっていたサヴラーハは、とあるページを開いてマリンに見せる。

「……この頁ページは、学院の存在について簡潔に説明してあるんだけどね……『神サ獣マ使ナいーを育成する機関。始まりの神しん殿でんの封ふう印いん』って書いてあるの……」

「始まりの神殿の……封印……？」

　神獣界でも聞いたことのない単語に、マリンは首を捻ひねる。

「……この『始まりの神殿の封印』について書いてあるのは、今のところこの本のこの行だけ……。でも、何か気になって……」

「それで……他ほかの本にも書かれていないか……調べていた……？」

　サヴラーハはコクリと頷く。

「あのね……これは、私の勝手な予想なんだけど……。ガルフネーデ様は、神獣界で神獣を作ったという伝承で、教科書にも載のっている……。でも、私……本当は……違ちがうんじゃないかなって……思ってて……」

「…………!?」

　サヴラーハの言葉には、さすがにマリンも驚きを隠かくせなかった。

　いつもの眠ねむそうな目を極限まで見開いた彼女を見たサヴラーハは、慌あわてて両手をパタパタと振る。

「あっ、あの……これは本当に、私の勝手な予想だから……。し、神獣に言うことじゃないよね……ご、ごめんなさい……。え、えっと、このことは、ディオスさんにも、内ない緒しよにして……」

「……う、うん……」

　動どう揺ようするサヴラーハに頷くマリンだが、しばらくは心ここにあらずといった様子だった。







　それから数日間は、特に問題もなく過ぎていった。

　調理実習で作ったクッキーを、クラスメイトのほとんどの子がディオスに渡わたしに来たり、体育の授業前に着き替がえているクラスメイトたちにエメロードがセクハラをして、コーシカに怒おこられたり──という出来事もあったが、基本的には平和な日々だった。

　ディオスたちにとっては──。




　喧けん噪そうが遠くに聞こえる校舎の隅すみの一角で、サヴラーハはペディエと向かい合っていた。

　ペディエは腕うでを組んだ状態で、サヴラーハに鋭するどい視線を送っている。

「ねえ……。ここんところ、放課後はずっとあの男といるみたいだけど？」

　静かな声こわ音ねで問いかけるペディエに、サヴラーハはピクリと肩を震わせる。

「あの男に喋しやべってないでしょうね？　『あのこと』」

「え……あの…………」

「なっ──!?　もしかして喋ったの!?」

「う、ううん。ディオスさんには……い、言ってない……」

　首を横に振るサヴラーハだが、ペディエは彼女の返答が気に入らなかったらしい。眉まゆ尻じりがさらにつり上がった。

「つまり、あいつの神獣には言ったってこと？」

「…………」

　この無言は肯定だと断定したペディエは、奥歯を強く嚙かむとサヴラーハを睨み、踵きびすを返し去って行く。

　後に残されたサヴラーハは、その場から一歩も動けないでいた。

「私たち学院の神獣は、人間関係については口を出さないっていう契約だけど」

　ザバルガはそう前置きしてから、それでもサヴラーハに尋たずねた。

「追いかけなくていいの？」

「…………」

　ザバルガの言葉に、サヴラーハは唇くちびるを嚙んでただ俯くのだった。




　そして、ある日の昼休み。

　ファルルはテネルに頼たのまれた資料を取りに行くため、一人実験室へと向かっていた。

　すっかり手伝いも慣れてきたのか、鼻歌交じりで上じよう機き嫌げんに廊ろう下かを歩いてる。が、突如ピタリと鼻歌も足も止まった。

　彼女の目は、ある人物を捉とらえていた。

「……噓うそ。メルアちゃん……？」

　両手で廊下の窓に張り付き、かの人物を注視する。

　やはりメルアだ。他人の空似ではない。

　メルアは大きな狼おおかみ型の神獣を引き連れ、とある校舎の隅の方を行ったり来たりしている。

「た、大変だ……！」

　ファルルは窓から離はなれ、その場から猛もうスピードで離れるのだった。




「ディー君！　ディー君！」

　血相を変えて食堂に飛び込んできたファルルに、食事をしていたディオスたちは目を白黒させる。

　ファルルはディオスの前まで来ると、テーブルにバン！　と両手を突ついた。

「た、大変なんだよ！」

「どうした!?　何があったんだ？」

「メルアちゃんがこの学院にいる！」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、ディオスは口の中だけで「あ」と呟つぶやいた。

　そういえばファルルには、まだそのことを言っていなかった。

「ファルル……。ちょっとこっちに来てくれ」

「うん……あれ……？」

　その話題は穏おん便びんにいきたい。だが既すでに注目を集めていたので、ディオスはファルルを連れて席を立つ。

　ファルルはディオスの反応が淡たん泊ぱくだったことに意表を突かれたのか、先ほどまでの勢いがすっかり萎しぼんでしまった。

　ディオスは廊下に出ると改めてファルルに向き直り、申し訳なげに眉まゆを下げた。

「その、メルアのことは俺も知っているんだ。実は初日に会ってさ……」

「ええええええっ!?　何それ!?　どうしてそんな大事なことを教えてくれなかったのさ!?」

「いや、本当にごめん……」

　単純に言うと、忘れていた。

　学院に来てから、ファルルとはあまり会話をする機会がなかったことも一因ではあるのだが。

　ファルルはディオスの腹や腕を軽く小こ突づき続けながら「もう、もう、酷ひどいよディー君！」とふてくされている。彼女の態度に、ディオスの中で一気に罪悪感が広がるのだった。

「悪い。本当に悪かったって……」

「むぅ～～～。この件は、絶対何かで返してもらうからね！」

「じゃあ、お前が落としたお金の件でチャラにしてくれ」

「はうッ!?」

　ファルルはヨロヨロとふらめいてしまった。バハル・シエロの滞たい在ざい時、ディオスがずっとお金を立て替かえていたので、そのことに関しては耳が痛いらしい。

「ううぅ……わかったよ……」

「それで、どこでメルアを見たのか教えてくれるか？」

　気を取り直してディオスが聞くと、ファルルは戸と惑まどいながら窓の外を指さした。

「あの校舎の端はし──ほら、校庭に近い場所だよ。ディー君も『開かずの教室』のことは聞いているよね？」

「あぁ、知っている」

　やはりあそこか──。

　ディオスは一人納なつ得とくする。

　最初にメルアに会った時は件くだんの教室のことを聞く前だったので気付かなかったが、思い返してみると、あの教室の近くでメルアに声をかけられた気がする。

　あの教室には、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが欲ほしがる何かがあるのかもしれない。

「どうする？　行ってみる？」

　ファルルの提案に、しかしディオスは首を横に振ふる。

「見る限り今はいないみたいだ。でも、教えてくれてありがとうファルル」

　ディオスはしばらくの間『開かずの教室』をじっと見つめるのだった。




　放課後。

　人気のない東の校舎を歩く、一人の少女の姿があった。

　ツカツカと不ふ機き嫌げんそうに廊下を歩いているのは、ペディエ。彼女のムスッとした横顔を肩かたから眺ながめていたエンスタは、不安そうに彼女に話しかける。

「ペディエ……。あなた、あの男の神サ獣マ使ナいーが来てから何か変ですわ」

「……そんなの、私だってわかってる」

「だったら──」

「わかってるけど！　私は悔くやしいの！」

　ペディエは立ち止まり、声を張り上げた。

「神サ獣マ使ナいーになることを半ば義務付けられた家で、私もお姉様たちも、今まで必死になって勉強してきた！　それなのに、私たちはこんなに神サ獣マ使ナいーになるのに必死になっているっていうのに……！　あの男は何の脈みやく絡らくもなく、ある日突とつ然ぜん神サ獣マ使ナいーになってしまったなんてふざけてる！　しかも四体もの神しん獣じゆうを召しよう喚かんできてしまったとか！　私には到とう底てい納得できないの！」

　感情を爆ばく発はつさせるペディエに、エンスタは目を白黒させている。

「それに、それにっ！　サヴラーハまで私から取っちゃうなんて酷い……！」

　彼女の目は潤うるんでいた。それは、エンスタが今までに見たことのないペディエの姿だった。

　エンスタは人間形態に変身すると、肩で大きく息をするペディエを、後ろからそっと抱だきしめる。

「落ち着いてくださいませ、ペディエ。サヴラーハは、クラス委員としてあの男に付き合っているだけですわ。それにあなたは間ま違ちがいなく、優すぐれた神サ獣マ使ナいーですわ。まだ十一という年ねん齢れいを感じさせないほどの」

「…………」

　ペディエは答えない。溢あふれ出てこようとする涙なみだを堪こらえているのか、小刻みに体は震ふるえている。

「あの男のことは気にしなくていいですわ。あなたはあなた。比べる必要はありません。それに、あの男が学院にいる期間は短いと言っていたでしょう？　直にサヴラーハとも仲直りできますわ」

　ペディエは自分の胸に回されたエンスタの腕に、そっと触ふれながら口を開く。

「もう、いい……。サヴラーハなんて、もう知らない……」

「ペディエ……」

「エンスタ。私は、この学院に隠かくされた事実を明らかにしてみせる。そうしたら、みんなだってあの男だって、私のことを見直すに決まってるんだから」

　涙で潤んだその目には、強い決意が湛たたえられていた。

「──っ!?　何を考えているのですかペディエ!?」

「エンスタは気にならない？　あの『開かずの教室』に何があるのか」

「それは……。でも、前に一度コッソリ入りましたでしょ？　その時には何もありませんでしたわ」

「何か見落としているかもしれない」

「お願いですペディエ。それは考え直してくださいませ。そのようなことをしても、あなたの評価は上がりませんわ！」

「やってみないとわからないじゃない！」

　ペディエはエンスタを振りほどき、一人で廊下を駆かけだしていく。

「そんな……どうしてしまったのですかペディエ……。あなたらしくありませんわ……」

　不安げにポツリと洩もらしてから、エンスタはペディエの後を追いかけるのだった。




　その日の夕刻──。

　いつもは平和な学院内が、騒そう然ぜんとなっていた。

　ペディエとエンスタが、行方ゆくえ不明になってしまったというのだ。

　同室の生徒たちが、いつになっても寮りように戻もどって来ないペディエのことを聞いて回る内に、その情報は瞬またたく間まに拡散してしまった。

　学院中の生徒や職員が、二人を捜さがすために走り回った。もちろん、ディオスや神獣たちも捜そう索さくに加わった。

「もしかしたらこれ、あの『開かずの教室』の噂うわさと同じ状じよう況きようなんじゃ……」

　捜索の間、ディオスは生徒たちからそのような声を何度も聞いた。

　確かにペディエは『開かずの教室』に興味を持っている素そ振ぶりがあった。

　教師たちもそのことは把は握あくしていたらしい。だから教師たちだけで『開かずの教室』に入る──という方法まで取られた。

　野次馬を必死に遠ざけながら行われたこの捜索でも、しかし二人を見つけることは叶かなわず──。

　生徒たちは不安に押し潰つぶされそうになりながら、ついに就しゆう寝しん時間を迎むかえたのだった。




　テネルを始めとする学院の教師たちは、学院長室──イズグラスの許もとへと集つどっていた。

「学院長様……どうしましょうか……」

「そうですね……」

　イズグラスはそれ以上言葉を発しない。心労からか、かなり表情も暗かった。

「テネル先生。ペディエさんの行動に何か心当たりは？」

　他ほかの教師が聞くと、テネルは深く息を吐つきながら肩を落とした。

「『開かずの教室』に～、興味を持っていたみたいです～……」

「やはりあそこなのか……」

　テネルの返答に、空気がさらに重くなる。

「生徒たちの中に、『開かずの教室』に張っていた結界をわざわざ破って侵しん入にゆうしている者がいた。それ自体は毎年のことですし、結界もその都度張り直していたので特に驚おどろくことではありません。ですがそのせいで、『あれ』を封ふう印いんしている結界までもが少しずつ弱まっていた──というのが一番高い可能性でしょう」

「つまりペディエさんは──」

「おびき寄せられてしまった、あるいは、吞のみ込まれてしまった──。どちらにしろ、学院中を捜しても、彼女は見つからないでしょう。そして今後の安全のためにも、『開かずの教室』内部の弱まった結界を、新たに張り直す必要があります」

「つまり、それは……」

「残念ながら──。彼女を救出する手立てはありません……」

　イズグラスの言葉に、教師たちは沈ちん痛つうな面おも持もちで俯うつむくしかなかった。




　酸ほお漿ずきのように赤ばんだ、不気味な半月が昇のぼった頃ころ。

　校舎の屋上に佇たたずむ、二人の影かげがあった。

　メルアと、人間形態になったレアンロアだ。

　まるで騎き士しを彷ほう彿ふつとさせる格好をしているレアンロアの金色の頭には、神獣形態と同じ狼おおかみの耳が付いている。

　二人は同時に、ある場所へ視線を注いでいた。

「あのチビッコのおかげで、結界の綻ほころびを見つけることができたわ。ようやく何とかなりそうね。……ここまで本当に長かった」

　嘆たん息そくするメルアを、レアンロアは横目で見やる。

「……一年ちょっとか」

「そうね。結構長い潜せん入にゆう生活になってしまった。あなたを学院の神獣として召喚させる細工は本当に大変だったけど、その苦労もあと少しで報むくわれるってもんだわ」

「苦労したと言う割には、それなりにここでの生活も楽しんでいるように見えたが」

「そりゃ、まぁね。組織との二重生活は大変だったけど、あそこと違ちがってここでは素すの自分でいられたし。勉強も意外と楽しかったわ。それに──」

　メルアは言葉を途と切ぎれさせ、そこでフッと小さく笑う。

「どうした？　兄のことか」

「……あなたって本当に察しが良くて、ちょっと嫌きらい」

「なら、私は帰った方がいいか？」

「いいえ、あなたの能力は大好き。……お願いできる？」

「心得た」

　レアンロアは短く返事をすると、屋上からふわりと飛び降りる。一いつ拍ぱく遅おくれて、メルアもその後に続いた。

　彼女たちが着地したのは、『開かずの教室』の前。

　メルアは窓をコツコツと叩たたく。

「ん。さすがに外からの結界は変わらず強力ね。一分の隙すきもない。でも、入らせてもらうわよ」

　メルアが告げたその時、レアンロアの全身を光が包み込んだ。

　月の光のような、黄色い光が。

「どうか恨うらまないでね。全すべてはガルフネーデが悪いんだから」

　それは、誰だれに対しての言葉だったのか。

　メルアはまるで、懺ざん悔げするかのように目を閉じる。

　その瞬しゆん間かん、レアンロアの全身がより大きく光り輝かがやいた。




　いつものように、深夜の入浴を済ませてディオスは部屋に戻る。

　部屋の中では、神しん獣じゆうたちが沈しずんだ顔でディオスの帰りを待ち続けていた。

　やはり皆みんな、行方不明になってしまったペディエとエンスタのことが気になっていたのだ。

「二人とも、どこに行っちゃったんだろう……」

「やっぱり、あの噂通りのことが起きちゃったのかな」

　そのようなことを神獣たちが話している時だった。

　…………、…………。

　時間にすれば、おそらく一秒にも満たない。

　だがその一瞬で全身がゾワリと震え、冷えた感覚が足先から指先まで走り抜ぬけていった。

「…………何だ？」

　それは気配だったのか、それとも声だったのか。何であったのかさえまったくわからない。でも確かに、何かは確実に感じた。

　首を回して部屋を注意深く見るが、特に異常はない。神獣たちも神しん妙みような面持ちで彼を見つめていた。

「ご主人様。今の妙な気配、私もわかりました」

「ルヴィもちょっと変な感じがした」

「……私も……。でも……ここの部屋じゃない……。もう少し……離はなれた場所……」

「もしかしたら、神獣の能力かもしれない」

「神獣の？」

「うん……。自信はないんだけど、何となく私と近いものを感じたの」

　レイナが言うとディオスはしばらくの間顎あごに手を置いて悩なやんでいたが、やがて決意したように皆を見回した。

「調べよう。規則正しい生活を送っている学院の神獣が、この時間に能力を使うようなことは、普ふ通つうはないはずだ。ペディエたちが行方不明になっていることと、何か関係しているかもしれない。それに……メルアの動きが気になるんだ」

　以前、メルアはディオスに言った。

『学院の生徒の誰かが、いなくなっちゃうかもね？』と──。

　メルアの要望通り、彼女が鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの一員であることは、誰にも洩らしてはいない。

　それでも、彼女が所属しているのはテロ組織だ。約束を守ってくれるという保証はどこにもない。

　神獣たちもディオスの意見に賛同らしく、それぞれ頷うなずく。

「そういうわけでマリン。こっそりと外に行きたいんだが、頼たのめるか？」

「……私はいつでも……大だい丈じよう夫ぶ……」

　全員がいつものようにディオスの体に乗ったところで、マリンが水の膜まくを張る。たちまちディオスたちの姿は見えなくなった。

「いつも思うのですが、マリンさんのこの透とう明めい化の能力、凄すごく便利ですよね。これを使ったどきどきシチュエーションを、今度色々と試ためしてみたいです」

「先に言っておくが、俺で試すのは禁止な？」

「うふふ。そんなことを言わないでください。ご主人様のあれやそれやこれの、ギリギリを攻せめたいです」

「攻めなくていいいから……」

「二人とも……声を落とさないと……透明になった意味がない……」

　マリンに静かに怒おこられたディオスとエメロードは、同時に「すみません」と口を噤つぐむのだった。

「よし。んでディオっち、どこに行くの？」

「どうしても確かく認にんしておきたい場所がある。『開かずの教室』だ」

　神獣たちも大方予想していたのか、驚く声は上がらない。

「既すでに先生たちが調べたみたいだけど……」

「自分の目で確かめたいってわけだね」

「あぁ。なぜかペディエは、あの教室を気にしている様子だったから」

　思い出すのは、実技の授業の時の一幕。授業中だというのに、彼女はわざわざあの教室の前まで行っていた。普ふ段だん優ゆう秀しゆうだという彼女の評価と、あの時の態度がディオスの中でどうしても引っかかっていたのだ。

　そしてディオスたちは部屋を出る。

　窓の外では月が仄ほのかに輝いているので、レイナの光がなくともすぐに目は闇やみに慣れるだろう。

「移動中、他ほかに気になる点があったらすぐに教えてくれ」

「りょ！」

「……わかった……」

　そしてディオスたちは暗闇の中、移動を開始するのだった。




　ディオスは周囲に気を配りながら、慎しん重ちように移動をしていた。

　マリンの能力で隠かくれているとはいえ、ここは神サ獣マ使ナいーを育成する学院だ。教師の中には神獣の能力を見破る者がいるかもしれない──と警けい戒かいしてのことだった。

　だがその心配も杞き憂ゆうに終わる。誰とも会うことなく、『開かずの教室』の前まで来ることができたのだ。

　以前見た時と同じように、教室の前にはロープが張られている。

　景色は変わらない。それでも、前見た時とは明確に空気が違っていた。

「何だろうこの感覚……。前よりもゾッとするっていうか」

「うん……。嫌いやな感じがハンパないよね……」

　レイナとルヴィも、ディオスの体の上で小さく身み震ぶるいをした。

　ディオスは意を決し、教室の扉とびらに手をかける。

　鍵かぎはかかっていなかった。『星』のクラスのと同じように、横に滑すべらせるだけで扉はすんなりと開く。

　中から洩もれてくるのは、無を体現したかのような闇と、鼻を突つく湿し気けた匂におい。

「……レイナ、光を頼む」

「いいの？」

「さすがに見えない」

　とディオスは答えたものの、正直なところ、この暗闇があまりにも不気味だったので耐たえられなかったのだ。

　ここまで暗闇が怖こわいと思ったのは、メルアと一いつ緒しよに過ごしていた幼少期以来である。

　レイナはディオスの肩かたから飛び下り、人間形態になる。そして掌てのひらをぼんやりと光らせた。

　真っ暗だった室内が、レイナの光によって淡あわく照らし出される。その瞬間、ディオスだけでなく、神獣たちも少し安あん堵どしたのがわかった。それほど、ここの空気が異様なのだ。

　教室の中は、文字通り空っぽだった。

　机さえも撤てつ去きよされている。あるのは段差のある床ゆかと、壁かべに取り付けられた黒板だけだ。

　本当に何もない。それでも、『何か』を感じるのだ。

　神獣たちは全員が人間形態になり、教室の中を注意深く歩いて回る。

「……あ……これ……」

　ほどなくして、床にしゃがんでいたマリンが声を上げた。すぐに全員が彼女の許もとへと駆かけ寄る。

「……見て……」

　マリンの指の先にあったのは、爪つめの大きさほどの黒い染しみのようなものだった。

　ディオスは眉まゆを寄せる。床が汚よごれているようにしか見えない。

「これは──結界の一部ですね」

　エメロードが呟つぶやいた直後。

　その床の黒い染みが、空色の光を発した。

「なっ──!?」

　光は床の下から突き抜けるように伸のび、黒い染みだったものを起点に、円形の複雑な紋もん様ようを描えがき始める。

　そして紋様が消えると、今までなかったものが突とつ然ぜん出現したのだ。

「噓うそ!?　何コレ!?」

　ディオスも神獣たちも驚きよう愕がくで目を見開く。

　それは、下へと続く階段だった。

「嫌な感じが……比べものにならないほど増ぞう幅ふくした……！」

　ディオスも、それは嫌と言うほど感じていた。

　知らぬ間に、掌はじっとりと汗あせばんでいる。

　だが、ここで躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。おそらく、ペディエたちはこの先にいる。根こん拠きよはないが、そう確信めいた思いがあった。行くしかない。

　意を決し、レイナの光を頼たよりに石造りの階段を下りていく。

　長い階段だった。このまま、無に回帰してしまうのでは、と感じてしまうほどの。

　数分かけてようやく階段を下りきった先には、拓ひらけた空間が広がっていた。

「何、ここ……？」

　どう見ても、自然が造った場所ではない。

　階段と同じ素材の石が敷しき詰つめられた床が続き、その先には大人一人分ほどの高さの、小さな祭さい壇だんがあった。

「あれは──!?」

　ディオスたちは目を見開く。

　祭壇の前に、ペディエとエンスタが倒たおれていたのだ。

「ペディエ！　エンスタ！」

　大声で名を呼ぶが、彼女たちはピクリとも動かない。ディオスたちは急いで二人の許へと向かう。

　────キン。

　突とつ如じよとして響ひびいた甲かん高だかい音が鼓こ膜まくを突き刺さす。

　同時に金色の光が溢あふれ、ディオスたちの視界を奪うばった。

「これはっ──!?」

　レイナと同じ光の威い嚇かく──。

　次に目を開けた時、ペディエとエンスタの前に、二人の人物が行く手を塞ふさぐように立っていた。

「まさかこんな真夜中に、あの教室の中に堂々と入ってくるなんて……」

「まあ、入ってこれたのは私が結界を解除したからだろうが」

「……言われてみればそうね」

　一人は、ディオスと同じ髪かみ色を持つ少女。

　そしてもう一人は、狼おおかみのような耳と尻尾しつぽが生えた、金色の髪の女性。

　今さら、誰何すいかの声を上げる間でもなかった。

「メルア……。やはりお前が嚙かんでいたのか」

「厳密に言えば、違ちがう。でも、さすがにこの状じよう況きようでは信じてもらえないよね」

　メルアは肩を竦すくめながら、背後で倒れている二人を流し見た。

「二人に何をした」

「案ずるな。彼女たちは生きている」

　微び妙みように嚙み合わない返答をしたのは、金きん髪ぱつの女性だ。容姿から察するに、メルアが連れていた月の神しん獣じゆう、レアンロアの人間形態だろう。

　彼女の手には大きな剣けんが握にぎられている。先ほどの金属音は、この剣から発せられたものだと思われる。

「……ここは一体、何だ。お前たちは何を企たくらんでいる？」

「そうね。ここまで来たからには兄さんに教えてあげる。ここは『始まりの神しん殿でん』と呼ばれる場所」

　メルアの出した名めい称しように、マリンが大きく目を見開く。

　それは、サヴラーハが言っていた、あの──。

「この学院は、全すべての神獣たちの始まりの場所なの。ガルフネーデは、ここで神獣を作っていたのよ」

「なっ──!?」

　吐はき捨てるように呟いたメルアの言葉に、ディオスたちはただ絶句するのだった。








四章　学院中が大ピンチですよ？









　しん、とした空気が耳に痛い。

　ディオスも、そして神獣たちも、メルアの言葉を全て理解できないでいた。

「噓でしょ……？　ここで、ガルフネーデ様が……？」

「私たち神獣を、作った……」

「神獣界ではなく、この場所で、ですか……？」

　神獣たちは改めて周囲を見回す。

　石造りの小さな祭壇がある他ほかに、目立つものは何もない。質素、簡素、という言葉が似合う、面おも白しろみの欠片かけらもない場所だ。

　自分たちのルーツが、まさかこのような地下にあるなんて想像もしていなかったのだろう。神獣たちは皆みんなが皆、困こん惑わくの表情を浮うかべている。

「神であるガルフネーデが神獣を作った──。それは今、世界の誰だれもが知っている常識よね。でもね兄さん、考えたことはある？　神は『どうやって』神獣を作ったのかって」

　メルアの問いかけに、ディオスは無言で首を横に振ふる。

　そんなこと、考えようとも思ったことがない。

　それこそ、神の領域。人間が考えることすらおこがましいと、自然に思ってしまう。

　だから、人間の考えなど到とう底てい及およばない方法で成しているのだろう──と、ディオスを始め誰もが漠ばく然ぜんと思っていることだ。

「まぁ、どうやって作ったのかはさすがに詳くわしくは知らないわ。だって私、神じゃないし。でもね、組織の調べで三つだけ確実にわかったことがあるの。一つは今言ったように、神はここで神獣を作ったということ」

　メルアは髪をかき上げた後、片かた腕うでを横に掲かかげる。

「もう一つ。神獣を作るために、たくさんの『できそこない』が生まれたこと──。言い換かえれば、神獣になれなかったモノたちね。神はそいつらをまとめて『歪んだ心臓ドリーヴイー』と呼んでいたみたいだけれど」

『モノ』という言い方に、神獣たちの表情が険しくなる。

　自分たちの祖先をそのような言葉にされて、当然ながら嬉うれしいわけがない。

「学院の入り口や各地の教会に、神獣の像が置いてあるでしょ？　『神が最初に作った神獣』なんて言われているけど笑っちゃうわ。アレを作る前に、数え切れないほどの『できそこない』がいたっていうのにね」

　ディオスたちは、トルバ・マディナの協会や学院の入り口に置いてあった像を思い出す。

　鷹たかの羽が生えた狼おおかみの像。

『神獣』象しよう徴ちようとして各地の教会に祀まつられている、像の姿を。

「そして最後の一つ。その可哀かわい想そうな『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの魂たましいが、ここには数え切れないほど彷徨さまよっているってこと！」

　瞬しゆん間かん、メルアが掲げた腕の前に、光の魔ま法ほう陣じんが浮かび上がる。

「あれは──！」

「召しよう喚かん!?」

　バハル・シエロの闘とう技ぎ場で見た時と同じ──魔物を召喚した、あの魔法陣だった。

「レアンロア！　増幅をお願い！」

「そういうのはもっと早めに言って欲しいのだが」

「そこは私の予備動作で察して!?」

　レアンロアはメルアの言葉にも眉一つ動かさず、マイペースに片腕にぶら下げていた剣に光を纏まとわせる。そしてその剣を、魔法陣の中に向けて突つき刺した。

「月の光の祝福を」

　レアンロアが短く告げた直後。

　魔法陣の中から、夥おびただしい光が溢れだした。

「──っ!?」

　瞼まぶたを開くことなど到とう底ていできない光の量に、ディオスや神獣たちは咄とつ嗟さに腕で顔を覆おおう。

　間もなく光の中から出てきたのは、神獣ではなく、あの時と同じように魔物だった。

　ただ、数があの時の比ではない。

　以前、メルアが召喚した魔物は四体。だが今回は、数え切れないほど多いのだ。

　しかも魔法陣はまだ消しよう滅めつしておらず、さらにその数は増えていく。

　魔物の種類も様々であった。猿さるの顔をした四足歩行の魔物、得体の知れないアメーバ状の魔物、脚あしが六本ある牡お鹿じかのような魔物──と、枚挙に暇いとまがない。

「うぇ、何なのこの量……。ちょっと反則じゃん？」

「今回ばかりは、さすがに厳しいかもしれませんねえ……」

　神獣たちはディオスを守るように四方に立ち、眼前の魔物たちを睨にらみ付ける。

　しかし魔物たちは、まだ動く気配はない。

　メルアは召喚した魔物たちには目もくれず、ジッとディオスを見つめていた。

「兄さんも感じているでしょ？　尋じん常じようでないほどの、ここの嫌いやな空気を。それは全部『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちが発している、音のない悲痛な叫さけび声よ」
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　ディオスたちは思わず周囲を見回す。

　何もない空間──。だがそこら中に、確かに『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちはいるのだろう。

　先ほどよりも濃こく、嫌な気配を感じる。

「『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの願いは単純だった。肉体が欲ほしい、神獣として神の近くに存在したい、ただそれだけ。でも、ガルフネーデはできそこないの彼らの声を聞かず、新しい命を作り続けた。その一方で憐あわれな『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの存在を消すことなく、ただ生かし続けた。まぁこれが、『生きている』と言えるのかはわからないけどね」

　彼らをあえて分類すると、神獣でも魔物でもない、幽霊ゴーストでしょうね──。

　冷静に告げるメルアのその言葉までは、先ほどから衝しよう撃げきで頭が支配されていたディオスたちの耳には届かなかった。

「……私、何て言ったらいいかわからない。私たち神獣を作ってくださったガルフネーデ様にも、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の彼らにも……。ただ、この子たちがとても可哀想っていうことだけはわかる……」

　レイナは今にも泣きそうな顔で虚こ空くうを見つめる。

　神獣という『肉体』を得られなかった彼らの存在を肌はだで感じ、落ちこぼれだった日々を思い出してしまったのだ。もっともレイナは肉体がある分、彼らの悲しみとは到底比べられない。それを理解したうえで、レイナは彼らに親近感を抱いだいたのだ。

「その可哀想な『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを、神はこの『始まりの神殿』に閉じ込めたままにした。そしてこの学院が『始まりの神殿』の真上に建てられたのにも理由がある。それは神の勅ちよく令れいを受けた一族が、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを閉じ込め続けるため──。元々この学院は、その役割をカモフラージュするために創設されたってわけよ」

　メルアの口から語られる真実に、ディオスたちは言葉もなく立ち尽つくす。

　とりわけ、サヴラーハから『始まりの神殿』について聞いていたマリンの胸中は、穏おだやかではなかった。

「そして一族は、結界を利用して『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを閉じ込め続けた。でも長い年月の間に、結界が薄うすくなってしまった。その影えい響きようを最初に受けたのが、あの開かずの教室──この神殿と繫つながる階段が隠かくされていた『林りん檎ご』のクラスってわけ」

　メルアは感情を乗せず、静かに続ける。

　まるで何かの文ぶん献けんを読んでいるかの如ごとく、ただ淡たん々たんと。

「『行方ゆくえ不明になった生徒』も、面白おかしい噂うわさ話ばなしの存在ではない。本当に実在していた。なら、その行方不明になった生徒はどうなったのか？　……食われたのよ。ここで彷徨っている、無数の『歪んだ心臓ドリーヴイー』の魂たちにおびき寄せられて。まぁ、かなり昔のことだけどね」

「食われた？」

「そう。食われたの。『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちが何よりも欲ほつしているのは、肉体だから」

「じゃあ、まさかペディエたちは──」

　メルアの後ろで倒たおれている二人を見る。彼女たちはまだ、ぐったりとしたままだ。

「『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちに食われる寸前だったってこと。そこを私が助けてあげたから、それについては感謝してね？　そしてこの子、前にもコッソリとあの教室に入ってたことがあるみたいね。連れの土の神しん獣じゆうが結界を破は壊かいする能力を持っていたから、それを利用したんでしょう。その時に『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの声なき声を、敏びん感かんにキャッチしちゃったんでしょうね。で、本人はそれとは知らず、今日もここにおびき寄せられた」

　確かにペディエは、開かずの教室に執しゆう着ちやくしていた。

　そこには本人の意思も間ま違ちがいなくあったはずだが、いつからかその思いを利用されていたのだ。

「学院は何のために『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを閉じ込め続けていたのか？　理由は単純。危険だからよ。正直、作った神が何とかしろって感じだけど、なぜか神は閉じ込め続けることを選んだ」

　メルアはそこで、レアンロアに視線だけで指示を送る。

　レアンロアはペディエとエンスタの体を担かつぎ上げると、魔物の群れの中をかき分けながら、ディオスたちの前まで移動した。

「どういうつもりだ？」

「返してあげる。私たちはこの子が教室の中に入ってくれたから、薄くなった内部の結界も感知することができた。私は学院に来てからずっと神しん殿でんの入り口を探していたのだけれど、今まで探し当てることができなかったのよ。ここは教室の外と中と、二重結界になっていたからね。その意味では、この子たちにはとても感謝しているの。だから、ここで殺すようなことはしない」

　レアンロアは戸と惑まどうディオスに、ペディエの体を押し付ける。石造りの床ゆかの上で気絶していたせいか、ペディエの小さな体はすっかり冷えきっていた。

　神獣形態のエンスタは、エメロードが受け取った。

　二人ともまだ目覚める気配はないが、呼吸はしっかりとしているので、ひとまず皆は安あん堵どしたのだった。

「ねえ、兄さん。セント・エスピリの神話を知ってる？　この世界の生物たちは、神が誤って落とした林檎から生まれてきた──っていう神話よ。開かずの教室が『林檎』の名を付けられたクラスってところに、最高の皮肉を感じるわ」

　メルアは口を吊つり上げて笑うと、さらに声を張り上げた。

「さあ、古いにしえより彷徨えし憐れな魂たちよ。今ここに仮かり初そめの肉体を用意した！　お前たちの願いと衝しよう動どうのまま、存分に暴れ回るがいい！」

「…………、…………」

　メルアの声に応こたえるかのように、突とつ如じよとして姿を現した無数の紫むらさき色いろの光が、次々と魔物の中へと入っていく。

「これは──!?　メルア、どうするつもりだ！」

「忘れたの兄さん？　私は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の一員。我が組織の目的は、神を殺すことと、神に関する施し設せつを破壊すること！」

「ガァァアアアアアアアアアアアアアアア！」

　地の底から這はい出たような、耳みみ障ざわりな咆ほう哮こうが神殿内に反はん響きようする。

　同時に、一いつ斉せいに不自然に波打ちだす、魔物たちの体。

　そしてメキメキと音を立てながら、次々と魔物たちの体は異形のものへと変形していった。

「ぅわっ!?　キモッ！　きっつ！」

「確かにこれは、お子様には見せたくない光景ですね……！　トラウマ級です！」

　両目が顔の端はしに寄っているもの、背の部分に口があるもの、腕の途と中ちゆうから蹄ひづめのある足が生えているもの──。

　それぞれがこの世のものとは思えない、新たな魔物へと変へん貌ぼうを遂とげていく。

　神獣たちは魔物たちに立ち向かうべく、能力を発動させる体勢を取る。

　しかし魔ま物ものの体を得た無数の『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちは、ディオスたちの横をすり抜ぬけ、一斉に神殿の外を目指して駆かけて行くではないか。

「噓うそ!?　外に出るの!?」

「くそっ、こんなのが学院内で暴れたらまずい！　ルヴィ！」

「オッケーディオっち！」

　ディオスが呼ぶと、ルヴィは即そく座ざに応えた。

　両りよう腕うでを突き出し、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちに向けて極大の炎ほのおを撃うち放つ！

　ごおおおおおおおおおおおおおおん！

　大地を引き裂さくような爆ばく発はつ音と共に、熱風がディオスたちにまで舌を伸のばす。しかしその直前でマリンが全員を包む水の防ぼう御ぎよ膜まくを張ったので、事なきを得た。

　階段付近には、複数の魔物が転がっていた。それらはすぐに光の粒りゆう子しとなり、消滅する。

「なるほど。元は幽霊ゴーストでも、魔物と融ゆう合ごうしたことで物理攻こう撃げきでも消滅しちゃうのね。それはちょっと計算外だったわ」

　しかし魔物と融合した『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちは、まだ数え切れないほど存在している。

「やっぱり兄さんたちを正面突とつ破ぱするのは得策ではないわね。レアンロア。『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちのために道を作ってあげて」

「承知」

　レアンロアが剣けんを真上に掲かかげると、刀身に金色の光が集まっていく。

「月に向かえ」

　凜りんとした声でレアンロアが呟つぶやいた直後。

　きゅいん、と高い音を発しながら、金色の大きな光がレアンロアの剣から垂直に伸びた。

　極大の光は、神殿の天てん井じようを貫かん通つう。

　そして『開かずの教室』も、さらにはその上の階にある図書室や教室をも貫つらぬいた。

　ディオスたちの鼓こ膜まくを蹂じゆう躙りんするのは、けたたましいほどの瓦が礫れきが崩くずれる音。

　レアンロアの光は槍やりの如く真まっ直すぐに、校舎を破壊してしまったのだ。

　音の反響が静まってから顔を上げると、地下にいるというのに、夜空が見えた。

　その大きく空いた穴から、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちは一斉に外へと飛び出していってしまう。

「くそっ、何てことをするんだあいつ!?　みんな、すぐに上へ！　ここは直に崩れるぞ！」

　ディオスたちは一斉に階段へと走り、地上を目指す。

「ひい！　階段長すぎ！」

　元々神殿が地中深くあったのか、それとも学院を建てる時に埋うめたのか。定かではないが、どちらにしろ『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを少しでも遠ざけようという意思が働いていたのは確かだろう。

　激しく息を切らせながらも、何とか教室へと辿たどり着いた直後。

　瓦礫の落ちる大きな音が足あし下もとから響ひびき、地面が大きく揺ゆらいだ。

「とにかく外へ！」

　地じ盤ばんが揺らいだのだ。この校舎も危ない。

　幸か不幸か、ディオスに担がれていたペディエは、そのタイミングで目覚めてしまった。

　続けざま響いた爆音に、さすがに意識を揺り動かされたのだ。

　ペディエはすぐ近くにあるディオスの顔を、しばし目を丸くしながら見つめていた。

　が、すぐに自分がディオスに横よこ抱だきにされていると気付き、ジタバタと暴れ出した。

「なっ、なんであんたが!?　離はなして！　離しなさいよ！」

「うわっ!?　ちょっと待て！　今は暴れないでくれ！　非常事態なんだ！」

「だって、こんな、おっ、男の人に……！」

「ペディエさん！　思春期に突とつ入にゆうするのは、せめてこの事態が終わってからにしてください！」

「へ……？　え……？」

　そこでペディエは、ようやく周囲の状じよう況きようを目で捉とらえる。

　全速力で走るディオスと神獣たち。

　破壊された校舎。

　見たことのない不気味な魔物が、そこら中を闊かつ歩ぽし、あるいは跳とび回っている。

　学院の外では、既すでに『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちが縦じゆう横おう無む尽じんに破壊活動を開始していたのだ。

「きゃああああああああああああ!?」

　彼女が悲鳴を上げるのも無理はなかった。

　あまりにも、景色が一変していたのだから。

　そこでエメロードに抱かれていたエンスタも、ようやく意識を取り戻もどす。彼女は最初こそ目を丸くしていたが、すぐに状況を理解したらしい。ひとまずペディエの無事を確かく認にんしたエンスタは安堵しながら、エメロードの手の中で揺られていたのだった。

　走り続けるディオスたちは、まだ無事な北側の校舎の陰かげまで移動した。そのタイミングを待っていたのか、すかさずエンスタは人間形態へと変身した。

　ようやくディオスに下ろしてもらえたペディエの許もとへ、エンスタはすぐさま駆け寄る。そして彼女の体をギュッと抱きしめた。

「エンスタ……。私……私……」

「今は何も言わなくていいですわ。あなたは私が守ります」

　ディオスは周囲の状況を確認しながら、神獣たちに指示を出す。

「ルヴィとエメロードは、とにかく片かたっ端ぱしから魔物を倒していってくれ」

「オッケー！」

「任せてください！」

　すぐに二人は散り散りになり、手近にいた魔物にそれぞれの能力を撃ち込んでいく。

「マリンとレイナは俺に付いてきてくれ。ペディエも、俺の側そばから離れるな」

　その時だった。

　校舎の一角から、『歪んだ心臓ドリーヴイー』に向かって一斉に光が飛んだのは。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』は為なすすべもなく、光に焼かれて消しよう滅めつした。

「あれは──」

　今のは、ルヴィの能力でもエメロードの能力でもない。

　ディオスたちが急いでそちらに向かうと、テネルを始めとした教師たちと、学院の生徒たちがいた。

　いち早く事態を察知し、寮りようから飛び出してきた生徒たちだ。

　生徒たちの神獣は皆みんな人間形態になっており、近付いてくる魔物に応戦している。

　個々の能力はそれほど高くはないのだが、圧あつ倒とう的な数により、力ちから尽ずくで魔物を押し切っていた。

　テネルはディオスたちの後ろに付いていたペディエの姿を確認すると、安あん堵どからか満面の笑え顔がおになった。

「ペディエさん～！　どこに行っていたのですか～！　本当に心配したのですよ～！　でも良かったです～！」

「はい……。すみませんでした……」

「テネル先生、説明は後でします。それより、学院のみんなは無事ですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ～ディオスさん～。崩れた校舎は～夜の間は完全に無人です～。今は他ほかの先生方も～寮に向かってますので～」

「そうか、良かった……。ありがとうございます」

　ひとまず、今のところ人的被ひ害がいは出ていないらしい。ディオスは心から安堵した。

　それにしてもテネルの間延びした喋しやべり方を聞くと、この極度に緊きん迫ぱくした状況さえもゆるくなってしまう気がした。おかげで、かなり落ち着くことはできたが。

「ひとまず俺は行きます。テネル先生、ペディエやみんなをお願いします！」

「任せてくださ～い」

　本当に任せても大丈夫なのか──とディオスは一いち抹まつの不安は抱いだいたが、曲がりなりにも彼女は教師である。信じるしかない。

　ディオスは気を取り直して、魔物の群れの中に飛び込んでいく。

「皆みなさんは～先生を中心に後ろ向きで円を組んでくださ～い。全方向からの襲しゆう撃げきに～みんなで対応しますよ～。大丈夫です～。授業で習ったことを～思い出してくださ～い」

『はい！』

　生徒たちの緊きん張ちよう気味の声が重なった。

「…………」

　しかしペディエは半ば呆ぼう然ぜんとしながら、ディオスの後ろ姿を見送ったままだ。その彼女の背を、エンスタがポンと軽く叩たたく。

「さぁペディエ。私わたくしはどう動けばいいのかしら？」

「エンスタ……」

「ボーッとしている暇ひまはありませんわ。あなたの神サ獣マ使ナいーとしての優ゆう秀しゆうな力を、今こそ発揮する時ではなくて？　さぁ、私に指示をくださいませ」

「そう、ね……。うん、そうよね。わかったわエンスタ！」

　エンスタに答えるペディエの顔は、もういつもの彼女のものだ。

　そのタイミングで、彼女たちの前方から、ジャガーのような黒い『歪んだ心臓ドリーヴイー』が駆けてくる。

「来たわね。エンスタ！　地中からお願い！」

「任せてくださいですわ！」

　ペディエの声に即座に答えたエンスタは、地中に向けて腕うでを垂直に振ふり下ろす。

　黒い『歪んだ心臓ドリーヴイー』は、ペディエに猛もう接近しながら大きく口を開ける。

　涎よだれの滴したたる鋭するどい乱らん杭ぐい歯ばが、ペディエの柔やわい肌はだを傷付ける直前──。

「今よ！」

「……そこ！　ですわ！」

　エンスタが勢いよく、手首を上にしならせた。

　ザンッ！

　黒い『歪んだ心臓ドリーヴイー』の足下から飛び出てきたのは、まるで剣けん山ざんのような無数の岩。

　下腹部から岩に貫かれた黒い『歪んだ心臓ドリーヴイー』は、堪たまらず咆哮を上げる。

　そこへ、とどめとばかりに他の神獣たちからの攻こう撃げきが重なっていく。

　黒い『歪んだ心臓ドリーヴイー』は鳥のような断だん末まつ魔まをあげながら消滅、霧む散さんした。

「タイミングがバッチリでしたわ。さすがですわ」

「当然よ。私を誰だれだと思っているの？　ハウルダード家の三女、ペディエよ？」

「その調子ですわ」

　そこでペディエとエンスタは顔を見合わせ、互たがいに笑顔になるのだった。




　ルヴィとエメロードは、それぞれの能力を使いながら、次々と『歪んだ心臓ドリーヴイー』を葬ほうむり去っていた。

　殲せん滅めつ速度は悪くない。むしろ絶好調だ。しかしなぜか、二人の表情は冴さえなかった。

「エメ姉ねえ。こいつら、いつまで湧わいてくんのかな？」

「そうですね……。メルアさんの召しよう喚かんした魔物が尽つきれば──でしょうか」

『歪んだ心臓ドリーヴイー』に炎ほのおを放ちながら、そして蔦つたで貫きながら、二人は会話を交かわす。

「でもさぁ、追加で召喚されたら無限じゃない？」

「では、『歪んだ心臓ドリーヴイー』さんたちがいなくなるまで──でしょうか」

「あの神しん殿でんの中に、どんくらいいたのかな……。ていうかさっき、あいつらを閉じ込めてた神殿も結界もなくなっちゃったから、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の本体たちは、この辺をウロウロしているってことだよね？」

　上空からも襲おそい来る『歪んだ心臓ドリーヴイー』。しかし彼女たちを前に、十秒もかからずその姿を消していく。

「……あらあら。言われてみれば確かにそうですね。学院内の空気も、一気に淀よどんでしまった気がします」

「ぅわ、やっぱこれ無限じゃね？　どうしよう……？」

「無限ということはないと思いますが、あちらさんを全ぜん滅めつさせるまでに、私たちの体力が持つかが心配ですね……」

「何かディオっちのことが心配になってきたなー。戻る？」

「──っ！　後ろですルヴィさん！」

「ほえっ!?」

　直後。

　校舎の陰かげから飛んだ風の刃やいばが、ルヴィの背後に迫せまっていた『歪んだ心臓ドリーヴイー』を切断した。

「おぉ？」

「あら、ナイスタイミングです」

　そちらに目をやると、人間形態になったザバルガが、片手を前に構えた状態で立っていた。その後ろにはサヴラーハもいる。

「ザバルん、サヴらら！」

　ルヴィたちは彼女たちの許へ駆かけ寄っていく。

「怪け我がはない？」

「うん。ザバルんのおかげで助かったよ！」

「ふふっ。最初にあなたたちを見つけたのはサヴラーハよ」

「そうですか。ありがとうございます、サヴラーハさん」

「う、うん……。間に合って良かった……」

　ザバルガは周囲を見回しながら続ける。

「それにしても、一体何が起きてるっていうの？　大きな音で目覚めたら、校舎の一棟とうが崩ほう壊かいしてるし、魔ま物ものが学院を襲っているんだもの。驚おどろいたってもんじゃないわよ」

「それは話せば長くなるのですが──」

　今度はエメロードの横から、ムササビのような小さな『歪んだ心臓ドリーヴイー』が襲いかかる。

「────！」

　気付いたサヴラーハが目を見開く。

　しかしエメロードはその『歪んだ心臓ドリーヴイー』の方を向くことなく、蔦の鞭むちで一刀両断した。

「…………」

　口をパクパクとさせるサヴラーハ。ちょっと彼女には刺し激げきが強い光景だったらしい。

「経けい緯いは気になるけど、今は落ち着いて話ができる状じよう況きようではないわね……。とりあえず、こいつらを倒たおせばいいってことね？」

「そんなトコロ。さすがサヴららの通訳をしているだけあって、ザバルんは物わかりが良いね」

「まぁ、多少はね。というわけでサヴラーハ、指示をお願いね」

　サヴラーハはコクンと頷うなずく。

　彼女も腹を括くくったのか、いつものオドオドした顔はそこにはなかった。




「でりゃああああああッ！」

　気合いの声と共に、ファルルは斧おので魔物を真っ二つに断ち切る。

「はああッ！」

　その横では人間形態になったアガートが、闇やみの力で魔物を屠ほふっていた。

　彼女たちの後ろでは、学院の生徒たちが怯おびえながら固まっている。その生徒たちの背中を、コーシカが安心させるように優やさしくさすっていた。

　三人が守っているのは、まだ学院に入ってそれほど経たっていない少女たちだった。

　神サ獣マ使ナいーの勉強を始めたばかりの彼女らに、いきなりこの実戦は過か酷こくすぎた。

　見たことのないおぞましい姿の魔物に加え、校舎の一棟が完全に崩壊してしまったのだ。

　これまでに、様々な経験をしてきたコーシカでさえ動どう揺ようしたほどだ。彼女たちが受けた精神的ショックは、計り知れないものだろう。

　でも──とコーシカは思う。

　ここで今震ふるえている彼女たちは、将来、絶対に強い神サ獣マ使ナいーになってくれると確信していた。

　震えて何もできなかった過去の自分を思い出し、必ず頑がん張ばってくれるはずだと。

　今ここでコーシカが何か励はげましても、おそらく彼女たちの心に言葉はさほど届かない。

　だから、行動で示す。

　それが今、コーシカが先せん輩ぱいとして後輩たちにできる、最大限の激げき励れいだと思うから。

「まんぷくちゃん！　この周囲に広こう範はん囲い用の罠わなを展開できますか!?」

「もちろん大丈夫です、コーシカ！　みんなは私が守ります！」

「ボクもいるよ！」

「はい！　二人ともお願いします！」

　コーシカの声に、アガートとファルルは笑顔で応こたえたのだった。




　マリンの水流で『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを撃げき破はしながら、ディオスは崩壊した校舎周辺でメルアたちの姿を捜さがしていた。

　地下神殿以降その姿を見ていないが、彼女たちがあの崩壊に巻き込まれたとはまったく思っていない。そもそも、あの崩壊を引き起こしたのはレアンロアだ。

　隠かくれているなら、瓦が礫れきが高く積み上がって見通しが悪い、この近辺なはず──。

　そう当たりを付けて、ディオスはここまで戻もどってきたのだ。

　瓦礫の山に目を向けるディオスに向けて、上下左右から『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちが襲いかかる。

　しかし、いち早く彼らに気付いたレイナが光を発する。

　目が眩くらんで一いつ瞬しゆん動きを止める『歪んだ心臓ドリーヴイー』らを、表情一つ動かすことなくマリンが一いつ掃そうする。

　短時間で数をこなしてきたからか、二人の連れん携けいはもはや盤ばん石じやくであった。

　それにしても『始まりの神殿』の真上ということも関係しているのか、やはりこの辺りに潜ひそむ『歪んだ心臓ドリーヴイー』の数が多い。

「レイナ、マリン、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、まだまだいけるわ」

「……問題ない……」

　二人が答えて間もなく──。

「──っ！　散れ！」

　何かの気配を察知したディオスが、短く命令を下す。

　直後、ディオスたちがいた場所に、空から降ってきた剣けんが勢いよく突つき刺ささった。

　この剣は、レアンロアが持っていたもの──。

「やっぱりここにいたか」

　ディオスは瓦礫の山の一角を見上げる。

　予想通り、そこにはメルアとレアンロアの姿があった。

「メルア。すぐに召喚した魔物たちを引くんだ」

　無む駄だだとはわかっていた。それでも、ディオスは言わずにはいられなかった。

　双ふた子ごの兄として、血の繫つながった身内として、間ま違ちがっていることは声を上げて正さねばならない。

　メルアはディオスを見下ろしながら、僅わずかに目元を歪ゆがませた。

「兄さんは何とも思わないの？　神しん獣じゆうになれなかった『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちをわざわざ集めて、閉じ込めていた神の所業を。『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの無念の想おもいを」

　この落ち着いた声は、メルアが本気で怒おこっている時だ。

　それでもディオスは、首を横に振ふる。

「ガルフネーデ様がどういう考えがあって、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを閉じ込めていたのかなんて俺にはわからない。でも、これだけはわかる。ここの学院の生徒たちには何の罪もない。彼女たちを巻き込むようなやり方は、間違っている」

　諭さとすように、ディオスは静かに語りかけた。

　しかし、メルアの表情は全く揺ゆらがない。

「私はただ、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』として動くだけ」

　平へい坦たんな声で告げた後。

　メルアとレアンロアは、ディオスたちに向けて同時に飛び下りた。

　着地と同時に、メルアは転がるような勢いでディオスに急接近。

　一方レアンロアは、地に突き立ったままの剣を引き抜ぬき、刀身に光を集め始める。

　メルアは駆ける勢いのまま、ディオスの腹に向けて拳こぶしを繰くり出す。

「兄さん。私は兄さんのことを一番に想っている。だからお願い、邪じや魔まをしないで！」

「言ってることとやってることがバラバラだぞ!?」

　メルアの突きを何とかディオスは受け流すが、彼女は次から次へと攻こう撃げきの手を繰り出してくる。

「とにかく、そこをどいて！」

　右、顎あご下した、脇わき、顔面──。

　ディオスは彼女の攻撃を手で受け止めながらも、少しずつ後退していく。

「嫌いやだ！」

　以前少しやり合った時も思ったが、やはり彼女の身体能力は高い。

　神獣を従え、魔物を召しよう喚かんし、さらには自らも戦える。

　思わず反則だ、と言いそうになってしまうほどの、メルアの戦せん闘とう能力。

（でも、俺も似たようなもんか）

　魔物こそ召喚できないが、神獣の力を形に変えて顕けん現げんさせることができる自分も、よく考えたら相当なものだなと心の中で苦く笑しようする。

　そのディオスの僅かな心の隙すきを突き、メルアはさらにディオスの懐ふところへと飛び込んできた。

「はああッ！」

「ぐッ──!?」

　腰こしを落とした掌しよう底てい突づきが、ディオスの腹に綺き麗れいに決まる。それは、幼い頃ころのメルアが得意とする技わざでもあった。

　当然、威い力りよくは幼い頃の比ではない。

　ディオスの体は大きく吹ふっ飛び、瓦礫の山に背から突っ込んでいく。

　背を強打し、動けないディオス。さらに追撃を加えるべく、メルアはディオスに向かって地を蹴ける。

　体に羽が生えているのかと見み紛まがうほど軽かろやかに跳とび、蹴りのモーションを繰り出したその時。

　ディオスは不敵な笑えみを浮うかべ、メルアの足首を摑つかんだ。

「なっ──!?」

「当分動けないと思ってただろ？　残念だったな。俺、あれからさらに体だけは頑がん丈じようになったんだよ」

　摑んだ足首ごと腕うでを振り、メルアの体を放ほうり投げる。

　メルアは空中で器用に体を捻ひねらせて綺麗に着地をするが、その目はキッとディオスを睨にらんでいた。

「肝かん心じんなところでちょっとドジを踏ふむところは、昔から変わってないな」

「うっ、うるさいわね！　それよりも兄さん、今パンツ見たでしょ!?」

「……暗いから見えなかった」

「本当に？　色は？」

「白。………………あ」

　メルアはまたしてもディオスに接近。突きと蹴りと肘ひじの連続攻撃を仕し掛かける。

「馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　兄さんの馬鹿！」

「風ふ呂ろは平気なのにそれはダメなんだ!?」

「それとこれとは別なの！」

　これはもはや戦いなのか、それともただの兄妹きようだい喧げん嘩かなのか。

　傍はた目めから見たらふざけているだけのように見えるが、ただ、二人は本気で技の応おう酬しゆうを繰り返していた。




　マリンはディオスになんとか加勢する隙を窺うかがっていた。が、ディオスとメルアの距きよ離りが近いのと、彼らの動きが速いこともあり、なかなかタイミングが摑めず躊ちゆう躇ちよしていた。

　下手をすれば、ディオスまで巻き込んでしまう。

「くっ──！」

　呻うめくような短い声は、レイナのもの。

　マリンが振り返ると、レアンロアがレイナに向けて剣を振り下ろし、それをレイナが躱かわしたところだった。

　攻撃手段を持たないレイナは、レアンロアから逃にげ続けることしかできない。

「どうして、あなたはこんなことに荷か担たんを？」

　逃げながら、それでもレイナはレアンロアに問いかける。

「……お前に話す義理はない」

　レアンロアは、さらに剣を横に薙なぐ。

　幸いにもレイナのスピードは速いので今のところは無傷だが、彼女が不利なことには変わりない。

　それを見たマリンは、すぐにレイナを助けに向かう。

　ディオスにはしばらくの間、頑張ってもらうしかない。

　走りながら両手に水を集め、レイナを守るための水の防ぼう御ぎよ膜まくを展開。そしてすぐさま次の水を集め、水流をレアンロアに向けて撃うち放つ。

　水流を放った瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきでマリンの体が後方に小さく飛ぶ。

　レアンロアは、その強力な水流を剣の腹で受け止め、払はらう。

「普ふ通つうの剣であれば確実に折れていたな」

　レアンロアは思わず呟つぶやく。それほど、マリンが今放った水流は強力だったのだ。

「月の神獣……。あなたは……学院の神獣なの……？　それとも……」

「私はメルアに召喚された神獣。つまり、そういうことだ」

　答えた後、レアンロアはまた刀身に光を灯ともらせる。

「……なら……容よう赦しやしない……！」

　マリンの周囲に複数の水たまりが発生。その中から、水でできた無数の矢が次々と生まれ、レアンロアへと降り注ぐ。

　フッと息を吐はき、レアンロアは剣を一いつ閃せん。

　降り注ぐ水の矢を、力ちから業わざでまとめて切り払う。

　後に残るは夜空に舞まう水すい滴てきと、月色の軌き跡せき。

「私もだ。子供だとて、手加減はしない」

　騎き士しのように姿勢正しく剣を構え直し、レアンロアはマリンを見み据すえた。




　ルヴィとエメロードは、サヴラーハを守りながら応戦を続けていた。

　しかし次々と迫せまり来る『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちを前に、少しずつ技の威力も精せい彩さいを欠いたものになっていく。

　具体的には、一撃で仕留められないことが増えてきたのだ。

「さすがにルヴィも、ちょい疲つかれてきたって感じ……！」

　ルヴィの放った炎ほのおでダメージを与あたえ、エメロードとザバルガがトドメを刺す。

　少し前からその戦法に変えていたのだが、さらに四撃、五撃目が必要なことも増えてきていた。

「そうですね。本当にきりがないです……。ザバルガさん、まだいけますか？」

「大丈夫、ですっ」

　ザバルガは小さな竜たつ巻まきを『歪んだ心臓ドリーヴイー』に放ちながら答えるが、その顔には明らかに疲ひ労ろうが滲にじんでいた。

　消し去ったその側そばから、新たな『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちがまた現れる。

　神獣たちが露ろ骨こつに表情を歪めながらも、それぞれの技を撃ち放った、その時──。

　さらにサヴラーハの上空から、羽の生えた『歪んだ心臓ドリーヴイー』が、四体も同時に舞い降りてきた。

「…………！」

　突とつ然ぜん取り囲まれたサヴラーハは、恐きよう怖ふに身を強こわ張ばらせている。

「えっ!?　噓うそ！」

「──しまった！」

「サヴラーハ！」

　神獣たちは悲鳴を上げるが、彼女たちの前にもまだ『歪んだ心臓ドリーヴイー』は残っている。

　最悪の光景が、神獣たちの脳のう裏りを過よぎり──。

　次の瞬間、無数の鋭するどい岩が、突とつ如じよとしてサヴラーハを囲む『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの周囲に出現していた。

「あれはっ──!?」

　瞬まばたきする間もなく、鋭い岩は雨のように『歪んだ心臓ドリーヴイー』に降り注ぎ、次々と体に穴を空けていく。慈じ悲ひの欠片かけらもない鋭い雨に、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちはすぐに光の粒りゆう子しへと姿を変え、霧む散さんした。

　さらには神獣たちと対面していた『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちも、地面の爆ばく破はと共に大きく弾はじけ飛ぶ。

　誰だれがやったのか、サヴラーハにはすぐにわかった。

　瓦が礫れきの側に佇たたずむのは、ツインテールの少女と、角の生えた桃もも色いろの髪かみを持つ少女。

　少女の長いツインテールが、爆風の余波を受け、大きく横に靡なびいている。

「サヴラーハ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ペディエちゃん……！」

　友達が助けに来てくれた──。

　彼女の声を聞いた瞬間、サヴラーハは泣きそうになってしまった。それでも、今は泣いている場合ではないと懸けん命めいに涙なみだを堪こらえる。

　ペディエはエンスタと共に、サヴラーハの許もとに駆かけ寄ってきた。

「心配で捜さがしに来たんだけど、本当に良かったわ！　私よりも年上なんだから、もっとしっかりしてよね！」

　そう言うとペディエは、サヴラーハの背を叩たたきながら笑顔を見せた。

　ペディエの笑顔を見るのは、本当に久々だ。今堪えたばかりなのに、サヴラーハはまた泣きそうになってしまう。

「うん……あの……今までごめんね、ペディエちゃん……」

「え、ちょっと？　な、何でサヴラーハが謝るのよ……。そ、それについて謝らないといけないのはこっちだし。えっと……本当に、ごめん」

　サヴラーハとペディエは互たがいに頭を下げる。

　ザバルガとエンスタも、視線を交差させた後、小さく笑った。彼女たちは主人の関係に、ずっとヤキモキしていたからだ。

「ところでサヴラーハ。あなたはこの不気味な奴やつらが何なのか、おおよその見当はついてるんでしょ？」

「…………うん……」

「そっか……。あなた本当は、私よりもずっと先に真実に辿たどり着いていたのね……」

「それは違ちがうよ……。私はただ、予想しただけ……ずっと、確信はなかった……。でも、何かごめん、ね……」

「だから、謝らなくてもいいってば。こんなこと──これまでの神しん獣じゆうについての歴史が変わってしまうようなことを、気軽に話せる方がどうかしてる。とにかく、今はこいつらを片かたっ端ぱしから片付けていこう。エンスタ！」

「はい、ここにいますわ」

「疲れてるだろうけど、もうちょっと頑がん張ばれる？」

「当然、ですわ。私わたくしが仕えているのは、あなたなのよ？」

　不敵に笑ってみせるエンスタに、ペディエもまた不敵な笑みで返す。

「フッ。ハウルダード家の一族の力を、存分に知らしめてやろうじゃないの」

　襲おそい来る『歪んだ心臓ドリーヴイー』を、またしても派手な土属性の攻こう撃げきで吹ふっ飛ばすエンスタ。

　それを見ていたルヴィとエメロードも、口の端はしが上がっていた。

「エメ姉ねえ。ここは負けてらんないっしょ」

「そうですわね。私たちの底力を、後こう輩はいたちに見せてさしあげましょう」

　互いに顔を見合わせた後、二人は再度、それぞれの技わざを繰くり出すのだった。




　学院内の各所で、魔ま物もの相手に奮ふん闘とうする者たち。

　生徒や教師、皆みんなが力を合わせて確実に魔物の数を減らしていく。

　しかし戦いの中で、負傷してしまう教師や生徒も少しずつ出てきた。

　負傷した者は、学院長イズグラスの元に集められる。

　彼女が怪け我がの治ち療りようを担になっていたのだ。

　イズグラスは切り傷を負った生徒の治療を施ほどこしながらも、周囲に意識を向ける。

　魔物の数は減っているものの、辺りに蔓延はびこる言いようのない厭いやな空気は、先ほどから全く変わらない。
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　常に体のどこかに棘とげを刺さされているような。それでいて嫌けん悪お、哀かなしみ、嫉しつ妬となど──負の感情を呼び起こされるような感覚。

「ガルフネーデ様……。これが私たちに──学院に密ひそかに託たくしていたモノの正体なのですか……？」

　イズグラスは虚こ空くうに向け、細い声で呟いた。




　ディオスに向けて繰り出される、息つく暇ひまもないメルアの連続攻撃。

　最初は躱かわして反撃していたディオスだが、次し第だいにメルアの攻撃を体で受ける回数が増えてきていた。

　腕うでや脚あしには、既すでにいくつもの痣あざができている。

　子供の頃ころと同様に、やはりメルアは強い。

　このまま続けば、先に倒たおれるのは間違いなくディオスの方だ。

　しかしここまでの攻撃を仕し掛かけておきながらも、彼女からディオスに対する殺意は感じない。が、殺意に似た闘とう志しはずっと肌はだで感じている。

　メルアの目的は、神に関する施し設せつの破は壊かい。

　それを成し遂とげるまで、彼女はディオスや神獣たちに攻撃を続けるのだろう。

　異変は、突如として訪おとずれた。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』が、メルアに対して攻撃を仕掛けたのだ。

　すぐにディオスから距きよ離りを取るメルア。

　ディオスと接近しすぎたことで、『歪んだ心臓ドリーヴイー』が攻撃対象を誤ご認にんしてしまったと考えたのだ。

　しかし左右非ひ対たい称しようの腕の長さを持つ『歪んだ心臓ドリーヴイー』は、尚なおもメルアに向けて鋭い爪つめを繰り出した。

「噓!?　何で!?」

　メルアは上体を反らし、何とかギリギリでそれを躱す。しかし、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の攻撃の手は止やまない。

　メルアは『歪んだ心臓ドリーヴイー』へ向けて跳とぶと、仕方なくその魔物の首を足で挟はさみ、捻ひねり切る。

「……どういうことなの」

　光の粒子へと果てて消えゆく『歪んだ心臓ドリーヴイー』を眺ながめながら、メルアは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　それまでは、メルアとレアンロア以外の者たちに襲いかかっていた。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちはメルアが召しよう喚かんした魔物の体を使っているから、それは当たり前のことである。

　だが──。

「もしかして『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちが、魔物の意識を乗っ取り始めている……？」

　異変を察知したレアンロアも、対たい峙じしていたマリンから離はなれてメルアの許へと戻もどる。

「メルア。神しん殿でんを破壊するという目的は達した。召喚を解除して引き上げるのが得策だと私は思う」

「そう……ね。できれば学院ごと破壊したかったのだけど、この際贅ぜい沢たくは言っていられないわね」

　メルアは片腕をかざし、再び魔ま法ほう陣じんを出現させる。

　そして魔物たちの召喚を無に帰す言葉を紡つむいだ。

「解除デス・トルーク！」

　パシュン！

　その瞬しゆん間かん、魔法陣が乾かわいた音を立てて消しよう滅めつした。

　メルアもレアンロアも目を見開く。

　今のは、魔物の召喚を解除した音ではない。

　現に、未いまだ魔物たちはそこらに存在している。

　拒否されたのだ。

　魔物側からの、圧あつ倒とう的な強い意志で。

　それが、魔法陣が消滅した理由だった。

「もしや、彼らの持つ負の念が、こちらの想定以上に強力だったということか」

「そんな……」

　これでは、計画を終しゆう焉えんすることができない。

　メルアは、未だ暴れ回っている魔物たちの姿を見やる。

　神獣たちや学院の生徒たちの活かつ躍やくもあり、魔物の数は相当に減っている。

　だが残っている魔物の凶きよう暴ぼうさは、目に見えて増していた。

「メルア、これはどういう状じよう況きようだ？」

「わ、私にもわかんないわよ！」

　ディオスが問うと、メルアは半ばヤケクソ気味に声を張り上げた。

「何だよそれ!?　さっきは肝かん心じんな時に抜ぬけているって言ったけど、今はそのパッシブスキルを発動させたらダメだろ！」

「茶化さないでよ！　こっちだって真しん剣けんなんだから！　とにかく、何か対策を──」

『………………カ』

　唐とう突とつに、声が響ひびいた。

　いや、声というより雑音に近かった。それでも、確かに声だった。

『……すテるノカ』

　頭の中に直接語りかけられているようなその声は、先ほどよりもハッキリと聞こえた。

　同時に、メルアの全身を冷たい感覚が走り抜ける。

『オまエモ、ワれラを、すテるノカ』

　違う、とは言えなかった。

　メルアは生まれて初めて、恐きよう怖ふから体を震ふるわせた。

『ガるフねーデのヨうニ！』

　その瞬間メルアの頭の中に流れ込んできたのは、『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの激しい怒いかりと羨せん望ぼうだった。

「ああああああああああああああああああ！」

　何百年も前から蓄ちく積せきされていた『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの想おもいが流れてきた瞬間、メルアは堪たまらず叫さけんでいた。

　目からは止めどなく涙が溢あふれ、歯の根が合わず、カチカチと音を立てる。

「どうした!?　しっかりしろメルア！」

　レアンロアがメルアの体を抱だきしめる。

　メルアは頭を抱かかえ、ただ泣き続けていた。

　刹せつ那な、残っていた魔物たちが一いつ箇か所しよに集まり始める。

　そして信じられないことに、彼らは次々と体を融ゆう合ごうさせ、巨きよ大だい化かしていく。

　誰だれもが、その光景に呆あつ気けに取られていた。

　目の位置にあるのは無数の口、体中に散らばった目、腕に鼻があり、様々な動物の脚が不ふ揃ぞろいに何本も生えている──。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』に乗っ取られて醜しゆう悪あくに変形していた魔物の体は、一つになったことにより、さらにおぞましさを増したのだ。

『ステなイデ、ツクっテ、ウまレタイ、コッチをミテ、ガるフネーデさマ、うマレたイ、アイサれタイ、ウまレタいアいサレタイウマれタイあイサレタイがルフねーデサま……！』

　夜空を裂さき、学院中に響くのは、悲ひ哀あいに満ちた咆ほう哮こう。

　生徒たちの中にはその声に耐たえきれず、涙なみだを流す者も多くいた。

　巨大な一つの存在になった『歪んだ心臓ドリーヴイー』は、複数ある腕を不規則に振ふり回した。

　別の校舎の端はしが派手な音を立てながら抉えぐれ、校庭には巨大な穴が空く。

　バラバラになっていたディオスの神獣たちも、あまりの異常事態に彼の許もとへと集つどっていた。

「ディオっち、どうすんのあれ!?」

「とにかく倒すしかない。このまま放ほうっておいたら学院がなくなる！」

「わかりました！　とにかく全力でいきます！」

「……みんな……一いつ斉せいに……いく！」

『歪んだ心臓ドリーヴイー』に向けて、神獣たちはそれぞれの能力を一斉に放つ。

「みんな！　私たちもいくわよ！」

　大きな号令はペディエのものだ。

　さらに横から、学院の神しん獣じゆうたちの攻撃も加わっていく。

　この場にいる神獣たちによる、超ちよう集中攻こう撃げき。

　数え切れないほどの神獣の能力が『歪んだ心臓ドリーヴイー』の体を包み込む。

　能力同士が衝しよう突とつしたことにより激しい煙けむりが発生し、さらに『歪んだ心臓ドリーヴイー』の体を覆おおい隠かくす。

　その攻撃は一瞬でとどまらず、数分間も続いた。

　やがて徐じよ々じよに煙が消え、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の姿が再び現れる。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』はその場から動かない。

「……やったのか？」

　完全に動きを停止した──かのように見えたその時。

　歪いびつな腕の一本が鞭むちのように動き、またしても校舎の一部を破壊しながら貫かん通つうした。

「…………噓うそでしょ」

「あれだけの神獣の攻撃を受けながら、まだ生きているなんて……」

「これは……さすがにやばいな……」

　誰もが、絶望感を抱いだいた。

　この場にいる神獣たちの全力をもってしても、あの『歪んだ心臓ドリーヴイー』を倒すことは叶かなわなかったのだ。

　現状、もう手の打ちようがない──。

　メルアを支えていたレアンロアは、涙を流し続ける彼女の目を真まっ直すぐに見み据すえる。

「しっかりしろメルア。もう一度、魔法陣を出すんだ」

「…………無理よ」

『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの心を一身に受けてしまったメルアは、すっかり戦意を喪そう失しつしていた。それでもレアンロアは、メルアに語りかける。

「メルア。あの魔ま物ものは私の月の力で増ぞう幅ふくしている。あの時と逆のことをやれば、何とかなるかもしれない。だが魔法陣を作り出すのは、メルアしかできない」

「……でも」

「できる。思い出せ。お前は『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』のメルアだ。神の一部に触ふれただけで、壊こわれてしまうような女ではない」

　レアンロアの言葉を受けて、メルアの目は次第に光を取り戻していく。

　彼女の様子を見て、レアンロアが小さく笑えみを浮うかべた、その時だった。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』が、再び動いたのだ。

　複数ある腕うでの一本──まるでトライデントのような腕が、無音のままメルアの背後に伸のびる。

　それに誰よりも早く気付いたのは、ディオスだった。

「メルア！」

　ディオスはメルアの体を突つき飛ばす。

　そのディオスに向かう、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の鋭するどい腕。

　コンマ数秒遅おくれて気付いたマリンが、水の力を発動させるべく構えを取る。

　だが、もう間に合わない。

　マリンにはそれがわかってしまった。

　極限まで目を見開くマリン。

　彼女の脳のう裏りには、数秒後のディオスの姿が映し出されていた。

　心臓を貫つらぬかれ、口から血を吐はき出すディオスの姿が──。

「いやああああああああああッ……！　お兄ちゃんッ…………！」

　絶望の光景に耐えきれず、マリンが絶ぜつ叫きようしたその時──。

　ディオスの全身が、激しい水色の光に包まれた。

　刹那。

　ガキン！

　と、硬かたい物同士が衝突する音が響く。

　何が起きたのか、すぐに理解した者はいなかった。

　ディオスでさえも、己おのれの身に起きた状況を把は握あくしていなかった。

　いつの間にかディオスの左腕を、超ちよう巨きよ大だいな水色の盾たてが覆っていたのだ。

　複数の氷柱つららが重なったような鋭えい利りなフォルムは、一見すると武器のようにも見える。

　さらによく見ると、それは水でできていた。

　氷のような、水の盾。

　この盾が、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の腕を受け止めていたのだった。

「これは──」

　ディオスはまだ呆ぼう然ぜんとしている。

　その一方で、水の盾が防いだ『歪んだ心臓ドリーヴイー』の腕は、砂糖菓が子しのようにボロボロと崩くずれ去っていった。まるで、水で砂の城を壊すかのように、容易たやすく。




　メルアは眼前のディオスの姿を見ながら、愕がく然ぜんとしていた。

　光の爪つめ、炎ほのおの羽、そして、水の盾。

　──これで、三体目──。

　胸に穴が空いたような感覚が、彼女の全身を縛しばり付ける。

　ウェスベルが前に「お前の兄貴はヤバい」と言った時、メルアはまだ楽観的だった。

　まだ確定的ではない。『これまでの前例』と照らし合わせても、『そうなる』確率は極きわめて低い──とメルアは考えていたからだ。

　だが──。

　メルアは顔が歪ゆがむほど、奥歯をギリと強く食い縛る。

　もう、間ま違ちがいない。

　これは、ディオスの神獣たちが特とく殊しゆなのではない。

　ディオス自体が、特殊なのだ。

　必然的に、ある事実が確定した。

　自分は、選ばれなかった。

（神が選んだのは、兄さんだ──）




　水の盾を手にしたディオスに、神獣たちが一斉に走り寄る。

「ご主人様、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　しかし、ディオスはまだ呆然としたままだ。

「お兄ちゃん……！」

　マリンの姿を見たディオスは、自分の左腕と彼女とを交こう互ごに見比べた。

「これは、マリンの力だよな？　助けてくれてありがとう」

　マリンはふるふると頭を横に振る。そしてディオスの腰こしに抱きついた。

「……もう……絶対にダメだと思った……。間に合わないって……。だから……本当に良かった……」

「えへへ。これはマリぴっぴの超ファインプレーだね」

　ルヴィの言葉に皆みんなも頷うなずく。

　だが、すぐに険しい顔に戻もどった。

　まだ、終わりではない。

　あの『歪んだ心臓ドリーヴイー』をどうにかしない限り。

　ディオスに腕の一部を崩されてしばらく動きが止まっていたが、再び『歪んだ心臓ドリーヴイー』は、どこを見ているのかわからない多くの目玉をギョロリと動かした。

　──るおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお。

　聞いたことのない声を上げる『歪んだ心臓ドリーヴイー』。

　怒おこっているというよりは、悲哀の感情を刺し激げきされる音だった。

「……もう、やめて」

　そんな中、レイナが静かに『歪んだ心臓ドリーヴイー』の方を向く。

　瞬しゆん間かん、ディオスの右手に光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアが出現していた。

「なっ、これは──？　レイナ……？」

　今までの現れ方とは違う。

　非常に、静かな顕けん現げんだった。

　レイナは聞こえていないのか、ディオスの声に応こたえない。

　全身を淡あわい光に包みながら、一歩ずつ『歪んだ心臓ドリーヴイー』に近付いていく。

「あなたたちがいたから、私たち神獣は今、存在できている」
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　気のせいだろうか。レイナが近付く度たびに、『歪んだ心臓ドリーヴイー』が怯ひるんでいるように見えるのは。

「ありがとう。そして……ごめんなさい……」

　今まで、その存在を知ることもなく生きてきて。

「ずっと、苦しかったんだよね。憧あこがれてたんだよね。無念だったよね」

『歪んだ心臓ドリーヴイー』は喋しやべらない。

　体中に生えた目で、レイナを静かに見つめている。

「でもね、もう、その苦しみから解放してあげるから──」

　レイナの体から、空に向かって光の柱が立ち上る。

　その光は、まるで航路を照らす灯台の光のようでもあった。

　レイナに呼応するかのように、ディオスの光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアも淡い光を発していた。

　ディオスは既すでに、自分のやるべきことを理解していた。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』に向けて駆かけ、彼らの前で足を止める。

　そして、腕を一いつ閃せん。

　光が爪の軌き跡せきに沿い、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の体をいとも簡単に切り裂さく。

　その傷口から、『歪んだ心臓ドリーヴイー』の体は静かに崩ほう壊かいを始めた。

　それまで多くの神しん獣じゆうたちの攻撃を受けても平気だった頑がん丈じようさが噓のように、まるで紙かみ屑くずのように、呆あつ気けなく──。

「おやすみなさい……私たちのご先祖様……」

　それを見届けたレイナは、静かに目を閉じる。

　彼女の目の端はしには、小さな水すい滴てきが溜たまっていた。




「メルア……」

　ディオスは、『歪んだ心臓ドリーヴイー』が消えた場所をしばらく眺ながめていたメルアを呼ぶ。

　彼女は無言のままディオスに振ふり返った。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』が消えたことで正気に戻ったのか、今は落ち着いた表情をしている。

「なぁ、俺と一いつ緒しよに帰ろう。父さんも道場のみんなも村の人たちも、ずっとお前を待っているんだ」

「兄さん……」

　メルアの目が揺ゆれる。

　しかし、すぐさま彼女は首を横に振った。

「ごめんなさい。やっぱり私は、神を殺すまで組織から離はなれることはできない」

「──っ!?　どうして!?」

「あなたがそこまで組織に拘こだわる理由がわかりません。本当はご主人様と一緒にいたいのでしょう？　もしかして、何か弱みでも握にぎられているのですか？」

「違う。これは、私の意思」

　エメロードの言葉をハッキリと否定したメルアは、ディオスたちに背を向けて歩きだす。

「レアンロア、ここでの任務は終わったわ。迎むかえは？」

「ちょうど来た」

　レアンロアが答えたその瞬間。

　夜空を横切る、巨きよ大だいな影かげが現れた。

　月を隠かくして飛ぶその存在を、バハル・シエロの闘とう技ぎ場でディオスたちは見たばかりである。

　漆しつ黒こくのドラゴン──。

　ドラゴンはあの時と同じように、慣れた様子でメルアたちの前に着地する。

　メルアとレアンロアはドラゴンの背に跳とび乗ってから、ディオスたちを見下ろした。

「お願い兄さん。これ以上スリアンヴォスを目指さないで。……神に、近付かないで」

「待て！　メルア！」

「最後に、教えてあげる。スリアンヴォスの優勝者は、どんな願いでも叶かなえて貰もらえるのは知っているでしょ？　その願いは、どのようにして叶えられているかを」

「え──？」

　突とつ然ぜん、メルアは何を言っているのか。理解が追いつく前に、彼女はさらに言葉を重ねた。

「……神獣たちの命が使われているの。人間の願いを叶える、そのためだけに」

　乾かわいた風が吹ふく。

　ディオスだけでなく、神獣たちでさえも、メルアの言葉に凍こおり付いていた。

　優勝したら、神にどんな願いでも叶えて貰える武ぶ闘とう大会、スリアンヴォス。

　十年に一度開かい催さいされる、セント・エスピリの住民たちが熱ねつ狂きようするその大会。

　その人間の願いのために、神獣が犠ぎ牲せいになっている──。

　正直なところ、わけがわからなかった。

　神獣は神が作った存在だ。その命を、自らの手で潰つぶしているとでもいうのか。

　だが『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの存在を見た今、彼女の言うことが噓うそだと断じることなどできなかった。

「意味がわかんないでしょ？　ハッキリ言って私だってそうよ。でも、これは私たちの組織が手に入れた確かな情報なの。神の歪んだ愛情を満たすためだけに──ガルフネーデは、神獣を犠牲にしている」

　ドラゴンが翼つばさを動かし、飛ひ翔しようの予備動作へと入る。

「だから、近付かないで」

　淡たん々たんと告げると、メルアを乗せたドラゴンは大きく地を蹴けり、空へと飛び立った。

　ディオスは、またしても彼女を見送ることしかできなかったのだった。




「どうなることかと思ったが、神の施し設せつを一つ潰した。長い任務、ご苦労だったな」

　ドラゴンの背の上で、レアンロアは淡々とメルアをねぎらった。しかし、メルアからの返答はない。

「ガルフネーデ……。兄さんは絶対に渡わたさないんだから……！」

　メルアは空を睨にらんだまま、唇くちびるを嚙かんだ。








エピローグ









　文字通り瓦が礫れきの山となった、聖ジェフス学院。

　翌日からは全校生徒が一丸となり、瓦礫を片付ける作業に徹てつしていた。

　ディオスたちも当然のように、それを手伝っていた。

　特に男手のディオスの力は重宝され、色々な所から呼ばれては手伝うという作業を繰くり返していたのだった。

　単調ながらも重労働な作業を繰り返しながら、ディオスは考える。

　メルアたち『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』の狙ねらいは、最初からここだった。

　わかってはいるものの、もしかしたら自分のせいで──という考えはどうしても拭ぬぐえない。

　何しろ、彼女はディオスの肉親なのだから。

　瓦礫を撤去する作業を黙もく々もくとこなしていたディオスの許もとに、サヴラーハと人間形態になったザバルガが近付いた。

「お、二人とも。どうだ。怪け我がはなかったか？」

「ええ、ルヴィとエメロードのおかげでね。彼女たちは？」

「今は他ほかの場所を手伝っているよ」

「そう。彼女たちに、改めてお礼を言っておいてくれる？」

「わかった」

「……あ、の……」

　突然声を発したサヴラーハに、ディオスは思わず目を丸くしてしまった。

　サヴラーハは俯うつむき、モジモジとしている。

「ほら、自分の言葉で言うんでしょ？」

　ザバルガが促うながすと、意を決したようにサヴラーハは顔を上げた。

「……あ、ありがとう……。学院のみんな……助けてくれて……」

「サヴラーハ……」

　少し震ふるえていたが、ディオスは初めてハッキリと彼女の声を聞いた。

　サヴラーハは恥はずかしかったのか、手で顔を隠して「ぅー……」と小さく唸うなっている。

　人間が苦手ということを乗り越こえて、礼を言うために自分から話しかけてくれた。そんなサヴラーハの姿が、たまらなくいじらしく思えた。

　ディオスは「どういたしまして」と答えてから、思わず彼女の頭に手を置いてしまうのだった。

「────っ!?」

　ババッと、リスのようにディオスから離れるサヴラーハ。

「ディオス……。いきなり触さわるのはさすがにちょっと。この子の心臓が止まったらどうしてくれるの？」

「……ええと、ごめん。つい……」

　今まで無自覚だったが、どうも年下の少女には気安く触ふれてしまえる体質らしい。

（いや、結構ヤバくないかそれ？　何とか矯きよう正せいしないと……）

　自分で自分に引きながら、ディオスは密ひそかに決意するのだった。




　忙いそがしく動き回る教職員たち。

　ディオスは一番派手に壊こわれてしまった、東の棟とうの片付けの応おう援えんに呼ばれていた。

「本当に、跡あと形かたもなく壊れてしまいましたね」

　イズグラスは瓦礫の山を見つめながら、誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。

「学院長様」

　そんな中、ペディエがおそるおそるイズグラスの前へとやって来た。

「あら、ペディエさん。どうですか？　あれから具合が悪いとかはありませんか？」

　イズグラスが尋たずねるが、ペディエは俯いたまま答えない。

「あの……本当に、ごめんなさい……。私、退学の覚かく悟ごはできています……。だから……」

「まあまあ、退学だなんて」

　ペディエの言葉に、イズグラスは本気で驚おどろいている。

　近くにいたディオスも、イズグラス同様に目を丸くしていた。

「そんなに思い詰つめるなよ、ペディエ……」

「だって……だって、私のせいで……。う……うわああぁぁぁぁん！」

　ついには、声を上げて泣き出してしまった。

　ペディエの肩かたにいたエンスタが、短い手で彼女の涙なみだを拭い続ける。

　イズグラスはペディエに近付くと、彼女の頭をそっと抱だきしめた。

「あなたのせいではありませんよ。いえ、誰のせいでもないのです。ここはできた時から、いずれこうなる運命だったのです」

「でっ、でも、私っ、が。勝手に、中に、入ったからっ──！」

　しゃくり上げるペディエをもう一度強く抱きしめてから、イズグラスは彼女の顔を真まっ直すぐに見つめた。

「このような事態になってしまったのは、『始まりの神しん殿でん』のことをずっと隠し続けてきた、学院の責任です。もっと言えば、神から勅ちよく令れいを受けた、私たち一族の──。だから、あなたが気に病やむ必要は一いつ切さいないのですよ」

　イズグラスの言葉を受け、ペディエはもう一度、声を上げて泣いた。

　ディオスも、周囲の誰も、彼女にこれ以上かけるべき言葉は持っていなかった。




　少し間を置き、ペディエが落ち着いた頃ころ。

　ディオスはしゃくり上げるペディエの頭に無言で手を置き、そっと撫なでた。

　先ほど矯正しなければ──と思ったばかりだったが、ペディエの真っ赤に腫はれた目を見た瞬しゆん間かん、いても立ってもいられなくなったのだ。

「いいっ、いきなり何するのよ！　触らないでよ！」

　しかしペディエは、すぐさま手を払はらいのける。

　その反応は予想していたので、ディオスにダメージはない。むしろいつものように声を張り上げて拒きよ絶ぜつしてくれたことが、嬉うれしかった。

「そこまで声を出せるなら、もう大だい丈じよう夫ぶだな」

　ディオスが小さく笑うと、ペディエは「んなっ!?」と顔を真っ赤に染める。

　そして「ありがとう……。あなたのこと、ちょっと見直した……」とぽしょぽしょと呟いた。

「ん、何て？」

　聞こえていたのだが、あえてディオスはとぼけてみた。ペディエに、いつもの調子に戻もどってほしかったからだ。

「し、知らない！　もう言わない！」

　ペディエはふいと顔を横に向ける。

　そこで、人間形態になったエンスタと目が合った。

　エンスタはペディエの顔が赤くなっていることに気付いており、ディオスにだけわかるように小さく笑った。

　ペディエの心の傷が癒いえるのはもう少し先になるだろうが、彼女を取り巻く人々は優やさしい。この調子なら大丈夫だろうと、ディオスは安あん堵どするのだった。




　太陽が真上に昇のぼった時刻。

　ディオスと神しん獣じゆうたち、そしてコーシカとファルルは、イズグラスに呼び出されていた。

　全員が揃そろったのを確かく認にんしたイズグラスは、諦てい観かんした様子で空を見上げた。

「鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバは、神に関する施設の破は壊かいが目的──。そう考えると、ここが狙われる可能性はもうないでしょう」

「学院長様……」

　確かに、『始まりの神殿』は完全に崩ほう壊かいしてしまった。地面を掘ほり返してまで復旧させる体力は、今の学院にはないだろう。

「ディオスさん」

「はい。何でしょうか」

「学院のことは気にせず行ってください。この状態では、しばらく授業を行うことはできませんし。それに男性のあなたがいると、いつまでも片付けを頼たよってしまいます。あなたたちは、スリアンヴォスを目指しているのでしょう？」

「はい、そうですが……でも──」

「それでは、問います。答えなくて構いません。『真実を知ったうえで、あなたたちはどう行動しますか？』」

　イズグラスの問いに、ディオスたちは小さく息を吞のむ。

「その答えを、どうか示してきてください」

「次に会う時までの～宿題ですよ～」

　一体いつから聞いていたのか。

　通りすがりのテネルが言うと、皆みんなの緊きん張ちよう感かんは一気に崩くずれ、思わず笑いだしてしまうのだった。




　聖ジェフス学院を後にしたディオスたちは、来た時と同様に街道を歩いていた。

　ちなみに、学院を立つ前に制服は返している。それはコーシカも同様だった。

「コーシカ。次の事前大会モナーフエスはどこでやるんだっけ？」

　ディオスが聞くと、コーシカは呆あきれたようにため息を吐ついた

「もう……。事前大会モナーフエスに出場するつもりだったのなら、それくらい覚えておいてください。次は『ニ・ホティア』ですよ」

「やっぱりディー君には、誰かが付いてないとダメみたいだね」

「そ、そんなことないし。……わかった。そこまで言うなら俺一人で行ってやるさ」

「ふーん。で、本当に行けるの？」

　レイナが聞くと、ディオスは無言のまま硬こう直ちよくした。

「自信、ないんだね……？」

　ディオス以外の全員が、一いつ斉せいに笑いだす。

「いや、笑うなよ!?」

「だってさー」

「ディオっちも、ちょっと抜ぬけてるところあるよねー」

「……お兄ちゃん……可愛かわいい……」

　笑い声を上げながら一行は歩き続ける。

　彼らの上には、それまでの不安な心を吹ふき飛ばすような快晴が広がっていた。








あとがき






　皆みな様さまこんにちは。福ふく山やま陽はる士しです。

　まさかこの神しん獣じゆうたちで、学園物を書くとは思ってもいなかった福山です。どうしてこうなった（打ち合わせの結果）。

　何が大変だったかって、新規キャラたちの名前を考えるのがですね……。

　毎回名前を考えるのが面めん倒どうくさい人間なので、本当に大変でした。

　特に今回は一気に人数が増えるので、既き存そんキャラたちとは響ひびきを変えて差別化をはかろうとか、色々と考えながら辞書と睨にらみ合いをして……。

　そんなわけで、あまり馴な染じみのない響きが多かったと思います。

　特にイズグラス、サヴラーハ、レアンロアは、本編を書き終えた時点では、Ｇｏｏｇｌｅの検けん索さく結果が０件だったほどです。凝こりすぎ。

　でもこれ、何気に凄すごくないですか？　これらの文字の組み合わせを最初にやったの、私って事ですよね？　誰だれも褒ほめてくれないだろうから、自分で自分を褒めるよ。

　私凄い。マイナーな名前を考えるのだけは天才。

　我に返ると虚むなしくなるだろうから、↑についてはもう触ふれないことにして。

　それ以上に大変だったのは、その新規キャラたちを動かすことです……。

　ページ数もそれほど取れないので、あまり個別に掘ほり下げられんし。でも話の展開的に出す必要はあるし。

　ぶっちゃけ大人数が登場する系の話は、もっと才能のある人がやるべきだと思うのですよ……。凡ぼん人じんには荷が重すぎるんじゃよ……。

　私、空間把は握あく能力低めだし。三半規管も弱いし。

　関係ない気もするけど気のせいです。

　神獣たちも、最初に提出したプロットでは三体でした。投とう稿こう作では四体だったのですが、この人数を一巻だけで動かすのは私には難しい──と悟さとったので減らしたのです。

　でも四体にしろって言われたので、結局四体になりました。作者の心情など編集さんの前では塵ちりと同じ。無情なり。

　ちなみに最初、誰がいなかったのかは秘密。

　というか、設定からして今と全然違ちがうので別キャラなんですけどね……。属性も全く別物でした。

　……何だか創作秘話兼けん、愚ぐ痴ちっぽくなってしまいました。

　あれ、おかしいな……。もっとハッピーラッキー世界平和万ばん歳ざいみたいな、ハートフルなあとがきにする予定だったのに。

　あとがきから最初に読む派の方には、座ざ敷しき牢ろうの中でのたうち回りながら書いた話のように感じるかもしれませんが、そんなことはないですからね？　苦しみながらも楽しく書いてますからね？　苦しいけど！

　そういうわけで、今巻も楽しんでいただけたら幸いです。




　謝辞のターン。

　担当様。今回も色々とすみません＆ありがとうございました。

　そろそろ絆きずなレベルが２くらいにはなった気がします。

　……え？　絆レベルがＭＡＸになったら、凄いアイテムをくれますよね？

　執しつ筆ぴつ速度が三倍になる腕うで輪わとか、一週間徹てつ夜やしても体力が全く減らないチート級の薬とか（ゲーム脳）。

　切実に欲ほしいです。ください。

　おりょう様。私のポケットマネーから別べつ途と報ほう酬しゆうをお支し払はらいした方がいいのでは──と本気で思っているほどには感謝しております……。

　新規キャラ、特に神獣を出す時、正直なところ心が痛いです……。神獣形態と人間形態、両方のデザインをしていただくことになるので……。

　さらには今回、表紙に六人とか……。頼たのんだ人鬼き畜ちくすぎるやろ……。

　なお、絵に関する指示は九割が担当さんの趣しゆ味みなので、苦情がありましたら私ではなくそちらにお願いいたします（担当さんとの絆レベルが１下がった！）。

　読者様。三巻もお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございました。

　ご感想が大変励はげみになっております。砂さ漠ばくでカラカラに乾かわいている時に、一いつ杯ぱいの水を恵めぐんでもらったかのような心境です。まさに命の水です。本当に感謝です。




　では、四巻でまたお会いしましょう。




Ｐ．Ｓ．

　エメロードファンの皆様、大変お待たせいたしました。いよいよ次巻、彼女メインです。
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